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点検・評価報告書の策定にあたって 

 
 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）」において、各教育

委員会は、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、その結果

に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することが規定されています。 
 本報告書は、効果的な教育行政の推進と市民への説明責任を果たすため、法第２６条の

規定に基づき、令和６年度事務の管理及び執行の状況についての点検評価を行ったもので

す。 
 御一読いただき教育委員会の取組について御意見等をお寄せください。 
 北本市教育委員会は、今後も市民の皆様の生涯に亘って学び続ける教育環境の整備・充

実を図るとともに、「共に学び 未来を拓く 北本の教育」を推進してまいります。 
 
 
   令和７年 ８月 
 
                              北本市教育委員会 
 
 
 
                         
  
   

 



 
目    次 

 

１ 趣  旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

２ 点検評価の対象及び方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １ 

３ 令和６年度の基本理念及び基本目標と施策 ・・・・・・・・・・・・・・・  ３ 

４ 点検評価結果の構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５ 

５ 施策の取組状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６ 

基本目標Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 ・・・・・・・・・・・・・・・  ８ 

１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善 ・・・・・・・・・・・・・  ９ 

２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 ・・・・・・・・・・・ １０ 

３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組 ・・・・・・・・・・・・・ １２ 

４ 進路指導・キャリア教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

５ 本物にふれる事業の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 ・・・・・・・・・・・・ １５ 

基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １８ 

１ 基本的人権を尊重する教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９ 

２ 人権啓発活動の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０ 

３ 心の教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１ 

４ ボランティア・福祉教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２ 

５ 生徒指導・教育相談体制の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２３ 

６ 児童生徒の健康の保持増進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４ 

７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２８ 

基本目標Ⅲ 質の高い学校教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０ 

１ 小中一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携の推進  ３１ 

２ 地域に開かれた魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進 ・・ ３２ 

３ 教職員の資質の向上 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３ 

４ 教育環境の整備・充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４ 

５ 学校経営の改革推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６ 

基本目標Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３７ 

１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進 ・・・・・・・・ ３８ 

２ 地域の教育推進体制の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３８ 

３ 子供の読書活動の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９ 

４ 地域活動室事業と学校応援団の活動の推進 ・・・・・・・・・・・・・ ４０ 

 

 



 

基本目標Ⅴ 生涯学習とスポーツの振興 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４１ 

１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 ・・・・・・・・・・・・ ４２ 

２ 学習施設の整備・運営の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４３ 

３ スポーツ活動の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４５ 

４ 文化芸術活動の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４６ 

基本目標Ⅵ 文化財保護の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４７ 

１ 文化財保護の調査と研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４８ 

２ 文化財の保存と管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５０ 

３ 文化財の啓発と活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５１ 

４ 郷土芸能の継承と支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５３ 

６ 評  価 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５５ 

７ 指標一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５９ 

８ 教育委員会の活動状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６０ 

９ 資  料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６２ 

 

 
 

 

国指定天然記念物 石戸蒲ザクラ 

 



1 
 

１ 趣  旨 

平成１８年１２月２２日に教育基本法が改正され、新しい教育理念の下、地方におけ

る教育行政の中心的担い手である教育委員会の体制強化を目指した、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律（以下「地教行法」という。）も一部改正が行われ、平成２０年

４月からすべての教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに

公表することが義務付けられました。 
また、点検評価の際には、学識経験者の知見の活用を図るものと規定されています。 

 北本市教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検評価を実施し、

更なる改善・改革を推し進め、期待される教育行政に応えてまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 点検評価の対象及び方法 

（１）点検評価の対象 

北本市教育委員会では、教育基本法第１７条第２項に基づき、中長期的な視点に立

って北本市教育のあるべき姿を示し、総合的・体系的な教育施策を進めていくことを

目的として、第３期北本市教育振興基本計画（以下、「第３期計画」という。）を策定

し、教育行政施策を推進しています。 

このことから、点検評価の対象は、第３期計画に掲げられた施策としています。 

 

（２）点検評価の方法 

第３期計画は、６つの基本目標に基づく施策を体系化しています。 

このため、点検評価では、第３期計画に掲げられた施策を対象とし、具体的には、

計画を年度ごとに実効性あるものとするために策定した「令和６年度教育行政の重点

施策」に沿って推進した３１の施策に基づく事業の実施状況について、点検評価を行

うこととしました。点検評価の実施に当たっては、施策ごとに示された取組に対する

その実施状況を参考としました。また、教育に関し学識経験を有する方から、各施策

に関する評価をいただくとともに、全体を通しての講評をいただきました。 

【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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（３）外部評価者 

   地教行法第２６条第２項の規定に基づき、学識経験を有する評価者（外部評価者）

として、以下の２名の方に評価・講評をいただきました。 
 
 淑徳大学総合福祉学部 山 田 晋 治 （敬称略） 

【略 歴】 昭和５８年 大宮市立大砂土中学校 教諭 
      昭和５９年 埼玉大学教育学部附属中学校 教諭 
      平成１３年 川口市教育局学校教育部指導課 指導主事 
      平成１８年 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課 指導主事 
      平成２２年 川口市立戸塚南小学校 校長 
      平成２４年 埼玉県教育局南部教育事務所 主席指導主事 
      平成２６年 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課 主席指導主事 
      平成２７年 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課 課長 
      平成２８年 埼玉県教育局南部教育事務所 所長 
      平成３０年 川口市立元郷南小学校 校長 
      平成３１年 埼玉県公立小学校校長会 会長 
      令和 ２年 淑徳大学教育学部 教授 
      令和 ３年 淑徳大学教育学部 教授・学部長 

令和 ７年 淑徳大学総合福祉学部 教授（現在に至る。） 
 
 共栄大学教育学部教授 石 井 宏 明 （敬称略） 

【略 歴】 昭和６１年 加須市立加須小学校 教諭 
      平成 ３年 加須市立礼羽小学校 教諭 
      平成１１年 川里町（現鴻巣市）立共和小学校 教諭 
      平成１４年 川里町（現鴻巣市）教育委員会 指導主事 
      平成１７年 加須市教育委員会 課長補佐兼指導主事 
      平成１８年 埼玉県教育局市町村支援部人権教育課 指導主事 
      平成２１年 埼玉県教育局市町村支援部小中学校人事課 主任管理主事 
      平成２４年 埼玉県教育局県立学校部教職員採用課 主幹兼主任管理主事  

        平成２５年 加須市立鴻茎小学校 校長 
        平成２７年 埼玉県教育局市町村支援部小中学校人事課 学校管理幹 
        平成２９年 埼玉県教育局市町村支援部小中学校人事課 課長 
        平成３０年 埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課 参事兼課長 
        平成３１年 埼玉県教育局市町村支援部 副部長 
        令和 ３年 埼玉県教育局市町村支援部 部長 
        令和 ６年 共栄大学教育学部 教授（現在に至る） 
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３ 令和６年度の基本理念及び基本目標と施策 

 
  令和６年度の北本市の教育における基本理念及び基本目標と施策は次のとおりです。 

 
【基本理念】 

   共に学び 未来を拓く 北本の教育 
 
【基本目標及び施策】 
Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

施策１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善 

施策２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 

   施策３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組 

施策４ 進路指導・キャリア教育の推進 

   施策５ 本物にふれる事業の推進 

施策６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 

 Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成  

   施策１ 基本的人権を尊重する教育の推進 

  施策２ 人権啓発活動の推進 

  施策３ 心の教育の推進 

   施策４ ボランティア・福祉教育の推進 

   施策５ 生徒指導・教育相談体制の充実 

施策６ 児童生徒の健康の保持増進 

施策７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 

施策８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 

Ⅲ 質の高い学校教育の推進 

施策１ 小中一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携の推進 

   施策２ 地域に開かれた魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進 

     施策３ 教職員の資質の向上 

施策４ 教育環境の整備・充実 

施策５ 学校経営の改革推進 

 Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 

  施策１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進 

   施策２ 地域の教育推進体制の充実 

施策３ 子供の読書活動の推進 

施策４ 地域活動室事業と学校応援団の活動の推進 
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Ⅴ 生涯学習とスポーツの振興 

施策１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 

  施策２ 学習施設の整備・運営の充実 

    施策３ スポーツ活動の推進 

   施策４ 文化芸術活動の推進 

Ⅵ 文化財保護の推進 

施策１ 文化財保護の調査と研究 

  施策２ 文化財の保存と管理 

  施策３ 文化財の啓発と活用 

    施策４ 郷土芸能の継承と支援 

 

 

～ 第３期北本市教育振興基本計画 ～ 
【施策の体系図】 
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４ 点検評価結果の構成 

 

  点検評価の結果については、「５ 施策の取組状況」において、基本目標のもとに設定

した施策ごとの「主な取組」「教育委員会の自己評価」「取組評価」「課題・方向性」を掲

載しています。また、「６ 評 価」において、施策ごとの自己評価及び外部評価者評価

を総括的に掲載するとともに、外部評価者による全体を通しての講評を掲載しています。 

 

＜「５ 施策の取組状況」における凡例＞ 

「事業」 

 第３期計画の各施策の「■主な取組」における事業を示しています。 

 「個別取組」 

   第３期計画に基づき策定した、「北本市教育行政の重点施策」に係る個別取組事項を

示しています。 

「令和６年度 取組状況・実績」  

上記「個別取組」対応する令和６年度の主な取組状況及び実績を示しています。 

「所管課」  

「個別取組」における令和６年度の所管課を示しています。【凡例：教総→教育総務

課、学教→学校教育課、生学→生涯学習課、文化財→文化財保護課】 

「教育委員会の自己評価」及び「取組評価」 

  「令和６年度 取組状況・実績」に対する教育委員会の自己評価を示すとともに、

次の評価記号を用いて、その評価基準を表しています。 

  「ｓ」期待水準を大幅に上まわる成果を挙げている。 

  「ａ」期待水準を上まわる成果を挙げている。 

  「ｂ」期待する成果を挙げている。 

  「ｃ」期待する成果が十分に得られていない。 

  「－」止むを得ない事情による評価対象外 

「課題・方向性」 

各施策の事業に係る課題や次年度以降の施策の方向性を示しています。 

 「計画書」 

   第３期計画において掲載されている施策のページを示しています。 

 

＊「５ 施策の取組状況」に記載されている用語の意義については、第３期北本市教育振

興基本計画 86ページから 92 ページまでの用語解説の説明を御参照ください。 
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５ 施策の取組状況 

 

 

基本目標Ⅰ 
確かな学力と自立する力の育成 

 
基本目標Ⅱ 

豊かな心と健やかな体の育成 
 

基本目標Ⅲ 

質の高い学校教育の推進 
 

基本目標Ⅳ 
家庭・地域の教育力の向上 

 

基本目標Ⅴ 
生涯学習とスポーツの振興 

 

基本目標Ⅵ 

文化財保護の推進 
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※令和５年２月に策定した計画の概要版を参考掲載しています。 
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本
物

に
ふ

れ
る

事
業

の
推

進

　
　

　
　

施
策

６
　

共
生

社
会

の
形

成
に

向
け

た
特

別
支

援
教

育
の

推
進

基
本

目
標

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

　
教

育
の

質
を

充
実

さ
せ

る
た

め
の
土

台
づ

く
り

と
し

て
、

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」

の
実

現
に

向
け

た
授

業
改

善
を

進
め

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
を
身

に
付

け
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
能

動
的

に
学

び
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す
。

　
ま

た
、

時
代

の
変

化
や

社
会

の
変
化

に
対

応
す

る
教

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
義

務
教

育
９

年
間

に
お

け
る

学
び

と
育

ち
の

連
続

性
を

重
視

し
た

教
育

及
び

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教
育

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

「
生

き
る

力
」

を
は

ぐ
く

み
、

一
人

一
人

の
自

己
実

現
を

支
援

し
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
様

々
な

道
の

専
門

家
に
ふ

れ
る

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

豊
か

な
感

性
を

は
ぐ

く
む

と
と

も
に

、
特

別
な

教
育

的
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
た

ち
に

対
す
る

支
援

、
指

導
体

制
等

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

確
か

な
学

力
の

育
成

と
指

導
方

法
の
工

夫
・

改
善

P
2
8

○
各

学
校

に
お

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

の
確
立

・
地

域
や

学
校

の
実

態
及

び
児

童
生
徒

の
心

身
の

発
達

の
段

階
や

特
性

を
十
分

考
慮

し
、

教
育

内
容

や
時

間
の

適
切
な

配
分

、
必

要
な

人
的

・
物

的
体

制
の
確

保
等

、
各

教
育

活
動

や
行

事
の

精
選
を

す
る

こ
と

で
、

教
育

課
程

に
基

づ
い
た

教
育

活
動

の
質

的
向

上
に

努
め

ま
す
。

・
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

と
地

域
の

実
態

に
即

し
た

教
育

課
程

の
実

現を
目

指
し

、
全

中
学

校
区

で
の

学
校

訪
問

、
研

修
等

の
機

会
に

指
導

し
まし

た
。

・
教

育
課

程
の

確
実

な
実

施
に

向
け

、
各

校
の

教
育

課
程

実
施

状
況

を把
握

し
ま

し
た

。
特

に
、

働
き

方
改

革
の

観
点

か
ら

、
授

業
時

数
や

学
校行

事
の

精
選

に
つ

い
て

通
知

し
、

適
切

な
授

業
時

数
に

つ
い

て
指

導
し

まし
た

。
・

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

、
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
実

現
を目

指
し

、
学

校
運

営
協

議
会

の
推

進
に

引
き

続
き

取
り

組
み

ま
し

た。

学 教

・
中

学
校

区
で

の
研

究
を

通
し

て
、

教
育

計
画

や
、

学
校

課
題

研
究

等
で

小
中

一
貫

教
育

の
視

点
の

深
ま

り
が

見
ら

れ
、

小
中

連
携

が
進

み
ま

し
た
。

・
授

業
時

数
に

つ
い

て
、

過
度

な
余

剰
時

数
を

つ
く

ら
な

い
よ

う
指

導
し

ま
し

た
。

・
学

校
運

営
協

議
会

委
員

に
学

校
行

事
等

を
参

観
を

促
す

等
、

運
営

の
工

夫
が

見
ら

れ
ま

し
た
。

a

・
適

切
な

授
業

時
数

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

各
校

の
教

育
指

導
計

画
を

確
実

に
確

認
し

、
余

剰
時

数
が

多
く

な
ら

な
い

よ
う

指
導

し
ま

す
。

・
地

域
と

と
も

に
あ

る
開

か
れ

た
学

校
の

実
現

に
向

け
、

学
校

運
営

協
議

会
や

学
校

応
援

団
等

を
活

用
し

さ
ら

に
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
新

た
な

教
育

課
題

に
対

応
し

た
教

員
養

成
と

指
導
力

向
上

研
修

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
教

科
等

横
断

的
視

点
や

発
達

の
段
階

に
応

じ
た

縦
の

系
統

的
な

つ
な

が
り
を

意
識

し
た

授
業

改
善

を
図

り
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
実

現
に
向

け
た

研
修

会
を

実
施

し
ま

す
。

・
学

校
訪

問
や

研
究

発
表

等
の

機
会

を
活

用
し

、
小

中
の

系
統

を
意

識し
た

教
育

計
画

の
作

成
や

授
業

改
善

を
図

る
よ

う
指

導
し

ま
し

た。
・

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
実

現
に

向
け

た
授

業
改

善
に

つい
て

、
学

校
訪

問
等

で
指

導
し

ま
し

た
。

・
言

語
活

動
の

充
実

、
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
の

育
成

に
つい

て
、

各
校

が
小

中
連

携
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

特
色

あ
る

教
育

課
程

の編
成

、
実

施
に

つ
い

て
見

届
け

る
と

と
も

に
、

適
宜

指
導

し
ま

し
た。

学 教

・
教

員
の

意
識

を
高

め
、

主
体

的
・

対
話

的
で

深
い

学
び

の
視

点
を

取
り

入
れ

た
授

業
改

善
に

向
け

て
研

究
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
各

種
学

力
調

査
等

か
ら

、
各

校
で

課
題

に
沿

っ
た

手
立

て
を

考
え

さ
せ

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

指
導

方
法

等
に

つ
い

て
協

議
で

き
ま

し
た
。

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

教
育

課
程

全
体

の
見

直
し

を
管

理
職

や
教

員
に

指
導

し
ま

し
た
。

ｂ

・
市

内
教

員
研

修
で

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

授
業

改
善
を

テ
ー

マ
に

、
効

果
的

な
授

業
方

法
等

を
各

校
に

広
め

ま
す
。

・
各

校
の

学
力

向
上

に
関

す
る

取
組

や
実

践
を

活
か

し
、

さ
ら

に
確

か
な

学
力

が
身

に
付

け
ら

れ
る

よ
う

言
語

活
動

の
充

実
、

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
等

の
向

上
を

目
指

し
た

教
育

課
程

の
編

成
・

授
業

改
善

を
促

し
ま

す
。

○
義

務
教

育
９

年
間

に
お

け
る

学
び

と
育

ち
の

連
続
性

を
重

視
し

た
小

中
一

貫
教

育
（

学
校

４
・

３
・

２
制

）
の

推
進

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目】

・
児

童
生

徒
や

教
員

相
互

の
交

流
を
活

性
化

し
、

互
い

の
学

校
文

化
の

理
解
、

子
供

の
指

導
に

関
す

る
情

報
の

共
有
化

な
ど

を
図

り
、

児
童

生
徒

へ
適

切
に
支

援
し

ま
す
。

・
小

中
一

貫
教

育
を

推
進

す
る

た
め

に
非

常
勤

講
師

を
配

置
し

、
小

中間
で

教
員

が
行

き
来

し
、

学
習

指
導

や
生

徒
指

導
に

お
い

て
連

携
し

まし
た

。
・

児
童

生
徒

交
流

や
職

員
間

交
流

を
行

い
ま

し
た

。
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

等
を活

用
し

小
・

中
合

同
研

修
会

を
夏

季
休

業
中

に
１

回
、

各
学

期
に

１
回

以上
実

施
し

、
教

員
間

交
流

や
情

報
共

有
を

図
り

ま
し

た。

学 教

・
中

学
校

区
で

教
員

同
士

が
研

究
を

進
め

る
こ

と
で

、
地

域
の

実
態

に
応

じ
た

課
題

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
昨

年
度

同
様

、
児

童
生

徒
も

相
互

交
流

等
の

実
施

に
よ

り
、

相
互

理
解

が
深

ま
り

ま
し

た
。

b

・
当

該
事

業
に

基
づ

く
「

中
１

ギ
ャ

ッ
プ

」
の

軽
減

へ
の

効
果

、
及

び
中

２
段

階
で

の
不

登
校

軽
減

へ
の

効
果

に
つ

い
て

も
、

引
き

続
き

研
究

し
て

い
き

ま
す
。

基
本

目
標

Ⅰ
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の
育

成

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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○
き

め
細

か
な

学
習

指
導

を
展

開
す

る
た

め
の

少
人
数

学
級

の
充
実

・
個

や
発

達
段

階
に

応
じ

た
指

導
を
行

う
こ

と
で

、
規

律
あ

る
態

度
の

育
成
や

学
力

向
上

を
図

り
ま

す
。

・
主

に
算

数
科

の
授

業
に

お
い

て
加

配
教

員
等

を
活

用
し

て
少

人
数

指導
を

実
施

し
ま

し
た

。
少

人
数

指
導

に
よ

り
、

児
童

の
習

熟
度

を
き

め
細や

か
に

把
握

し
、

一
人

一
人

に
寄

り
添

っ
た

指
導

を
行

い
ま

し
た。

学 教

・
個

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
学

習
指

導
を

実
施

し
、

児
童

の
学

力
向

上
や

規
律

あ
る

態
度

の
育

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

・
チ

ー
ム

担
任

制
を

見
据

え
、

複
数

の
教

員
の

目
で

指
導

す
る

機
会

を
意

図
的

に
つ

く
る

こ
と

が
で

き
た
。

a

・
県

の
加

配
教

員
を

積
極

的
に

活
用

し
、

チ
ー

ム
担

任
制

や
教

科
担
任

制
、

少
人

数
授

業
や

テ
ィ

ー
ム

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

等
、

各
校

へ
教

育
課

程
や

学
習

形
態

の
工

夫
を

促
し
ま

す
。

○
学

力
調

査
や

満
足

度
調

査
な

ど
各

種
調

査
を

活
用
し

た
児

童
生

徒
の

実
態

把
握

と
実

効
あ

る
対

策
の

実
施

及
び

評価

・
学

校
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

や
学

力
状
況

調
査

等
で

児
童

生
徒

一
人

一
人

や
学
級

全
体

の
状

況
を

把
握

し
、

学
級

経
営
の

改
善

や
学

力
向

上
を

図
る

と
と

も
に
、

学
力

向
上

推
進

委
員

会
等

で
そ

の
達
成

度
を

評
価

し
ま

す
。

・
学

校
生

活
の

悩
み

や
家

庭
の

様
子

が
分

か
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

全
児

童生
徒

へ
毎

月
行

い
、

一
人

一
人

の
実

態
把

握
が

で
き

ま
し

た
。

内
容

は
複数

の
目

で
チ

ェ
ッ

ク
し

、
学

校
全

体
で

共
有

し
ま

し
た。

・
各

校
の

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析
し

、
学

力
向

上
プ

ラン
に

基
づ

い
た

取
組

を
行

い
ま

し
た

。
さ

ら
に

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
て各

校
の

具
体

的
な

取
組

を
共

有
す

る
学

力
向

上
推

進
委

員
会

を
開

催
し

まし
た

。
（

７
月

、
１

１
月

開
催
）

学 教

・
気

に
な

る
内

容
に

つ
い

て
早

期
発

見
・

早
期

対
応

を
行

い
、

対
応

し
た

記
録

を
残

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
各

校
に

お
い

て
学

力
課

題
解

決
の

検
証

改
善

サ
イ

ク
ル

を
進

め
、

学
力

向
上

推
進

委
員
会

で
、

優
れ

た
実

践
の

共
有

化
を

図
り

、
授

業
の

工
夫

改
善

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
引

き
続

き
家

庭
と

協
力

・
連

携
し

て
い

き
つ

つ
、

課
題

解
決

に
向
け

て
、

学
力

向
上

プ
ラ

ン
を

見
直

し
、

プ
ラ

ン
に

沿
っ

た
実

践
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○
地

域
の

教
育

力
を

活
用

し
た

夜
間

補
習

「
ナ

イ
ト
ス

ク
ー

ル
」

及
び

土
曜

日
・

長
期

休
業

日
に

お
け

る
補

習
の

推進

・
学

ぶ
意

欲
を

支
え

、
学

力
向

上
を
図

る
こ

と
を

目
的

に
中

学
生

の
希

望
者
を

対
象

と
し

た
補

習
「

ナ
イ

ト
ス

ク
ー

ル
」

及
び

各
校

に
お

い
て

土
曜

日
・
長

期
休

業
日

に
お

け
る

補
習

を
、

教
員
Ｏ

Ｂ
等

の
協

力
の

も
と

実
施

し
ま

す
。

・
全

１
５

回
の

実
施

計
画

を
立

て
、

中
学

３
年

生
を

対
象

に
参

加
生

徒を
募

り
ま

し
た

。
１

８
名

の
生

徒
が

参
加

し
ま

し
た
。

・
全

行
程

の
１

５
回

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
補

習
前

半
は

埼
玉

県
学

力
向

上
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

活
用

し
、

後
半

は
テ

キ
ス

ト
を

使
用

し
て

の
実

践
的

な
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
一

人
ひ

と
り

へ
の

丁
寧

な
指

導
が

で
き

、
生

徒
か

ら
参

加
し

て
よ

か
っ

た
と

い
う

感
想

が
あ

が
り

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

学
ぶ

意
欲

の
あ

る
中

学
３

年
生

を
対

象
に

、
基

礎
学

力
の

定
着

を
図

る
た

め
、

講
師

と
し

て
地

域
の

方
・

教
員

Ｏ
Ｂ

・
教

員
等

の
協

力
の

も
と

進
め

て
い

く
と

と
も

に
、

ド
リ

ル
教

材
と

の
併

用
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
効

果
的

に
活

用
し

た
指

導
方

法
の

研
究
・

実
践

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現
に

向
け

、
各

校
へ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
等

の
文
房

具
的

な
活

用
を

促
し

、
国

の
求

め
る
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の
一

体
的

な
充

実
を

目
的

と
し

た
研

究
を
行

い
ま

し
た
。

・
個

別
最

適
な

学
び

と
協

働
的

な
学

び
の

一
体

的
な

充
実

を
目

指
し

たＩ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

効
果

的
な

活
用

に
つ

い
て

研
究

し
、

従
来

の
教

育
活

動
にど

う
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
活

か
し

て
授

業
改

善
を

す
る

の
か

と
い

う
視

点
で

授業
実

践
や

研
修

等
を

実
施

し
ま

し
た
。

学 教

・
教

員
の

指
導

力
向

上
と

負
担

軽
減

の
両

面
に

焦
点

を
当

て
た

教
育

実
践

や
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

機
能

や
特

性
、

ア
プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

を
活

用
し

、
多

様
な

学
び

方
に

つ
い

て
の

教
育

実
践

を
蓄

積
、

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ａ

・
教

育
実

践
や

研
修

等
を

通
し

て
明

ら
か

と
な

っ
た

課
題

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
解

決
を

目
指

し
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
支

援
員

を
活

用
し

て
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
教

員
に

対
し

て
一

層
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

利
活

用
を

促
し

ま
す
。
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施
策

２
　

時
代

の
変

化
や

社
会

の
変

化
に

対
応
す

る
教

育
の

推
進

P
3
0

○
国

際
理

解
教

育
の

推
進

・
Ａ

Ｌ
Ｔ

を
計

画
的

に
配

置
す

る
と
と

も
に

、
Ａ

Ｌ
Ｔ

を
活

用
し

た
企

画
を
立

案
・

実
施

し
、

諸
外

国
の

文
化

や
多
様

な
価

値
観

に
触

れ
な

が
ら

、
児

童
生
徒

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
高
め

る
教

育
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
派

遣
業

務
委

託
業

者
を

通
じ

、
様

々
な

出
身

国
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

６
人

任用
し

、
２

～
３

校
に

１
名

の
割

合
で

配
置

し
ま

し
た
。

・
派

遣
業

者
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
連

携
を

密
に

し
、

諸
課

題
に

つい
て

情
報

共
有

を
す

る
と

と
も

に
、

適
宜

授
業

観
察

や
Ａ

Ｌ
Ｔ

に
対

し
て指

導
助

言
を

行
い

ま
し

た
。

・
「

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
・

サ
マ

ー
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

Ｅ
Ｓ

Ｐ
）

」
を

実施
し

ま
し

た
。

学 教

・
Ａ

Ｌ
Ｔ

の
研

修
を

月
１

回
程

度
実

施
す

る
と

と
も

に
、

Ａ
Ｌ

Ｔ
と

英
語

担
当

教
員

合
同

の
研

修
会

を
実

施
す

る
こ

と
に
よ

り
、

指
導

方
法

の
共

通
理

解
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
派

遣
委

託
業

者
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
連

携
を

図
り

、
各

学
校

と
円

滑
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

効
果

的
な

研
修

を
実
施

し
、

指
導

方
法

の
改

善
に

つ
と

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
次

年
度

も
小

学
生

（
第

３
学

年
～

第
４

学
年

）
を

対
象

に
し

た
「

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
・

サ
マ

ー
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

Ｅ
Ｓ

Ｐ
）

」
を

実
施

し
、

早
期

か
ら

外
国

語
に

親
し

む
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

○
情

報
教

育
の

推
進

・
教

職
員

対
象

の
情

報
モ

ラ
ル

に
関
す

る
教

育
研

修
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
た

教
育
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機

器
等

を
活

用
し

た
情

報
の

共
有

化
を
図

り
、

校
務

の
効

率
化

と
効

果
的

な
授
業

の
実

現
を

図
り

ま
す
。

・
情

報
モ

ラ
ル

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

利
用

の
手

引
き

を周
知

し
、

教
職

員
及

び
児

童
生

徒
の

メ
デ

ィ
ア

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

を
図り

ま
し

た
。

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
一

層
の

活
用

を
図

る
た

め
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
運

営
支

援
員

によ
る

教
職

員
向

け
の

研
修

会
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

校
訪

問
等

を
活

用
し

、
各

教
科

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育や
各

種
メ

デ
ィ

ア
を

効
果

的
に

活
用

し
た

授
業

実
践

の
推

進
に

つ
い

て
指導

し
ま

し
た
。

学 教

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

ト
ラ

ブ
ル

や
「

ネ
ッ

ト
い
じ

め
」

に
つ

い
て

具
体

的
な

事
例

を
取

り
上

げ
る

こ
と

で
、

情
報

教
育

の
効

果
的

な
指

導
に

つ
な

げ
ま

し
た
。

・
活

用
方

法
や

環
境

整
備

等
に

関
す
る

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

立
ち

上
げ

、
教

員
の

困
り

ご
と

に
即

座
に

支
援

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

ま
し

た
。

ｂ

・
情

報
モ

ラ
ル

教
育

に
つ

い
て

、
各

校
の

倫
理

確
立

委
員

会
等

を
活

用
し

て
指

導
力

の
向

上
を

図
り

ま
す
。

・
教

育
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ
リ

シ
ー

の
更

新
を

し
、

更
な

る
活

用
を

図
る

た
め

、
関

係
課

と
連

携
し

な
が

ら
情

報
機

器
等

の
充

実
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
環

境
教

育
の

推
進

・
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

目
標

１
２

～
１

５
に
焦

点
を

当
て

、
地

域
の

人
々

と
連

携
し
、

学
校

の
う

る
お

い
の

あ
る

環
境

を
整
備

し
た

り
、

校
外

の
施

設
を

活
用

し
た
り

と
、

自
然

に
ふ

れ
あ

う
中

で
、

持
続
可

能
な

社
会

を
目

指
し

、
児

童
生

徒
の
自

然
を

大
切

に
す

る
心

の
育

成
を

図
り
ま

す
。

・
各

校
に

整
備

さ
れ

て
い

る
学

校
フ

ァ
ー

ム
（

体
験

農
場

）
で

の
体

験活
動

の
他

、
動

植
物

の
飼

育
栽

培
、

花
植

え
や

草
取

り
な

ど
の

体
験

を行
い

、
児

童
生

徒
が

自
然

に
触

れ
あ

う
機

会
を

設
け

ま
し

た。
・

生
活

科
見

学
で

森
林

公
園

に
行

き
、

自
然

学
習

を
行

う
こ

と
で

、
自然

の
大

切
さ

や
生

き
物

の
尊

さ
を

学
習

し
ま

し
た
。

・
地

域
の

実
態

に
応

じ
て

、
地

域
の

農
場

で
の

作
業

体
験

や
収

穫
体

験等
を

行
っ

た
り

、
身

近
な

施
設

で
の

充
実

し
た

体
験

学
習

や
研

修
を

行
った

り
し

ま
し

た
。

学 教

・
校

内
外

で
の

様
々

な
体

験
活

動
や

児
童

生
徒

の
実

生
活

に
即

し
た

取
組

か
ら

、
児

童
生

徒
が

自
然

を
大

切
に

し
よ

う
と

す
る

意
識

の
高

揚
に

つ
な

が
り

ま
し

た
。

・
地

域
の

方
々

に
農

場
で

の
作

業
体

験
・

収
穫

体
験

、
自

然
学

習
セ

ン
タ

ー
の

協
力

を
い

た
だ

き
、

校
内

で
は

で
き

な
い

貴
重

な
体

験
学

習
に

よ
り

児
童

生
徒

の
充

実
し

た
教

育
活

動
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
取

組
の

推
進

に
は

、
家

庭
や

地
域

と
の

共
通

理
解

や
協

力
が

不
可

欠
な

た
め

、
今

後
も

学
校

か
ら

積
極

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
様

々
な

活
動

と
関

連
付

け
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

ま
す
。

・
県

と
連

携
し

た
学

校
フ

ァ
ー

ム
の

取
組

を
今

後
も

継
続

す
る

と
と
も

に
、

校
外

学
習

な
ど

で
体

験
活

動
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

、
児

童
生

徒
が

持
続

的
に

自
然

や
緑

化
に

対
す

る
意

識
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
ま

す
。
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○
学

校
図

書
館

教
育

の
充
実

・
児

童
生

徒
の

望
ま

し
い

読
書

習
慣
の

形
成

を
図

る
た

め
、

学
校

の
教

育
活
動

全
体

を
と

お
し

て
、

多
様

な
指

導
の
展

開
を

図
り

ま
す
。

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
図

書
に

関
わ

る
集

会
や

児
童

会
・

生
徒

会
活

動
等

を
各

校
で

計
画

し、
多

様
な

視
点

で
読

書
習

慣
の

形
成

を
図

り
ま

し
た
。

・
学

校
図

書
館

の
学

習
情

報
セ

ン
タ

ー
と

し
て

の
機

能
を

充
実

さ
せ

、授
業

等
で

の
調

べ
学

習
の

推
進

を
図

り
ま

し
た
。

・
全

校
に

指
導

員
を

配
置

し
、

読
書

環
境

の
整

備
と

質
の

高
い

読
書

活動
の

推
進

を
図

り
ま

し
た
。

学 教

・
授

業
で

学
校

図
書

館
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
児

童
会

・
生

徒
会

活
動

を
中

心
と

し
て

展
示

や
イ

ベ
ン

ト
等

を
実

施
し

、
読

書
習

慣
の

形
成

を
図

り
、

多
様

な
指

導
を

実
現

し
ま

し
た
。

・
指

導
員

の
研

修
会

を
３

回
実

施
し

た
こ

と
で

、
学

校
間

の
共

有
が

図
ら

れ
、

図
書

の
有

効
活

用
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で
き

た
。

ｂ
・

各
校

と
市

立
図

書
館

の
連

携
を
よ

り
深

め
る

と
と

も
に

、
児

童
生

徒
の

読
書

習
慣

の
形

成
を

図
る

取
組

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

３
　

「
知

・
徳

・
体

」
の

基
礎

の
確

実
な
習

得
の

取
組

P
3
2

○
「

学
力

」
・

「
規

律
あ

る
態

度
」

・
「

体
力

」
の
基

礎
的
･
基

本
的

な
内

容
を

確
実

に
身

に
付

け
さ

せ
る

教
育

の
推進

・
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

に
沿

っ
て
、

児
童

生
徒

の
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
・

技
能

の
確

実
な

習
得

、
実

態
に
応

じ
た

体
力

向
上

、
規

律
を

整
え

る
生
徒

指
導

体
制

な
ど

、
組

織
的

に
指

導
方
法

の
工

夫
・

改
善

を
行

い
、

教
育

活
動
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

・
学

校
訪

問
等

を
と

お
し

て
、

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
に

沿
っ

た
授

業改
善

に
つ

い
て

指
導

及
び

助
言

を
行

い
ま

し
た
。

・
新

体
力

テ
ス

ト
の

結
果

か
ら

各
校

の
体

力
の

実
態

を
分

析
す

る
と

とも
に

、
個

人
の

伸
び

を
意

識
さ

せ
る

取
組

を
実

践
し

、
運

動
好

き
な

児
童生

徒
の

育
成

を
目

指
し

た
授

業
改

善
を

行
う

よ
う

指
導

し
ま

し
た。

・
学

力
向

上
推

進
委

員
会

に
お

い
て

、
県

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

活用
方

法
等

研
修

や
、

県
の

効
果

的
な

取
組

の
紹

介
等

を
行

う
な

ど
、

指
導方

法
の

改
善

を
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
学

力
向

上
プ

ラ
ン

の
作

成
・

見
直

し
を

行
い

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

及
び

技
能

の
定

着
に

努
め

る
こ

と
で

、
教

員
が

自
身

の
指

導
方

法
を

振
り

返
る

き
っ

か
け

を
作

り
ま

し
た
。

・
授

業
に

お
い

て
、

個
に

応
じ

た
課

題
の

設
定

や
解

決
の

た
め

の
場

の
設

定
が

小
学

校
だ

け
で

は
な

く
、

中
学

校
で

も
見

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

あ
い

さ
つ

運
動

等
の

一
層

の
推

進
を

目
指

し
、

小
中

連
携

を
通

し
て

、
中

学
生

が
あ

こ
が

れ
の

存
在

と
な

り
、

自
尊

心
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

て
い

き
ま

す
。

・
授

業
に

お
い

て
、

課
題

に
応

じ
た

場
の

設
定

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

適
し

た
声

掛
け

や
指

導
を

教
員

が
行

え
る

よ
う

に
研

修
を

行
い

、
教

員
の

意
識

を
高

め
て

い
き

ま
す
。

○
知

識
の

理
解

の
質

を
高

め
、

確
か

な
学

力
を

育
成
す

る
教

育
の

推
進

・
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

と
各

小
・
中

学
校

の
実

態
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
地
域

の
教

育
力

を
活

用
し

た
学

習
の

支
援
を

実
施

す
る

こ
と

で
生

き
る

力
や

学
力
を

育
み

ま
す
。

・
児

童
生

徒
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

指
導

の
研

究
の

た
め

、
市

内
各

校を
４

中
学

校
区

に
分

け
、

学
校

や
地

域
の

実
態

に
応

じ
て

研
究

を
進

め
まし

た
。

・
各

校
に

お
い

て
、

学
校

や
地

域
の

実
態

に
応

じ
て

、
地

域
の

力
を

学習
指

導
に

生
か

す
取

組
を

実
施

し
ま

し
た
。

学 教

・
各

中
学

校
区

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
学

校
区

の
実

態
に

応
じ

た
研

修
を

小
中

学
校

で
連

携
し

な
が

ら
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

、
中

学
校

区
に

お
け

る
小

中
一

貫
教

育
の

中
で

、
学

習
指

導
の

研
究

を
進

め
て

い
く

と
と

も
に

、
よ

り
積

極
的

に
地

域
の

力
を

学
習

指
導

に
取

り
入

れ
て

い
き

ま
す
。
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施
策

４
　

進
路

指
導
･
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

P
3
3

○
積

極
的

な
進

路
相

談
の

実
施

・
児

童
生

徒
が

自
己

の
進

路
を

主
体
的

に
選

択
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
ら
れ

る
よ

う
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
進
路

指
導

・
相

談
を

含
め

た
キ

ャ
リ

ア
教
育

を
実

施
し

ま
す
。

・
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

合
わ

せ
、

将
来

へ
の

夢
や

希
望

を
も

たせ
る

と
と

も
に

、
職

業
調

べ
や

上
級

学
校

調
べ

等
を

行
い

、
職

業
選

択
の課

題
を

も
た

せ
な

が
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
し

ま
し

た。
・

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

ポ
ー

ト
の

実
施

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
キ

ャ
リ

ア
発達

を
小

中
で

一
貫

し
て

行
い

ま
し

た
。

・
各

校
で

二
者

面
談

や
三

者
面

談
を

実
施

し
、

進
路

相
談

の
機

会
を

設け
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

、
児

童
生

徒
や

保
護

者
と

の
面

談
を

実
施

し
、

学
校

・
家

庭
が

共
通

理
解

を
図

り
、

児
童

生
徒

の
進

路
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

個
々

の
進

路
実

現
に

寄
与

し
ま

し
た
。

ｂ

・
主

体
的

な
職

業
意

識
の

形
成

に
資

す
る

よ
う

、
体

験
活

動
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
家

庭
や

関
連

機
関

と
の

連
携

の
強
化

・
学

校
だ

よ
り

、
家

庭
教

育
講

演
会
等

で
進

路
選

択
に

関
す

る
家

庭
で

の
教
育

を
啓

発
・

支
援

す
る

と
と

も
に

、
地
域

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

講
演

会
等
を

開
催

し
ま

す
。

・
家

庭
と

連
携

し
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、

「
学

校
だよ

り
」

等
で

キ
ャ

リ
ア

発
達

に
資

す
る

情
報

発
信

や
啓

発
等

を
行

い
まし

た
。

・
中

学
校

で
は

、
「

進
路

だ
よ

り
」

や
「

学
年

だ
よ

り
」

に
お

い
て

進路
情

報
等

の
発

信
を

行
い

ま
し

た
。

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

、
地

域
の

職
業

人
や

関
係

機
関

の
方

に
学

校の
教

育
活

動
に

参
加

し
て

い
た

だ
い

た
他

、
進

路
講

演
会

等
を

実
施

し
まし

た
。

学 教

・
各

種
た

よ
り

等
に

よ
り

、
家

庭
へ

の
情

報
発

信
や

意
識

の
啓

発
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
児

童
生

徒
の

状
況

に
よ

り
、

市
教

育
セ

ン
タ

ー
や

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

等
と

も
連

携
を

図
る

こ
と

で
、

よ
り

幅
の

あ
る

進
路

指
導

に
つ

な
げ

ま
し

た
。

ｂ

・
家

庭
環

境
の

多
様

化
等

に
よ

り
、

家
庭

と
学

校
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
さ

ら
に

深
め

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

検
討

を
続

け
て

い
き

ま
す
。

○
職

場
体

験
の

充
実

・
企

業
や

施
設

な
ど

に
お

け
る

職
場
体

験
を

関
係

機
関

と
一

体
と

な
っ

て
実
施

し
、

実
践

的
な

職
業

教
育

を
充

実
さ
せ

ま
す
。

・
生

徒
の

職
業

観
に

つ
い

て
の

意
識

の
高

揚
を

図
る

た
め

、
全

中
学

校２
学

年
で

市
内

の
店

舗
や

企
業

、
施

設
な

ど
に

お
け

る
３

日
間

の
職

場
体験

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
前

年
度

と
同

様
、

生
徒

は
、

様
々

な
人

と
の

関
わ

り
合

い
の

中
で

、
自

身
の

将
来

に
つ

い
て

考
え

る
き

っ
か

け
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

生
徒

の
選

択
の

幅
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a
・

第
１

次
（

農
林

水
）

、
第

２
次

（
工

業
等

）
産

業
の

協
力

事
業

所
を

開
拓

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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○
職

業
教

育
･
産

業
教

育
の

推
進

・
社

会
人

や
職

業
人

と
し

て
、

自
立
で

き
る

よ
う
､
地

域
や

産
業

界
と

連
携
･
協

力
し

、
望

ま
し

い
職

業
観
･
勤

労
観

を
育

成
し

ま
す
。

・
児

童
生

徒
の

望
ま

し
い

職
業

観
や

勤
労

観
を

育
む

た
め

、
各

小
学

校に
お

い
て

工
場

見
学

等
を

実
施

し
ま

し
た

。
（

訪
問

先
：

グ
リ

コ
ピ

ア
イー

ス
ト

、
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
）

学 教

・
実

際
に

施
設

見
学

や
体

験
を

行
う

こ
と

で
、

児
童

生
徒

に
望

ま
し

い
職

業
観

や
勤

労
観

を
は

ぐ
く

む
一

助
と

な
り

ま
し

た
。

ｂ
・

引
き

続
き

、
地

域
の

産
業

界
と
連

携
・

協
力

し
て

い
き

ま
す
。

施
策

５
　

本
物

に
ふ

れ
る

事
業

の
推
進

P
3
4

○
学

校
ク

ラ
ス

コ
ン

サ
ー

ト
の

実
施

・
児

童
を

対
象

に
、

ピ
ア

ノ
、

フ
ル
ー

ト
、

バ
イ

オ
リ

ン
等

の
演

奏
者

を
招

き
、

ミ
ニ

演
奏

会
を

実
施

し
ま

す
。
息

遣
い

を
感

じ
る

ほ
ど

近
く

で
演

奏
を
聴

く
こ

と
に

よ
り

、
音

楽
性

を
高

め
る
と

と
も

に
感

動
す

る
心

を
養

い
ま

す
。

・
全

日
本

ピ
ア

ノ
指

導
者

協
会

に
依

頼
し

、
演

奏
者

を
派

遣
し

て
い

ただ
き

ま
し

た
。

各
小

学
校

の
４

年
生

を
対

象
に

音
楽

室
に

お
け

る
ミ

ニ
演奏

会
を

実
施

し
ま

し
た

。
（

各
小

学
校

１
回

開
催
）

学 教

・
プ

ロ
の

演
奏

者
に

よ
る

生
演

奏
を

間
近

で
感

じ
る

こ
と

に
よ

っ
て

音
楽

性
を

高
め

る
と

と
も

に
、

児
童

が
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

一
助

に
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
各

小
学

校
と

の
連

携
を
図

り
、

円
滑

な
演

奏
者

の
派

遣
を

計
画

的
に

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

○
ふ

れ
あ

い
講

演
会

の
実
施

・
様

々
な

職
業

や
経

歴
の

方
を

講
師
に

招
き

、
直

に
生

き
方

の
指

針
や

社
会
人

と
し

て
の

マ
ナ

ー
な

ど
を

学
び

ま
す
。

・
生

き
方

の
指

針
や

社
会

人
と

し
て

の
マ

ナ
ー

な
ど

を
直

に
学

ぶ
た

め、
講

演
会

を
実

施
し

ま
し

た
。
(
令

和
６

年
度

は
、

高
等

学
校

教
員

に
よ
る

進
路

講
座

、
社

会
人

マ
ナ

ー
講

座
等

を
実

施
)

学 教

・
様

々
な

職
業

や
経

歴
の

方
を

招
き

、
講

演
会

を
と

お
し

て
生

き
方

や
社

会
人

の
マ

ナ
ー

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

中
学

生
に

と
っ

て
こ

れ
か

ら
の
生

き
方

の
参

考
に

な
る

よ
う

、
多

様
な

分
野

の
第

一
線

で
御

活
躍

の
講

師
の

人
選

を
計

画
的

に
行

い
ま

す
。
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○
こ

こ
ろ

の
教

育
推

進
事

業
の

実
施

（
ふ

れ
あ

い
活
動

）

・
小

学
校

に
ス

ポ
ー

ツ
を

は
じ

め
、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

の
専

門
家

（
プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
）

の
方

々
を

招
き
、

学
校

内
で

の
ふ

れ
あ

い
活

動
、

教
員
対

象
の

研
修

会
を

行
う

こ
と

で
、

児
童
の

豊
か

な
感

性
を

は
ぐ

く
み

ま
す
。

・
市

内
の

小
学

校
１

校
に

プ
ロ

の
演

奏
家

を
招

き
芸

術
鑑

賞
教

室
を

行い
ま

し
た

。
幼

少
期

か
ら

の
夢

に
向

け
て

努
力

を
重

ね
て

き
た

演
奏

家
との

交
流

と
い

う
貴

重
な

経
験

を
提

供
し

ま
し

た
。

・
市

内
の

小
学

校
１

校
に

、
理

科
の

学
習

に
係

る
活

動
を

行
っ

て
い

る講
師

を
招

き
、

学
習

し
た

こ
と

が
実

際
に

社
会

の
中

で
ど

の
よ

う
に

活
かさ

れ
て

い
る

の
か

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
し

た
。

学 教

・
プ

ロ
の

演
奏

家
等

に
よ

る
本

物
に

ふ
れ

る
こ

と
で

、
児

童
の

豊
か

な
感

性
を

は
ぐ

く
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

児
童

の
豊

か
な

感
性

を
は

ぐ
く
む

と
と

も
に

、
教

員
の

指
導

力
の

向
上

も
図

れ
る

よ
う

な
事

業
の

工
夫

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○
日

本
の

音
楽

（
民

謡
）

に
ふ

れ
る

教
室

の
実
施

・
市

民
団

体
等

と
協

力
し

、
民

謡
で
使

用
す

る
楽

器
に

直
接

ふ
れ

、
演

奏
を
体

験
す

る
な

ど
、

通
常

の
授

業
で

は
体
験

で
き

な
い

民
謡

の
世

界
を

学
び

ま
す
。

・
北

本
市

民
謡

協
会

の
協

力
を

得
て

、
小

学
校

４
年

生
の

民
謡

を
学

ぶ単
元

で
、

全
小

学
校

で
の

民
謡

の
中

で
用

い
る

楽
器

に
実

際
に

ふ
れ

る
体験

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
北

本
市

民
謡

協
会

の
協

力
に

よ
り

、
通

常
の

授
業

で
は

体
験

で
き

な
い

日
本

の
伝

統
芸

能
、

民
謡

の
世

界
を

小
学

校
４

年
生

の
児

童
が

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
今

後
も

民
謡

協
会

と
連

携
の
も

と
、

ゲ
ス

ト
テ

ィ
チ

ャ
ー

（
高

齢
化

が
課

題
）

と
し

て
招

き
、

日
本

の
伝

統
芸

能
に

ふ
れ

る
重

要
な

機
会

を
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

６
　

共
生

社
会

の
形

成
に

向
け

た
特

別
支
援

教
育

の
推

進
P
3
5

○
「

心
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

」
を

進
め

る
教

育
の

推
進

・
支

援
籍

を
置

く
こ

と
で

、
特

別
支
援

学
校

（
学

級
）

と
市

内
小

・
中

学
校
の

教
職

員
が

連
携

し
、

支
援

計
画

基
に
特

別
支

援
学

校
と

市
内

小
・

中
学

校
の
児

童
生

徒
が

一
緒

に
学

び
、

交
流

を
深
め

ま
す
。

・
支

援
籍

を
希

望
す

る
特

別
支

援
学

校
に

通
う

児
童

生
徒

が
、

居
住

する
区

域
の

小
・

中
学

校
に

支
援

籍
を

置
き

、
そ

の
小

・
中

学
校

の
児

童
生徒

と
直

接
交

流
や

間
接

的
な

交
流

を
行

い
ま

し
た

。
近

隣
の

特
別

支
援

学校
と

連
携

し
て

支
援

籍
の

基
礎

名
簿

を
作

成
し

ま
し

た。

学 教

・
支

援
籍

を
置

く
学

校
で

、
通

常
学

級
と

特
別

支
援

学
校

の
児

童
生

徒
が

交
流

し
、

障
が

い
を

抱
え

た
人

へ
の

正
し

い
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

交
流

を
と

お
し

て
支

援
籍

の
児

童
生

徒
が

所
属

感
を

持
つ

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
支

援
籍

学
習

に
対

す
る

理
解

を
さ

ら
に

深
め

、
特

別
支

援
学

校
に

通
う

児
童

生
徒

の
個

に
あ

っ
た

支
援

の
方

策
を

在
籍

校
と

支
援

籍
校

で
共

有
す

る
た

め
、

一
層

の
連

携
を

図
り
ま

す
。

○
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
へ

の
社

会
で

自
立

で
き
る

自
信

と
力

を
は

ぐ
く

む
教

育
の

推
進

・
幼

児
期

か
ら

の
き

め
細

か
な

支
援
体

制
で

、
個

に
応

じ
た

支
援

計
画

を
も
と

に
継

続
し

た
指

導
を

実
践

し
ま

す
。

・
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
保

護
者

向
け

に
就

学
支

援
に

つい
て

の
話

（
５

月
）

を
す

る
と

と
も

に
、

保
護

者
に

対
し

て
就

学
先

の
小学

校
の

特
別

支
援

学
級

及
び

通
常

学
級

へ
の

見
学

会
を

実
施

し
ま

し
た

。さ
ら

に
、

相
談

が
あ

っ
た

幼
児

の
行

動
観

察
を

行
う

た
め

、
保

育
園

や
保育

所
、

幼
稚

園
に

行
き

、
実

態
の

把
握

を
行

い
ま

し
た。

学 教

・
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
と

市
教

委
で

連
携

し
た

り
、

保
護

者
と

就
学

相
談

を
繰

り
返

し
実

施
し

子
供

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
支

援
に

つ
い

て
検

討
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

ス
ム

ー
ズ

な
教

育
相

談
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
障

が
い

の
あ

る
子

供
の

保
護
者

は
、

大
き

な
悩

み
を

抱
え

て
い
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

た
め

、
情

報
提

供
と

意
思

疎
通

に
よ

り
、

個
に

応
じ

た
支

援
策

を
立

て
て

い
き

ま
す
。
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○
特

別
支

援
学

級
や

通
級

指
導

教
室

の
特

性
を

生
か
し

た
特

別
支

援
教

育
の

充
実

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目】

・
特

別
支

援
学

級
や

通
級

指
導

教
室
に

お
い

て
、

保
護

者
と

の
合

意
形

成
に
基

づ
き

合
理

的
配

慮
を

実
施

し
、

一
人
一

人
に

応
じ

た
個

別
の

指
導

を
行

い
、
適

切
な

支
援

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
児

童
生

徒
の

状
況

に
合

っ
た

適
切

な
支

援
を

行
う

た
め

、
各

校
に

おい
て

、
個

に
応

じ
た

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

・
活

用
し

、
指

導
に

取
り組

み
ま

し
た

。
指

導
計

画
の

作
成

に
当

た
っ

て
は

、
保

護
者

と
十

分
に

連携
し

、
同

じ
方

向
性

で
足

並
み

を
揃

え
て

支
援

で
き

る
よ

う
に

取
り

組
みま

し
た
。

学 教

・
児

童
生

徒
の

個
に

応
じ

た
指

導
計

画
を

作
成

す
る

に
際

し
、

保
護

者
面

談
や

電
話

相
談

等
を

繰
り

返
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
行

う
な

ど
、

丁
寧

な
対

応
を

重
ね

な
が

ら
保

護
者

と
の

合
意

形
成

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
児

童
生

徒
を

取
り

巻
く

環
境

が
複

雑
化

す
る

中
、

今
年

度
も

個
に

応
じ

た
支

援
や

指
導

を
維

持
し

な
が

ら
、

よ
り

効
果

的
に

実
施

で
き

ま
し

た
。

a
・

個
別

の
支

援
を

充
実

さ
せ

る
た
め

保
護

者
と

連
携

を
図

り
、

施
設

や
支

援
員

の
効

果
的

な
活

用
を

推
進

し
て

い
き

ま
す
。

○
特

別
支

援
学

級
及

び
通

常
の

学
級

に
お

け
る

支
援
員

の
有

効
活

用
【

※
令

和
６

年
度

重
点

項
目
】

・
特

別
支

援
学

級
に

お
け

る
支

援
が
必

要
な

児
童

生
徒

の
補

助
と

し
て

小
・
中

学
校

に
支

援
員

を
配

置
し

た
り

、
通
常

学
級

に
お

け
る

支
援

が
必

要
な

児
童
へ

の
補

助
と

し
て

各
小

学
校

に
支

援
員
を

配
置

し
た

り
、

教
育

活
動

の
充

実
を
図

り
ま

す
。

・
各

校
の

通
常

学
級

や
特

別
支

援
学

級
の

実
態

に
応

じ
、

一
人

一
人の

ニ
ー

ズ
や

支
援

の
必

要
性

を
把

握
し

た
う

え
で

、
適

切
な

人
事

配
置

を行
い

ま
し

た
。

（
小

・
中

学
校

合
計

２
８

人
《

通
級

指
導

教
室

を
含

む
》

、
特

別
支

援学
級

１
学

級
あ

た
り

１
人

配
置
）

学 教

・
学

級
担

任
と

支
援

員
が

、
児

童
生

徒
の

状
況

に
応

じ
て

役
割

分
担

し
、

き
め

細
か

な
指

導
と

個
に

応
じ

た
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

効
果

的
な

学
習

指
導

が
実

施
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

支
援

員
の

配
置

を
計

画
的

に
行

い
、

個
に

応
じ

た
よ

り
き

め
細

か
な

指
導

計
画

や
支

援
計

画
を

立
て

、
実

践
し

て
い

き
ま

す
。

○
Ｌ

Ｄ
・

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

・
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

障
害
等

の
児

童
生

徒
の

理
解

と
指

導
の

充
実

・
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー

を
配

置
し

、
研

修
に

よ
り

資
質

の
向
上

に
努

め
ま

す
。

・
Ｌ

Ｄ
・

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

・
高

機
能

自
閉

症
等

の
児

童
生

徒
の

理
解

を
深

める
と

と
も

に
、

迅
速

な
保

護
者

対
応

を
可

能
に

す
る

た
め

、
各

校
に

特
別支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

計
１

１
人

配
置

し
ま

し
た。

・
発

達
障

害
の

基
礎

理
解

に
つ

い
て

学
ぶ

た
め

、
県

福
祉

部
と

県
教

育委
員

会
共

催
の

「
幼

保
か

ら
小

学
校

へ
支

援
を

つ
な

ぐ
特

別
支

援
教

育研
修

」
に

参
加

し
ま

し
た
。

学 教

・
全

校
に

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
し

、
校

内
の

特
別

支
援

教
育

の
推

進
役

と
す

る
こ

と
で

、
適

切
な

支
援

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
各

校
の

特
別

支
援

担
当

者
が

発
達

障
害

の
基

礎
理

解
に

つ
い

て
学

ぶ
特

別
支

援
教

育
研

修
に

参
加

し
、

特
別

支
援

教
育

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
児

童
生

徒
の

様
子

を
理

解
し

、
個

に
合

っ
た

支
援

を
確

立
す

る
た

め
、

騎
西

特
別

支
援

学
校

や
川

島
ひ

ば
り

が
丘

特
別

支
援

学
校

の
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
計

画
的

に
連

携
し

て
い

く
と

と
も

に
、

各
種

研
修

を
実
施

し
、

各
校

の
特

別
支

援
担

当
者

の
資

質
向

上
に

努
め

ま
す
。

○
適

正
な

就
学

相
談

・
就

学
支

援
の

推
進

・
専

門
的

な
立

場
の

方
や

就
学

に
係
る

専
門

委
員

の
参

観
・

協
議

の
も

と
で
、

適
切

に
就

学
先

を
判

断
し

、
保

護
者
に

対
し

て
支

援
を

行
い

ま
す
。

・
各

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
医

師
等

を
就

学支
援

委
員

会
委

員
と

し
て

任
命

・
委

嘱
し

、
就

学
支

援
委

員
会

を
開

催
しま

し
た

。
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

の
意

見
を

伝
え

、
子

供
一

人
一

人
の

就学
先

を
慎

重
に

審
議

す
る

と
と

も
に

、
保

護
者

と
の

面
談

も
含

め
た

支
援を

実
施

し
ま

し
た
。

（
全

体
会

５
回

開
催

・
専

門
委

員
会

１
回

開
催
）

（
１

４
５

名
の

審
議

・
１

３
６

名
の

合
意
）

学 教

・
就

学
支

援
委

員
会

で
は

、
細

か
な

観
点

か
ら

児
童

生
徒

の
就

学
先

に
つ

い
て

の
情

報
を

収
集

し
、

よ
り

よ
い

支
援

を
検
討

し
、

個
に

応
じ

た
支

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
保

護
者

と
の

合
意

形
成

の
も

と
、

適
切

な
就

学
先

の
決

定
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
各

児
童

生
徒

の
状

態
に

応
じ

、
児

童
生

徒
の

様
子

を
理

解
し

、
個
に

合
っ

た
支

援
を

確
立

し
て

い
く

と
と

も
に

、
医

師
や

特
別

支
援

学
校

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
の

専
門

家
と

引
き

続
き

連
携

し
て

い
き

ま
す
。
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○
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築
や

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

授
業

づ
く

り
の

推進

・
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

の
シ

ス
テ
ム

構
築

に
向

け
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ
イ

ン
の

視
点

を
取

り
入

れ
た

学
習

環
境
や

授
業

の
改

善
を

図
り

ま
す
。

・
障

が
い

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
個

に
応

じ
た

指
導

や
支

援
が

で
き

るよ
う

に
、

必
要

に
応

じ
て

、
個

別
の

支
援

計
画

を
作

成
し

ま
し

た。
学 教

・
教

職
員

の
意

識
の

高
ま

り
が

見
え

、
ど

の
児

童
生

徒
に

と
っ

て
も

学
習

し
や

す
い

教
室

環
境

と
な

り
ま

し
た
。

ｂ
・

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
つ
い

て
、

よ
り

理
解

が
深

ま
る

よ
う

、
教

職
員

に
対

し
て

継
続

し
て

指
導

し
て

い
き

ま
す
。
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施
策

１
　

基
本

的
人

権
を

尊
重

す
る

教
育

の
推

進

　
　

　
　

施
策

２
　

人
権

啓
発

活
動

の
推

進

　
　

　
　

施
策

３
　

心
の

教
育

の
推

進

　
　

　
　

施
策

４
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
福

祉
教

育
の

推
進

　
　

　
　

施
策

５
　

生
徒

指
導

・
教

育
相

談
体

制
の

充
実

　
　

　
　

施
策

６
　

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

増
進

　
　

　
　

施
策

７
　

運
動

習
慣

の
形

成
と

体
力

向
上

の
推

進

　
　

　
　

施
策

８
　

安
全

教
育

の
推

進
と

安
全

管
理

の
徹

底

基
本

目
標

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

　
幼

児
か

ら
高

齢
者

に
至

る
そ

れ
ぞ
れ

の
年

代
に

お
い

て
、

相
手

を
思

い
や

る
心

、
感

動
す

る
心

な
ど

、
人

権
を

尊
重

す
る

意
識

を
育

て
、

差
別

の
な

い
社

会
を

目
指

す
た

め
、

人
権

啓
発
活

動
の

推
進

を
図

り
ま

す
。

　
学

校
に

お
い

て
は

、
他

人
を

思
い
や

る
心

や
公

共
の

精
神

を
養

う
た

め
、

特
別

の
教

科
道

徳
を

要
と

し
た

心
の

教
育

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

福
祉

教
育

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
い

じ
め
や

不
登

校
、

暴
力

行
為

な
ど

の
問

題
解

決
に

積
極

的
に

取
り

組
み

ま
す
。

　
ま

た
、

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持
増

進
、

体
力

向
上

な
ど

を
図

る
と

と
も

に
、

交
通

安
全

や
防

災
な

ど
の

安
全

教
育

の
推

進
に

努
め

ま
す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

基
本

的
人

権
を

尊
重

す
る

教
育

の
推
進

P
3
8

○
人

権
教

育
推

進
体

制
の

充
実

・
小

・
中

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育
全

体
に

係
る

計
画

を
整

備
し

、
教

職
員
対

象
研

修
等

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に
、

家
庭

や
地

域
の

関
係

機
関

と
連

携
を
深

め
、

児
童

虐
待

を
防

止
し

ま
す
。

・
全

校
の

教
育

指
導

計
画

の
中

に
、

人
権

教
育

を
位

置
付

け
、

学
校

にお
け

る
全

て
の

教
育

活
動

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

よ
う

、
指

導
し

ま
し

た。
・

各
校

の
教

職
員

研
修

で
は

、
県

教
育

委
員

会
作

成
の

対
応

マ
ニ

ュ
アル

や
研

修
資

料
を

活
用

す
る

よ
う

指
導

し
ま

し
た
。

・
県

主
催

の
研

修
会

に
参

加
し

、
そ

の
内

容
を

全
校

に
伝

達
し

、
教

職員
の

資
質

向
上

を
図

り
ま

し
た
。

学 教

・
各

校
の

人
権

教
育

の
指

導
計

画
が

、
系

統
的

・
計

画
的

に
児

童
生

徒
の

人
権

意
識

の
高

揚
に

つ
な

が
る

も
の

と
な

り
ま
し

た
。

・
県

教
育

委
員

会
の

研
修

資
料

等
を

全
校

で
活

用
す

る
こ

と
で

、
学

校
内

で
の

共
通

理
解

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
組

織
的

に
児

童
虐

待
防

止
に

取
り

組
む

体
制

づ
く

り
を

推
進

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
様

々
な

人
権

課
題

の
解

決
に
向

け
、

児
童

生
徒

の
人

権
意

識
を

高
め

る
と

と
も

に
、

教
職

員
に

対
し

て
も

指
導

力
向

上
を

目
指

し
た

研
修

会
を

実
施

し
ま

す
。

・
各

校
が

児
童

虐
待

防
止

に
向

け
て

共
通

行
動

の
も

と
に

組
織

的
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

今
後

も
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

○
学

校
教

育
及

び
社

会
教

育
に

お
け

る
人

権
教

育
の
推

進

・
小

・
中

学
校

に
お

け
る

人
権

教
育
研

修
会

を
実

施
し

、
教

職
員

の
人

権
意
識

の
高

揚
を

図
り

ま
す

。
ま

た
、

各
種
の

人
権

課
題

に
応

じ
た

社
会

教
育

講
座
や

各
公

民
館

に
お

け
る

人
権

教
育

研
修
会

を
実

施
し

ま
す
。

・
各

校
に

お
け

る
人

権
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
人

権
教

育
担

当
者

によ
る

人
権

教
育

推
進

委
員

会
を

２
回

開
催

し
ま

し
た
。

・
人

権
教

育
推

進
委

員
会

に
て

人
権

感
覚

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

紹
介

、実
践

事
例

等
を

紹
介

し
、

各
校

で
活

用
を

推
進

し
ま

し
た。

・
市

内
７

校
の

教
職

員
を

南
部

地
区

人
権

教
育

実
践

報
告

会
へ

参
加

させ
ま

し
た
。

・
新

採
用

４
年

目
の

教
員

を
対

象
に

現
地

研
修

を
実

施
し

ま
し

た。
・

地
域

に
お

け
る

人
権

教
育

推
進

者
の

育
成

の
た

め
、

公
民

館
等

に
おけ

る
人

権
教

育
研

修
会

（
９

回
開

催
、

延
べ

２
１

７
人

参
加

）
を

実
施

しま
し

た
。

学 教 ・ 生 学

・
各

校
に

お
い

て
、

人
権

教
育

推
進

委
員

会
の

研
修

内
容

を
周

知
し

、
教

職
員

の
人

権
意

識
の

高
揚

を
図

り
ま

し
た
。

・
人

権
教

育
の

指
導

計
画

に
基

づ
き

、
効

果
的

な
研

修
を

行
い

ま
し

た
。

・
多

様
な

人
権

課
題

か
ら

講
師

や
内

容
が

検
討

さ
れ

、
人

権
意

識
の

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
人

権
教

育
に

つ
い

て
の

様
々

な
事

例
を

実
践

的
に

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
様

々
な

人
権

課
題

を
数

年
単

位
の

計
画

で
網

羅
で

き
る

よ
う

、
研

修
内

容
を

見
直

し
続

け
る

と
と

も
に

、
各

校
の

人
権

教
育

の
指

導
者

の
育

成
に

努
め

ま
す
。

・
多

く
の

講
座

へ
の

参
加

を
促
進

し
、

さ
ら

に
家

庭
や

親
子

で
人

権
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
参

加
型

」
な

ど
の

形
式

を
取

り
入

れ
る

と
と

も
に

、
周

知
方

法
を

検
討

し
た

り
ウ

ェ
ブ

で
の

参
加

申
し

込
み

を
推

進
し

た
り

し
ま

す
。

基
本

目
標

Ⅱ
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育
成

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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○
男

女
共

同
参

画
社

会
の

確
立

に
向

け
た

教
育

の
推
進

・
次

世
代

を
担

う
子

供
た

ち
へ

の
男
女

共
同

参
画

の
意

識
づ

く
り

を
す

る
た

め
、

学
校

や
家

庭
に

お
け

る
男

女
の
人

権
を

等
し

く
尊

重
す

る
男

女
平

等
教
育

を
推

進
し

ま
す
。

・
全

校
で

、
人

権
教

育
の

指
導

計
画

に
男

女
平

等
教

育
を

明
確

に
位

置付
け

る
と

と
も

に
、

社
会

科
や

特
別

の
教

科
 
道

徳
を

は
じ

め
と

し
て

、
教

科
等

横
断

的
な

視
点

で
男

女
平

等
教

育
を

実
践

す
る

指
導

し
ま

し
た。

学 教 ・ 生 学

・
人

権
作

文
や

人
権

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
の

実
施

を
と

お
し

て
、

児
童

生
徒

の
人

権
尊

重
を

基
盤

と
し

た
男

女
平

等
の

意
識

を
育

む
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
各

校
の

人
権

教
育

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

内
容

の
位

置
付

け
と

実
践

、
人

権
教

育
研

修
会

の
内

容
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

り
、

教
職

員
の

意
識

啓
発

を
行

っ
て

い
き
ま

す
。

・
幅

広
い

世
代

に
男

女
共

同
参

画
を

テ
ー

マ
に

人
権

教
育

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

今
後

も
研

修
会

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

２
　

人
権

啓
発

活
動

の
推
進

P
3
9

○
人

権
教

育
啓

発
資

料
の

刊
行

・
人

権
教

育
啓

発
資

料
「

ふ
れ
あ

い
」

、
北

本
市

人
権

教
育

推
進

委
員
会

広
報

「
け

や
き

」
、

人
権

文
集

「
じ
ん

け
ん

」
を

発
行

し
ま

す
。

・
家

族
で

読
め

る
話

や
親

し
み

や
す

い
資

料
で

構
成

し
た

人
権

教
育

啓発
資

料
「

ふ
れ

あ
い

」
を
3
1
,
9
0
0部

を
発

行
し

て
全

戸
配

布
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

人
権

作
文

を
集

め
た

人
権

文
集

「
じ

ん
け

ん」
を

4
,
8
0
0部

発
行

し
、

全
児

童
生

徒
へ

配
布

し
ま

し
た
。

生 学

・
成

人
対

象
の

各
種

人
権

教
育

啓
発

資
料

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

を
対

象
と

し
た

人
権

作
文

を
市

民
に

配
布

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

の
人

権
意

識
の

啓
発

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
「

ふ
れ

あ
い

」
に

つ
い

て
は

、
デ

ザ
イ

ン
を

含
め

た
レ

イ
ア

ウ
ト

、
編

集
に

工
夫

を
図

り
ま

し
た

。
さ

ら
に

人
々

の
人

権
意

識
を

啓
発

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
資

料
を

参
考

に
検

討
を

重
ね

、
発

行
い

た
し

ま
す
。

○
人

権
教

育
啓

発
講

座
の

開
催

・
市

民
自

ら
が

生
涯

を
通

じ
て

学
び
、

人
権

問
題

を
正

し
く

認
識

し
、

そ
の
解

決
に

向
け

努
力

を
し

て
い

く
こ

と
が
で

き
る

よ
う

に
、

人
権

教
育

の
啓

発
を
目

的
に

し
た

市
民

対
象

の
講

座
を

実
施
し

ま
す
。

・
生

涯
学

習
人

権
講

座
研

修
会

（
延

べ
1
4
9人

参
加

）
、

生
涯

学
習

公
民

館
等

人
権

教
育

研
修

会
（

延
べ
2
1
7人

参
加

）
を

実
施

し
ま

し
た
。

生 学

・
生

涯
学

習
人

権
講

座
研

修
会

で
、

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
、

災
害

時
の

人
権

、
同

和
問

題
及

び
人

権
問

題
全

般
に

つ
い

て
の

講
座

を
開

催
し

、
「

人
権

を
意

識
し

た
行

動
を

と
る

こ
と

の
重

要
性

を
改

め
て

考
え

ま
し

た
。

」
な

ど
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
、

市
民

の
人

権
意

識
の

高
揚

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
市

民
の

関
心

が
高

い
人

権
問

題
を

取
り

上
げ

ら
れ

る
よ

う
、

参
加

者
の

意
見

、
感

想
を

反
映

さ
せ

な
が

ら
、

講
座

の
内

容
を

工
夫

し
て

今
後

も
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○
北

本
市

児
童

憲
章

「
北

本
っ

子
未

来
へ

の
ち

か
い
」

の
普

及
啓

発
【

※
令

和
６

年
度

重
点

項
目
】

・
小

・
中

学
校

、
公

民
館

等
に

掲
示

し
、

市
民

へ
の

周
知

・
啓

発
を

行
い
ま

す
。

・
北

本
市

児
童

憲
章

の
周

知
及

び
市

民
の

啓
発

を
図

る
た

め
、

各
小

・中
学

校
並

び
に

中
央

公
民

館
及

び
各

地
区

公
民

館
等

に
お

い
て

北
本

市
児童

憲
章

を
分

か
り

や
す

い
場

所
に

掲
示

し
ま

し
た
。

生 学

・
北

本
市

児
童

憲
章

を
各

小
・

中
学

校
の

玄
関

や
公

民
館

等
公

共
施

設
の

入
口

な
ど

分
か

り
や

す
い

場
所

へ
掲

示
し

、
多

く
の

方
に

憲
章

の
周

知
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
・

北
本

市
児

童
憲

章
に

つ
い

て
、
引

き
続

き
児

童
生

徒
の

み
な

ら
ず

、
市

民
へ

の
周

知
・

啓
発

に
努

め
ま

す
。
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施
策

３
　

心
の

教
育

の
推
進

P
4
0

○
特

別
の

教
科

道
徳

に
お

け
る

学
習

指
導

の
工

夫
【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
私

た
ち

の
道

徳
や

彩
の

国
の

道
徳
な

ど
、

各
種

資
料

を
効

果
的

に
活

用
す
る

と
と

も
に

、
話

し
合

い
の

形
態

な
ど
を

工
夫

す
る

こ
と

で
、

道
徳

的
課

題
に
つ

い
て

、
一

人
一

人
の

児
童

生
徒

が
発
達

の
段

階
に

応
じ

、
自

分
自

身
の

問
題
と

捉
え

て
自

身
と

向
き

合
う

た
め

の
「
考

え
る

道
徳

」
、

「
議

論
す

る
道

徳
」
へ

と
転

換
を

図
り

ま
す
。

・
授

業
の

質
的

転
換

を
引

き
続

き
図

る
た

め
、

各
校

で
授

業
研

究
等

に取
り

組
む

よ
う

指
導

し
ま

し
た
。

・
教

材
を

効
果

的
に

活
用

し
、

道
徳

的
課

題
に

つ
い

て
、

多
面

的
・

多角
的

に
考

え
、

自
分

事
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

授
業

改
善に

取
り

組
ま

せ
ま

し
た
。

学 教

・
道

徳
教

育
研

究
推

進
モ

デ
ル

校
で

あ
る

西
小

学
校

に
お

い
て

、
市

内
外

の
教

職
員

を
対

象
と

し
た

授
業

研
究

会
を

実
施

し
、

研
究

成
果

の
普

及
及

び
啓

発
を

行
う

こ
と

で
、

教
職

員
の

指
導

力
向

上
が

見
ら

れ
ま

し
た
。

・
各

校
に

お
い

て
、

授
業

研
究

に
取

り
組

み
、

全
教

育
活

動
を

通
し

て
道

徳
教

育
の

推
進

に
つ

な
げ

ま
し

た
。

ｂ

・
学

習
指

導
要

領
の

趣
旨

に
沿
っ

て
、

道
徳

教
育

の
一

層
の

充
実
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

・
学

校
訪

問
等

で
道

徳
科

の
授

業
を

公
開

し
、

よ
り

よ
い

授
業

づ
く

り
に

つ
い

て
協

議
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

各
校

教
職

員
の

指
導

力
向

上
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

○
特

別
活

動
の

充
実

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
心

の
教

育
を

推
進

し
、

奉
仕

体
験
活

動
、

文
化

芸
術

活
動

な
ど

の
特

別
活
動

の
充

実
を

図
り

、
児

童
生

徒
の

感
性
を

磨
き

、
豊

か
な

情
操

を
養

い
ま

す
。

・
各

校
に

お
い

て
年

間
計

画
の

中
に

位
置

づ
け

た
様

々
な

学
校

行
事

、奉
仕

体
験

活
動

、
文

化
芸

術
活

動
等

を
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
事

後
の振

り
返

り
を

行
っ

た
り

、
他

の
授

業
と

関
連

付
け

た
り

し
、

児
童

生
徒

の情
操

を
養

い
ま

し
た
。

学 教

・
各

行
事

、
活

動
を

年
間

計
画

に
位

置
付

け
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

の
情

操
を

養
う

機
会

を
確

実
に

設
け

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

特
別

活
動

を
総

合
的

な
学

習
の
時

間
や

各
教

科
と

の
関

連
付

け
な
が

ら
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

○
部

活
動

運
営

と
活

動
内

容
の

充
実

・
支

え
合

い
、

認
め

合
い

、
高

め
合
う

人
間

関
係

と
自

主
・

共
同

の
精

神
を
は

ぐ
く

む
、

活
力

あ
る

部
活

動
の

推
進
を

図
る

と
と

も
に

、
よ

り
専

門
的

な
指
導

を
補

完
で

き
る

部
活

動
の

指
導

者
を
配

置
し

て
、

充
実

し
た

部
活

動
を

推
進
し

ま
す
。

・
市

方
針

に
則

り
、

平
日

及
び

休
日

の
部

活
動

を
効

率
的

・
効

果
的

に行
う

た
め

に
生

徒
同

士
、

生
徒

と
教

員
が

協
力

し
て

行
う

よ
う

指
導

し
まし

た
。

・
開

催
さ

れ
た

大
会

等
に

参
加

す
る

中
で

生
徒

が
活

躍
し

ま
し

た
。

各中
学

校
に

お
い

て
は

、
互

い
の

健
闘

を
認

め
合

え
る

機
会

を
設

け
ま

し
た。

・
指

導
者

の
専

門
的

な
技

術
指

導
を

と
お

し
て

、
生

徒
の

技
能

向
上

に加
え

、
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

等
の

大
切

さ
を

感
じ

取
ら

せ
ま

し
た。

学 教

・
効

率
的

、
効

果
的

な
部

活
動

の
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

ま
た

、
そ

の
結

果
を

学
校

だ
よ

り
等

で
知

ら
せ

た
り

、
校

内
で

互
い

に
健

闘
を

認
め

合
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
指

導
者

の
配

置
に

よ
り

、
よ

り
一

層
安

全
か

つ
専

門
性

の
あ

る
効

果
的

な
指

導
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
今

後
も

よ
り

効
率

的
、

効
果

的
な

運
営

方
法

の
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、

指
導

者
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

生
徒

、
教

員
、

指
導

者
が

互
い

に
支

え
合

え
る

よ
う

指
導

助
言

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

本
市

の
実

態
に

あ
っ

た
部

活
動

の
地

域
移

行
に

係
る

研
究

を
す

す
め

て
ま

い
り

ま
す
。

○
体

験
的

な
学

習
等

の
推
進

・
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

た
め

自
然
体

験
や

農
作

業
体

験
、

職
場

体
験

な
ど
の

体
験

活
動

を
推

進
し

ま
す
。

・
児

童
生

徒
の

豊
か

な
心

を
は

ぐ
く

む
た

め
、

各
校

で
学

校
フ

ァ
ー

ムで
の

農
業

体
験

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

け
る

地
域

の
方

と
の

ふ
れあ

い
活

動
等

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
地

域
の

方
の

協
力

を
得

て
、

農
業

体
験

等
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

農
業

や
食

及
び

職
業

に
対

し
て

興
味

を
持

つ
児

童
生

徒
が

み
ら

れ
ま

し
た
。

ｂ
・

農
作

業
の

初
期

段
階

と
収

穫
だ
け

で
な

く
、

作
物

の
成

長
過

程
に

も
目

を
向

け
た

体
験

活
動

を
実

施
し
ま

す
。
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○
北

本
ふ

れ
あ

い
家

族
の

日
の

取
組

の
実
施

・
１

０
月

第
１

土
曜

日
を

「
北

本
ふ
れ

あ
い

家
族

の
日

」
と

名
付

け
、

児
童
生

徒
か

ら
家

族
で

取
り

組
ん

だ
作

品
、
家

族
に

ま
つ

わ
る

作
品

を
募

集
す

る
こ
と

で
、

家
族

の
ふ

れ
あ

い
を

深
め

た
り
、

家
族

の
あ

り
方

を
考

え
た

り
す

る
き
っ

か
け

と
し

ま
す
。

・
北

本
ふ

れ
あ

い
家

族
の

日
及

び
税

に
関

す
る

絵
は

が
き

コ
ン

ク
ー

ルの
実

施
を

通
し

て
、

家
族

と
一

緒
に

考
え

る
機

会
を

設
け

、
家

族
の

ふ
れあ

い
の

き
っ

か
け

と
し

ま
し

た
。

学 教

・
北

本
市

文
化

セ
ン

タ
ー
1
階

ロ
ビ

ー
に

お
い

て
作

品
展

を
実

施
し

、
多

く
の

方々
に

来
場

い
た

だ
く

こ
と

が
で

き
、

親
子
で

作
品

を
観

覧
す

る
な

ど
、

家
族

の
絆

を
深

め
る

一
助

と
な

り
ま

し
た
。

ｂ

・
出

品
点

数
の

減
少

が
み

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

夏
休

み
前

の
周

知
を

徹
底

し
、

特
に

標
語

部
門

へ
の

出
品

を
働

き
か

け
ま

す
。

・
標

語
部

門
に

つ
い

て
、

フ
ォ

ー
ム

を
活

用
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の

出
品

方
法

へ
変

更
す

る
こ

と
で

出
品

数
の

増
加

を
目

指
し

ま
す
。

○
こ

こ
ろ

の
教

育
推

進
事

業
の

実
施

（
こ

こ
ろ

の
授
業

）

・
小

学
校

に
教

科
や

技
能

の
専

門
的
な

経
験

や
知

識
を

も
っ

た
非

常
勤

講
師
を

派
遣

し
、

専
門

的
な

授
業

や
教

員
対
象

の
研

修
会

を
行

う
こ

と
で

、
児

童
の
豊

か
な

感
性

を
は

ぐ
く

む
と

と
も

に
、
教

員
の

教
科

指
導

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

・
教

科
や

技
能

の
専

門
的

な
経

験
や

知
識

を
も

っ
た

非
常

勤
講

師
を

派遣
し

、
専

門
的

か
つ

本
物

を
味

わ
う

授
業

を
行

い
ま

し
た。

学 教

・
教

科
や

技
能

の
専

門
的

な
経

験
や

知
識

を
も

っ
た

講
師

を
派

遣
す

る
こ

と
で

、
児

童
の

興
味

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
指

導
改

善
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
教

員
の

指
導

力
向

上
の

観
点

か
ら

も
、

高
い

技
能

と
豊

富
な

経
験

、
知

識
を

待
ち

合
わ

せ
た

講
師

を
選
任

し
、

小
学

校
に

お
け

る
授

業
や

研
修

会
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
き

ま
す
。

○
彩

の
国

教
育

の
日

の
普

及
・

推
進

・
教

育
に

対
す

る
関

心
と

理
念

を
深
め

る
と

と
も

に
、

家
庭

、
学

校
及

び
地
域

社
会

の
連

携
の

下
に

教
育

に
関

す
る
取

組
を

推
進

す
る

「
彩

の
国

教
育

の
日
」

の
普

及
・

推
進

に
努

め
ま

す
。

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

内
容

等
を

工
夫

し
、

「
学

校
公

開
日

」
「

交流
会

」
「

音
楽

会
」

等
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

校
だ

よ
り

や
Ｈ

Ｐ
を

活
用

し
て

情
報

発
信

し
、

保
護

者
や

地
域の

方
々

へ
学

校
教

育
に

対
す

る
関

心
と

理
解

を
得

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

みま
し

た
。

学 教

・
実

施
方

法
を

工
夫

し
「

交
流

会
」

「
校

内
音

楽
会

」
等

を
実

施
し

、
児

童
生

徒
同

士
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

良
い

機
会

と
な

り
ま

し
た
。

ｂ

・
小

・
中

学
校

が
連

携
し

て
行

う
取

組
を

彩
の

国
教

育
の

日
に

合
わ

せ
て

実
施

す
る

な
ど

、
工

夫
し

た
取

組
を

促
し

、
家

庭
や

地
域

に
対

し
て

開
か

れ
た

学
校

づ
く

り
を

目
指

す
と

と
も

に
、

小
中

連
携

に
つ

い
て

も
理

解
を

深
め

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

み
ま

す
。

施
策

４
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
福

祉
教

育
の

推
進

P
4
2

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

福
祉

に
係

る
体

験
的

教
育

活
動
の

推
進

・
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

応
じ
、

乳
幼

児
・

高
齢

者
・

障
が

い
者

等
と
の

交
流

活
動

や
施

設
訪

問
等

を
と

お
し

て
、

思
い

や
り

の
心

を
は

ぐ
く

み
ま

す
。

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

及
び

福
祉

教
育

に
関

する
体

験
的

な
授

業
を

行
い

ま
し

た
。

学
校

や
地

域
の

実
態

に
応

じ
て

、
車い

す
体

験
、

点
字

体
験

、
パ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
体

験
等

の
学

習
を

行
い

ま
し

た。

学 教

・
児

童
生

徒
の

自
主

性
や

自
発

性
、

想
い

や
り

の
精

神
が

育
ち

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

児
童

生
徒

が
増

え
ま

し
た

。
ま

た
、

社
会

性
が

育
ち

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

意
識

が
高

ま
り

、
社

会
参

画
へ

の
契

機
と

な
り

ま
し

た
。

ｂ

・
引

き
続

き
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
福

祉
体

験
へ

の
参

加
を

促
す

と
と

も
に

、
学

校
内

に
お

け
る

体
験

活
動

を
行

う
な

ど
、

推
進

体
制

の
整

備
を

各
学

校
へ

促
し

ま
す
。
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○
関

係
団

体
と

の
適

切
な

連
携

・
地

域
の

福
祉

施
設

な
ど

の
関

係
団
体

と
の

連
携

に
よ

り
、

福
祉

に
関

す
る
体

験
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
各

校
が

可
能

な
範

囲
で

、
地

域
の

福
祉

施
設

な
ど

の
関

係
団

体
と

連携
し

、
車

い
す

等
を

借
り

て
、

小
学

校
で

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

中
で体

験
活

動
を

実
施

し
た

り
、

中
学

校
で

は
講

師
と

し
て

招
聘

し
講

話
を

伺い
ま

し
た
。

学 教

・
福

祉
に

関
す

る
体

験
活

動
を

実
施

す
る

た
め

、
地

域
の

福
祉

団
体

と
連

携
を
図

り
、

協
力

を
得

な
が

ら
進

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

児
童

に
と

っ
て

福
祉

に
つ

い
て
理

解
を

深
め

る
有

意
義

な
体

験
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
活

動
を

継
続

し
て

い
き

ま
す
。

施
策

５
　

生
徒

指
導

・
教

育
相

談
体

制
の

充
実

P
4
3

○
児

童
生

徒
･
保

護
者

等
と

の
信

頼
関

係
に

基
づ
く
指

導
の

充
実

・
生

徒
指

導
の

３
機

能
を

踏
ま

え
た
校

則
及

び
生

徒
指

導
体

制
の

見
直

し
と
実

践
を

図
り

ま
す

。
【

※
令

和
６

年
度
重

点
項

目
】

・
児

童
生

徒
健

全
育

成
推

進
委

員
会

に
お

い
て

、
校

則
等

の
見

直
し

や見
直

し
に

向
け

た
各

校
の

取
組

に
つ

い
て

情
報

交
換

を
行

い
ま

し
た。

・
生

徒
指

導
体

制
の

見
直

し
を

図
る

よ
う

適
宜

全
校

へ
の

周
知

・
徹

底を
図

り
ま

し
た
。

学 教

・
生

徒
と

教
師

が
相

互
に

協
議

し
、

一
部

校
則

を
変

更
す

る
な

ど
「

生
徒

指
導
提

要
」

に
基

づ
い

た
体

制
づ

く
り

を
後

押
し

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

市
内

各
小

中
学

校
に

お
い

て
、
校

則
等

に
つ

い
て

見
直

す
機

会
や

場
面

を
設

定
す

る
よ

う
、

各
学

校
へ
指

導
・

助
言

し
て

ま
い

り
ま

す
。

○
教

職
員

の
共

通
理

解
に

基
づ

く
組

織
的

な
不

登
校
対

策
の

推
進

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
い

じ
め

に
対

す
る

組
織

的
な

防
止
対

策
を

図
る

と
と

も
に

、
中

学
校

へ
の
学

習
支

援
室

非
常

勤
講

師
を

全
校

に
配
置

し
、

不
登

校
対

策
を

推
進

し
、

誰
一
人

取
り

残
さ

な
い

学
校

の
実

現
に

向
け
て

活
用

を
図

り
ま

す
。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
よ

る
心

の
健

康
観

察
と

全
校

で
な

か
よ

し
ア

ン
ケー

ト
・

学
校

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

。
記

述
内

容
を

複
数

で確
認

す
る

こ
と

、
必

要
に

応
じ

本
人

か
ら

聞
き

と
り

を
行

っ
て

早
期

発
見・

早
期

対
応

を
す

る
こ

と
、

保
護

者
と

の
連

絡
を

密
に

し
て

家
庭

と
連

携を
図

る
こ

と
を

徹
底

し
ま

し
た
。

・
い

じ
め

の
認

知
か

ら
解

消
に

向
け

た
取

組
ま

で
の

一
連

の
流

れ
に

つい
て

、
各

校
で

共
通

理
解

を
図

り
、

組
織

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
、

全
校へ

の
周

知
や

研
修

会
の

充
実

を
図

り
ま

し
た
。

・
市

内
全

中
学

校
に

学
習

支
援

室
を

設
置

し
、

学
校

に
登

校
で

き
て

も教
室

で
学

習
す

る
こ

と
に

苦
手

意
識

の
あ

る
生

徒
に

対
し

て
、

個
別

の
学習

支
援

を
行

い
、

教
室

へ
の

段
階

的
な

復
帰

を
促

し
ま

し
た。

学 教

・
心

の
健

康
観

察
を

実
施

し
た

こ
と

で
各

種
ア

ン
ケ

ー
ト

の
有

益
性

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
児

童
生

徒
に

と
っ

て
話

し
や

す
く

居
心

地
の

よ
い

学
級

、
風

通
し

の
よ

い
保

護
者

と
の

関
係

を
築

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
担

任
や

教
科

担
当

教
諭

、
さ

わ
や

か
相

談
室

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
一

人
一

人
の

実
態

に
応

じ
て

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
北

本
市

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
平

時
か

ら
い

じ
め

問
題

に
対

し
て

協
議

委
員

と
共

通
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
ア

ン
テ

ナ
を

高
く

持
ち

、
初

期
対

応
に

備
え
ま

す
。

・
引

き
続

き
市

内
全

て
の

中
学

校
に

設
置

し
た

学
習

支
援

室
を

活
用

し
、

生
徒

が
学

び
た

い
と

き
に

学
べ

る
環

境
を

整
え

る
と

と
も

に
、

教
室

復
帰

に
つ

い
て

努
め

ま
す
。

○
教

育
相

談
体

制
の

充
実

・
生

徒
の

不
登

校
、

い
じ

め
等

に
早
急

に
対

応
す

る
た

め
、

中
学

校
に

お
け
る

さ
わ

や
か

相
談

員
や

、
中

学
校

に
配
置

し
て

い
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
の

専
門

的
な

知
識

を
活

用
し

、
教

育
相
談

活
動

を
実

施
し

ま
す
。

ま
た

、
児

童
生

徒
の

家
庭

、
友

人
関

係
等

に
お

け
る
諸

問
題

の
解

決
を

図
る

た
め

、
ス

ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

活
動

を
推
進

し
ま

す
。

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
生

徒
の

不
登

校
、

い
じ

め
等

に
早

急
に

対
応

す
る

た
め

、
各

中
学

校に
さ

わ
や

か
相

談
員

を
４

人
配

置
し

ま
し

た
。

・
県

費
に

よ
り

４
人

配
置

し
て

い
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
専

門的
な

知
識

を
活

用
し

、
教

育
相

談
活

動
を

実
施

し
ま

し
た。

・
児

童
生

徒
が

抱
え

る
問

題
行

動
の

背
景

に
あ

る
福

祉
的

諸
問

題
の

解決
に

当
た

る
た

め
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

２
人

配
置

し
まし

た
。

（
相

談
件

数
合

計
1
,
7
4
6件

）

学 教

・
不

登
校

や
い

じ
め

等
に

か
か

わ
る

児
童

生
徒

や
保

護
者

に
対

し
て

の
働

き
か

け
を

迅
速

に
、

か
つ

、
誠

意
を

も
っ

て
相

談
業

務
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
問

題
を

抱
え

る
児

童
生

徒
の

対
応

に
つ

い
て

、
教

育
と

福
祉

の
両

面
に

対
し

て
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
働

き
か

け
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
さ

わ
や

か
相

談
員

と
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

連
携

し
た

多
面

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
引

き
続

き
実

施
し

、
児

童
生

徒
が

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

教
育

相
談

を
継

続
し

て
い

き
ま

す
。

・
学

校
教

育
と

福
祉

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
多

く
の

関
係

機
関

の
連

携
に

よ
る

多
面

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
引

き
続

き
実

施
し

て
い

き
ま

す
。
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○
義

務
教

育
９

年
間

を
見

通
し

た
学

校
間

連
携

の
推
進

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
を

解
消

す
る

た
め
に

小
・

中
学

校
教

員
の

連
携

・
交

流
を
深

め
、

児
童

生
徒

理
解

を
促

進
し

中
学
校

入
学

へ
の

不
安

の
解

消
す

る
と

と
も

に
、

中
学

生
が

憧
れ

の
存

在
と

し
て
自

尊
心

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

に
支

援
し
ま

す
。

・
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
解

消
に

向
け

て
、

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４

・
３

・２
制

）
に

よ
る

兼
務

教
員

を
活

用
し

、
小

・
中

連
携

を
日

常
的

に
実

施
しま

し
た
。

・
発

達
の

段
階

に
お

け
る

課
題

解
決

や
義

務
教

育
９

年
間

を
見

通
し

た教
育

課
程

の
工

夫
、

生
徒

指
導

等
に

特
色

を
生

か
し

た
取

組
を

中
学

校
区毎

に
実

施
し

ま
し

た
。

・
児

童
生

徒
の

交
流

を
図

る
た

め
、

授
業

見
学

や
部

活
動

体
験

等
を

実施
し

ま
し

た
。

学 教

・
小

・
中

連
携

を
日

常
的

に
実

施
す

る
こ

と
で

、
各

中
学

校
区

、
ま

た
は

各
校

に
お

け
る

課
題

を
見

つ
め

な
お

し
、

中
１

ギ
ャ

ッ
プ

解
消

に
つ

な
げ

る
た

め
の

手
立

て
と

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
引

き
続

き
、

各
中

学
校

区
で

効
果

の
あ

る
取

組
を

共
有

し
、

実
態

に
合

わ
せ

児
童

生
徒

の
自

尊
心

を
高

め
る

取
組

及
び

良
い

先
輩

・
後

輩
関

係
を

築
く

取
組

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
校

内
指

導
体

制
の

整
備

と
関

係
諸

機
関

と
の

適
切
な

連
携

・
市

内
共

通
の

生
徒

指
導

項
目

を
定

め
、

統
一

し
た

生
徒

指
導

の
基

本
を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

各
校

へ
の

支
援
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

健
全

育
成
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
学

校
同

士
の
連

携
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
、

地
域

、
警

察
、

児
童
相

談
所

等
と

の
連

携
を

深
め

ま
す
。

・
統

一
し

た
生

徒
指

導
の

基
本

を
徹

底
す

る
た

め
、

市
内

に
お

い
て

共通
の

生
徒

指
導

項
目

を
定

め
ま

し
た
。

・
生

徒
指

導
体

制
に

係
る

共
通

項
目

を
策

定
し

、
小

・
中

学
校

間
の

生徒
指

導
体

制
の

共
通

理
解

を
深

め
ま

し
た
。

・
児

童
生

徒
健

全
育

成
連

絡
協

議
会

を
年

４
回

開
催

し
、

学
校

間
に

おけ
る

情
報

交
換

や
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
地

域
、

警
察

、
児

童
相

談
所

等
と

情
報

を
共有

し
、

連
携

を
深

め
ま

し
た
。

学 教

・
小

中
一

貫
教

育
の

効
果

が
表

れ
、

生
徒

指
導

体
制

の
連

携
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
児

童
生

徒
健

全
育

成
連

絡
協

議
会

を
定

期
的

に
開

催
し

、
各

学
校

の
状

況
や

取
組

な
ど

の
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
学

校
で

適
切

な
初

期
対

応
や

組
織

対
応

、
そ

し
て

児
童

生
徒

の
確

実
な

見
守

り
が

で
き

る
よ

う
に

、
各

種
研

修
会

の
内

容
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
非

行
・

問
題

行
動

が
減

少
傾

向
に

あ
る

中
で

も
、

更
な

る
教

育
相

談
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

「
積

極
的

な
生

徒
指

導
体

制
」

を
各

校
で

構
築

し
、

対
応

で
き

る
よ

う
指

導
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

６
　

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

増
進

P
4
5

○
学

校
保

健
活

動
の

充
実

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項
目

】

・
各

小
・

中
学

校
の

保
健

計
画

を
基

に
、

家
庭

や
学

校
医

等
と

の
連

携
を
図

り
な

が
ら

、
子

供
た

ち
の

健
康

の
保
持

増
進

の
た

め
の

組
織

的
な

活
動

を
推
進

し
、

生
涯

に
渡

っ
て

、
自

ら
の

健
康
を

管
理

、
改

善
し

て
い

こ
う

と
す

る
実
践

力
を

育
み

ま
す
。

・
各

校
の

保
健

計
画

に
基

づ
き

、
児

童
・

生
徒

の
基

本
的

な
生

活
習

慣の
確

立
や

疾
病

予
防

等
に

努
め

ま
し

た
。

・
学

校
歯

科
医

と
連

携
の

も
と

、
学

校
歯

科
保

健
活

動
を

推
進

し
、

児童
生

徒
の

歯
・

口
の

健
康

づ
く

り
に

努
め

ま
し

た
。

・
各

校
の

実
状

に
応

じ
て

、
学

校
保

健
委

員
会

を
開

催
し

、
健

康
課

題に
つ

い
て

学
校

・
家

庭
・

学
校

医
等

で
協

議
し

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取組

を
実

践
し

ま
し

た
。

・
フ

ッ
化

物
洗

口
の

実
施

を
見

送
り

ま
し

た
。

・
夏

休
み

に
教

育
委

員
会

主
催

の
講

演
会

を
開

催
し

、
児

童
生

徒
の

食と
健

康
、

体
力

の
関

連
に

つ
い

て
の

教
養

を
深

め
る

機
会

を
確

保
し

まし
た

。
・

「
が

ん
教

育
総

合
支

援
事

業
に

関
す

る
研

究
」

を
西

中
学

校
で

行
いま

し
た
。

学 教

・
フ

ッ
化

物
洗

口
は

見
送

り
ま

し
た

が
、

口
腔

内
の

健
康

の
保

持
増

進
に

対
し

て
、

掲
示

物
や

保
健

だ
よ

り
、

全
校

集
会

等
に

お
い

て
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

が
進

み
、

目
の

健
康

が
心

配
さ

れ
る

た
め

、
学

校
に

よ
っ

て
は

目
の

健
康

を
テ

ー
マ

に
1
年

間
保

健
指

導
に
取

り
組

ん
で

い
ま

し
た
。

・
教

員
を

研
修

会
に

派
遣

し
て

指
導

力
向

上
を

図
り

、
各

校
の

保
健

教
育

を
効

果
的

に
進

め
ら

れ
、

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
組

織
的

に
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
た

め
、

各
校

が
作

成
し

た
保

健
計

画
の

見
直

し
と

改
善

を
図

る
よ

う
指

導
し

ま
す
。

・
児

童
生

徒
自

ら
が

、
自

分
の

体
や

健
康

に
関

心
を

も
ち

、
適

切
に

管
理

で
き

る
能

力
を

養
え

る
よ

う
、

健
康

診
断

等
の

結
果

を
活

用
し

た
り

、
保

健
の

授
業

で
指

導
し

た
り

し
て

い
き

ま
す
。

・
今

後
も

各
種

研
修

会
へ

教
員

を
派

遣
し

、
更

な
る

指
導

力
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
各

校
で

の
保

健
教

育
の

充
実

に
努

め
て

い
き

ま
す
。
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○
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

管
理

・
学

校
環

境
衛

生
基

準
等

に
基

づ
き
、

各
教

室
、

飲
料

水
、

プ
ー

ル
等

に
お
け

る
衛

生
の

維
持

管
理

に
努

め
ま

す
。

・
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

管
理

を
図

る
た

め
、

各
校

で
学

校
薬

剤
師

の指
導

・
助

言
の

も
と

、
検

査
項

目
を

精
査

し
、

給
食

室
検

査
・

空
気

検
査・

ダ
ニ

検
査

を
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
学

校
環

境
衛

生
基

準
等

に
基

づ
き

、
学

校
薬

剤
師

の
指

導
・

助
言

の
も

と
、

給
食

室
検

査
・

空
気

検
査

・
ダ

ニ
検

査
を

実
施

し
、

学
校

環
境

衛
生

の
維

持
管

理
を

確
実

か
つ

総
合

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

a

・
学

校
環

境
衛

生
基

準
等

に
基
づ

き
、

検
査

項
目

を
精

査
し

検
査

を
実

施
し

、
今

後
も

学
習

環
境

の
確

保
に

努
め

、
児

童
生

徒
が

安
全

に
学

習
が

で
き

る
環

境
を

保
っ

て
い

き
ま

す
。

 
○

食
育

の
推
進

・
家

庭
と

連
携

し
、

望
ま

し
い

食
習
慣

を
身

に
付

け
さ

せ
る

取
り

組
み

を
し
ま

す
。

ま
た

、
子

供
た

ち
が

安
心

し
て
学

校
生

活
を

送
れ

る
よ

う
、

食
物

ア
レ
ル

ギ
ー

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

や
ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

対
応

研
修

会
、

各
種
授

業
研

究
会

や
研

修
会

へ
の

積
極

的
な
参

加
や

手
洗

い
等

の
衛

生
管

理
習

慣
の
確

立
、

保
健

指
導

や
保

健
学

習
、

食
育
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

さ
ら

に
、

給
食

主
任

部
会

や
学

校
栄
養

士
会

を
と

お
し

て
、

学
校

給
食

に
お
け

る
地

産
地

消
を

推
進

し
、

食
と

農
に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

食
文

化
へ

の
理
解

を
深

め
ま

す
。

併
せ

て
、

学
校

給
食
衛

生
管

理
基

準
に

基
づ

く
学

校
給

食
施
設

及
び

設
備

の
衛

生
管

理
に

努
め

る
と
と

も
に

、
安

全
な

食
材

の
提

供
に

努
め
ま

す
。

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
各

校
で

給
食

だ
よ

り
を

発
行

し
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

や
規

則
的

な
食

事、
朝

食
の

大
切

さ
等

を
伝

え
、

望
ま

し
い

食
習

慣
が

身
に

付
く

よ
う

啓
発に

努
め

、
早

寝
・

早
起

き
・

朝
ご

は
ん

に
係

る
啓

発
、

給
食

集
会

の
実

施な
ど

、
各

校
で

、
朝

食
欠

食
ゼ

ロ
に

向
け

た
活

動
を

支
援

し
ま

し
た。

・
全

校
栄

養
士

配
置

に
よ

り
、

学
校

給
食

で
の

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応を
実

施
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

該
当

児
童

・
生

徒
の

保
護

者
と

学
校

と
の面

談
に

よ
り

、
情

報
・

対
応

の
共

有
化

を
図

り
ま

し
た。

・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
関

す
る

研
修

会
や

県
教

育
委

員
会

等
が

開
催

する
講

習
会

等
へ

職
員

を
派

遣
し

ま
し

た
。

（
市

教
育

研
究

大
会

に
お

い
て研

究
授

業
実

施
：

各
校
1
名

ず
つ

参
加
）

・
埼

玉
県

産
や

北
本

産
食

材
の

使
用

割
合

を
高

め
る

よ
う

取
り

組
み

まし
た

が
、

猛
暑

に
よ

り
地

場
産

食
材

の
供

給
量

が
減

少
し

た
た

め
、

児
童生

徒
一

人
あ

た
り

の
地

場
産

食
材

使
用

量
が

令
和

５
年

度
の

２
．

２
８

㎏か
ら

令
和

６
年

度
は

１
．

５
６

㎏
へ

と
０

．
７

２
㎏

減
少

し
ま

し
た。

・
彩

の
国

ふ
る

さ
と

学
校

給
食

月
間

（
６

月
・

１
１

月
）

を
中

心
に

地場
産

メ
ニ

ュ
ー

（
北

本
ト

マ
ト

カ
レ

ー
等

）
を

提
供

す
る

と
と

も
に

生
徒に

よ
る

校
内

放
送

等
を

行
い

郷
土

や
食

へ
の

関
心

と
理

解
を

深
め

る
と

とも
に

、
生

産
者

を
招

い
て

給
食

を
食

べ
な

が
ら

、
地

場
産

野
菜

に
つ

い
て理

解
を

深
め

る
「

生
産

者
招

待
給

食
」

を
実

施
し

ま
し

た。

教 総 ・ 学 教

・
栄

養
教

諭
や

学
校

栄
養

職
員

の
専

門
性

を
生

か
し

、
食

に
つ

い
て

指
導

し
、

各
校

の
食

育
の

充
実

に
つ

な
げ

ま
し

た
。

・
研

修
会

等
を

実
施

し
、

食
物

ア
レ
ル

ギ
ー

対
応

に
つ

い
て

、
各

校
で

共
通

認
識

に
基

づ
く

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

・
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
体

や
環

境
を

衛
生

的
に

保
つ

等
、

保
健

学
習

等
で

学
習

し
た

内
容

を
他

教
科

や
給

食
指

導
で

も
実

践
す

る
こ

と
で

、
衛

生
習

慣
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

「
生

産
者

招
待

給
食

」
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

の
「

食
と

農
」

へ
の

関
心

が
高

ま
り

ま
し

た
。

給
食

調
理

従
事

者
（

栄
養

士
・

調
理
員

等
）

の
細

菌
検

査
及

び
衛

生
講

習
会

等
を

実
施

し
、

衛
生

管
理

体
制

の
徹

底
化

を
図

り
、

安
全

な
給

食
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
バ

ラ
ン

ス
よ

い
食

生
活

を
目
指

し
、

教
育

活
動

全
体

で
継

続
的

に
取

り
組

み
、

各
種

便
り

や
学

校
公

開
日

等
を

活
用

し
な

が
ら

家
庭

と
の

連
携

を
さ

ら
に

強
め

ま
す
。

・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

に
つ
い

て
、

市
主

催
の

研
修

会
を

継
続

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

面
談

等
を

全
校

に
お

い
て

継
続

実
施

し
、

情
報

を
県

央
広

域
消

防
署

と
共

有
し

て
い

き
ま

す
。

・
物

価
高

騰
に

よ
る

価
格

の
問

題
や

必
要

量
の

確
保

と
い

っ
た

課
題

は
あ

り
ま

す
が

、
生

産
者

団
体

等
と

調
整

を
図

り
地

産
地

消
の

取
組

み
を

進
め

ま
す
。

・
調

理
従

事
者

の
知

識
向

上
を

図
る

た
め

、
衛

生
に

関
す

る
研

修
会

等
を

実
施

し
ま

す
。

○
性

に
関

す
る

指
導

の
推
進

・
学

級
担

任
、

保
健

体
育

科
教

員
、
保

健
主

事
、

養
護

教
諭

等
、

学
校

保
健
担

当
者

へ
の

研
修

の
実

施
や

情
報

提
供
等

に
よ

り
、

子
供

た
ち

の
心

と
体

の
バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
性

教
育

に
努

め
、
性

感
染

症
の

理
解

や
予

防
、

適
切

な
行
動

選
択

へ
の

意
識

啓
発

を
図

り
ま

す
。

・
体

育
主

任
会

や
学

校
保

健
担

当
者

会
議

等
で

県
の

指
導

内
容

を
伝達

し
、

各
校

で
児

童
生

徒
の

実
態

や
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

性
に

関
す

る指
導

を
進

め
ま

し
た
。

学 教

・
学

級
担

任
、

保
健

体
育

科
教

員
、

保
健

主
事

、
養

護
教

諭
等

、
学

校
保

健
担

当
者

へ
の

情
報

提
供

や
研

修
の

実
施

等
に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

て
、

心
と

体
の

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
指

導
を

計
画

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

指
導

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、
引

き
続

き
学

校
保

健
担

当
者

の
研

修
会

へ
の

積
極

的
な

派
遣

を
進

め
て

い
き

ま
す
。
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○
喫

煙
、

飲
酒

、
薬

物
乱

用
・

ス
マ

ホ
依

存
防

止
教
育

の
推
進

・
喫

煙
、

飲
酒

、
薬

物
乱

用
防

止
等
に

関
す

る
啓

発
資

料
の

活
用

等
を

図
り
、

教
職

員
の

意
識

啓
発

に
努

め
ま

す
。
ま

た
、

保
健

学
習

の
充

実
を

図
る

と
同
時

に
、

発
達

段
階

を
考

慮
し

、
効

果
的
な

各
種

依
存

症
へ

の
指

導
を

推
進

し
て
い

き
ま

す
。

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

非
行

防
止

教
室

や
薬

物
乱

用
防

止
教

室
を

開催
し

ま
し

た
。

小
学

校
か

ら
の

保
健

学
習

に
加

え
、

体
験

的
な

学
習

を
取り

入
れ

ま
し

た
。

・
分

か
り

や
す

い
資

料
、

視
聴

覚
教

材
、

体
験

的
活

動
を

取
り

入
れ

るな
ど

指
導

方
法

の
工

夫
を

行
う

こ
と

で
、

児
童

生
徒

が
自

身
の

課
題

と
して

捉
え

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

ま
し

た。
・

各
校

に
お

い
て

埼
玉

県
警

の
非

行
防

止
指

導
班

（
あ

お
ぞ

ら
）

や
保健

所
の

薬
物

乱
用

防
止

指
導

員
等

を
講

師
と

し
て

、
薬

物
乱

用
防

止
教

室及
び

非
行

防
止

教
室

等
を

実
施

し
ま

し
た
。

・
授

業
に

お
い

て
児

童
生

徒
の

興
味

関
心

を
高

め
る

工
夫

を
取

り
入

れ、
児

童
生

徒
が

自
身

の
健

康
に

つ
い

て
主

体
的

に
考

え
、

他
と

意
見

交
換を

し
、

今
後

の
生

活
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

授
業

改
善

を
図

りま
し

た
。

学 教

・
各

校
で

薬
物

乱
用

防
止

や
非

行
防

止
に

つ
い

て
指

導
す

る
こ

と
で

、
喫

煙
、
飲

酒
、

薬
物

乱
用

は
健

康
を

害
す

る
と

い
う

意
識

を
児

童
生

徒
に

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
薬

物
乱

用
防

止
に

関
わ

る
集

会
に

、
保

護
者

・
地

域
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

、
啓

発
を

行
う

こ
と

で
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
す

る
意

識
づ

け
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
喫

煙
、

飲
酒

、
薬

物
乱

用
防

止
に

つ
い

て
、

保
護

者
や

地
域

の
方

へ
も

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
を

配
布

す
る

な
ど

啓
発

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

公
開

す
る

こ
と

で
学

校
・

保
護

者
・

地
域

と
連

携
を

図
り

ま
す
。

・
引

き
続

き
薬

物
乱

用
教

室
に

保
護

者
・

地
域

の
方

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
し

て
児

童
生

徒
の

薬
物

乱
用

防
止

に
取

り
組

め
る

よ
う

指
導

し
て

い
き
ま

す
。

施
策

７
　

運
動

習
慣

の
形

成
と

体
力

向
上

の
推
進

P
4
7

○
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

の
取
組

・
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

体
力

向
上
目

標
値

を
設

定
す

る
な

ど
し

て
、

主
体
的

に
運

動
に

取
り

組
ま

せ
る

と
と

も
に
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
し

、
体
力

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

・
新

体
力

テ
ス

ト
の

結
果

か
ら

各
校

で
目

標
を

設
定

し
、

体
力

向
上

のた
め

の
具

体
的

な
取

組
を

行
い

ま
し

た
。

・
小

・
中

学
校

体
力

向
上

推
進

委
員

会
で

新
体

力
テ

ス
ト

を
も

と
に

課題
を

設
定

し
、

学
校

で
課

題
解

決
に

向
け

た
研

究
を

行
う

こ
と

で
、

児
童生

徒
の

体
力

向
上

に
努

め
ま

し
た
。

学 教

・
保

護
者

へ
体

力
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
を

返
却

す
る

こ
と

で
、

家
庭

で
も

体
力

向
上

に
向

け
て

関
心

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

ｂ

・
小

学
校

高
学

年
や

中
学

校
で

は
、

授
業

の
中

で
運

動
好

き
な

児
童

生
徒

の
育

成
に

努
め

、
体

力
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

・
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

に
向

け
た

継
続

的
な

取
組

を
推

奨
し

、
家

庭
・

地
域

と
連

携
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。
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○
学

校
体

育
の

充
実

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
各

校
の

体
力

向
上

推
進

委
員

会
に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

体
力

の
現

状
と
課

題
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

具
体
的

な
解

決
策

を
検

討
・

実
践

し
、

検
証
及

び
改

善
を

各
校

に
広

め
ま

す
。

ま
た
、

教
員

の
専

門
的

な
指

導
力

を
高

め
る
た

め
の

講
演

会
や

講
習

会
を

充
実

し
ま

す
。

ま
た

、
県

教
育

委
員

会
等

が
開
催

す
る

講
習

会
へ

教
職

員
を

派
遣

し
ま

す
。

ま
た

、
外

部
人

材
を

活
用

し
、
専

門
的

な
技

術
指

導
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
新

体
力

テ
ス

ト
結

果
を

も
と

に
自

校
の

課
題

を
分

析
し

、
課

題
解

決に
向

け
た

体
力

向
上

の
た

め
の

取
組

を
行

い
、

次
年

度
以

降
の

教
職

員
の資

質
向

上
の

た
め

の
参

考
資

料
と

す
る

た
め

、
各

校
の

体
力

向
上

に
係

る実
践

を
配

布
、

活
用

し
ま

し
た
。

・
各

校
の

実
践

の
情

報
共

有
を

図
る

た
め

、
市

体
力

向
上

推
進

委
員

会を
開

催
し

ま
し

た
。
(
2
回

)
・

市
体

力
向

上
推

進
委

員
会

に
て

講
演

会
を

実
施

し
、

教
員

の
指

導
力向

上
を

図
り

ま
し

た
。

　
　

①
演

題
：

児
童

生
徒

の
体

力
課

題
と

指
導

方
法

に
つ

いて
　

　
　

講
師

：
学

校
法

人
都

築
学

園
日

本
薬

科
大

学
特

任
教授

　
　

②
演

題
：

成
長

期
の

こ
ど

も
の

食
事

　
　

　
講

師
：

学
校

法
人

都
築

学
園

日
本

薬
科

大
学

教授
・

北
本

市
剣

道
連

盟
の

協
力

の
も

と
、

中
学

校
の

保
健

体
育

科
授

業
にお

い
て

武
道

指
導

を
行

い
ま

し
た
。

・
民

間
水

泳
施

設
の

休
館

日
を

利
用

し
て

、
市

内
全

中
学

校
に

て
水

泳指
導

民
間

委
託

事
業

を
実

施
い

た
し

ま
し

た
。

（
各

学
年

年
間

４
回

実
施）

学 教

・
体

力
向

上
推

進
委

員
会

を
活

用
し

、
各

校
の

取
組

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
研

究
推

進
校

の
研

究
発

表
や

授
業

研
究

会
に

お
け

る
効

果
的

な
取

組
に

つ
い

て
共

有
す

る
こ

と
で

教
員

の
指

導
力

を
高

め
、

児
童

生
徒

の
体

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
新

体
力

テ
ス

ト
結

果
を

も
と

に
、

体
力

分
析

・
実

態
把

握
を

し
、

今
後

の
課

題
解

決
に

向
け

た
効

果
的

な
取

組
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
講

演
会

を
通

し
て

、
児

童
生

徒
の

体
力

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
専

門
的

な
技

術
を

も
っ

た
講

師
に

指
導

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
、

生
徒

の
技

能
の

向
上

、
安

全
な

授
業

の
実

施
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
（

泳
力

の
伸

び
を

感
じ

た
生

徒
の

割
合
8
7
%）

ｂ

・
引

き
続

き
、

児
童

生
徒

の
体

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

新
体

力
テ

ス
ト

の
結

果
を

基
に

、
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

伸
び

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

の
取

組
の

検
証

を
行

っ
て

い
き

ま
す
。

・
今

後
も

、
実

施
さ

れ
る

各
種

研
修

会
へ

教
員

を
派

遣
し

、
教

員
の

指
導

力
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

講
演

会
を

実
施

す
る

な
ど

し
て

各
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

へ
の

指
導

の
充

実
を

図
り

ま
す
。

・
全

中
学

校
生

徒
を

安
全

か
つ

効
果

的
に

指
導

す
る

こ
と

で
剣

道
の

技
能

や
泳

力
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

運
動

の
も

つ
楽

し
さ

を
感

じ
さ

せ
て

い
き

ま
す
。

○
体

育
的

活
動

の
充

実
及

び
外

遊
び

の
奨
励

・
体

を
動

か
す

心
地

良
さ

や
友

達
と
交

流
す

る
楽

し
さ

を
実

感
で

き
る

体
育
的

活
動

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
休
み

時
間

の
外

遊
び

を
奨

励
し

ま
す
。

・
全

小
学

校
の

６
年

生
が

参
加

す
る

球
技

大
会

（
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル・
５

月
）

、
体

育
大

会
（

陸
上

競
技

・
１

０
月

）
を

実
施

し
ま

し
た。

・
持

久
走

大
会

な
ど

、
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

体
育

的
行

事
を

実
施

しま
し

た
。

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
て

休
み

時
間

の
外

遊
び

の
奨

励
を

し
ま

し
た。

学 教

・
体

育
的

行
事

を
通

し
て

、
全

小
学

校
の

６
年

生
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
み

な
が

ら
、

体
を

動
か

す
心

地
よ

さ
に

ふ
れ

、
仲

間
と

交
流

す
る

楽
し

さ
や

競
い

合
う

楽
し

さ
を

味
わ

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
各

校
の

取
組

に
よ

り
、

児
童

生
徒

の
運

動
に

親
し

む
場

や
機

会
が

増
え

ま
し

た
。

ｂ
・

各
校

に
お

い
て

、
体

育
的

活
動
の

充
実

や
外

遊
び

の
奨

励
を

継
続

し
て

い
く

と
と

も
に

、
運

動
好

き
な
児

童
・

生
徒

の
育

成
に

努
め

ま
す
。
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○
運

動
部

活
動

の
充
実

・
学

校
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
合
同

部
活

動
及

び
部

活
動

地
域

移
行

の
研

究
・

推
進

に
努

め
ま

す
。

【
※

令
和
６

年
度

重
点

項
目
】

ま
た

、
・

中
学

校
運

動
部

活
動

の
指

導
の

充
実

を
図

る
た
め

に
、

外
部

指
導

者
を

活
用

す
る

と
と
も

に
、

運
動

部
活

動
の

顧
問

を
県

教
育
委

員
会

等
主

催
の

実
技

指
導

者
講

習
会
に

積
極

的
に

派
遣

し
ま

す
。

・
生

徒
が

短
時

間
で

集
中

し
て

部
活

動
が

行
え

る
よ

う
、

効
果

的
な

指導
法

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
を

行
い

ま
し

た
。

・
部

活
動

検
討

委
員

会
を

年
間

２
回

開
催

し
、

本
市

の
部

活
動

の
現

状と
将

来
性

に
つ

い
て

確
認

し
、

部
活

動
地

域
移

行
に

向
け

た
協

議
を

行
いま

し
た
。

・
各

中
学

校
の

部
活

動
に

対
し

て
、

専
門

的
技

能
を

有
す

る
地

域
の

人材
を

外
部

指
導

者
と

し
て

派
遣

し
、

教
育

活
動

の
一

環
と

し
て

顧
問

教
師の

指
導

に
対

す
る

技
能

面
で

の
援

助
を

行
い

ま
し

た
。

（
外

部
指

導
者

２
５

人
）

・
部

活
動

体
験

及
び

部
活

動
見

学
会

は
、

学
校

の
実

情
に

応
じ

て
、

工夫
を

し
な

が
ら

実
施

し
ま

し
た
。

・
「

拠
点

校
部

活
動

実
施

要
綱

」
を

設
定

し
、

部
活

動
地

域
移

行
に

向け
た

準
備

を
進

め
ま

し
た
。

学 教

・
「

北
本

市
の

部
活

動
の

在
り

方
に

関
す

る
方

針
」

に
則

り
、

部
活

動
の

効
率

的
、

効
果

的
な

取
組

に
つ

い
て

情
報

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
各

中
学

校
に

お
い

て
積

極
的

に
部

活
動

外
部

指
導

者
を

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
、

顧
問

教
員

に
対

し
技

術
面

で
の

援
助

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
各

校
が

連
携

し
、

可
能

な
範

囲
で

計
画

的
に

部
活

動
体

験
等

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
部

活
動

の
取

組
に

つ
い

て
今

後
も

検
討

を
続

け
、

拠
点

校
部

活
動

を
含

め
て

部
活

動
が

よ
り

効
果

的
な

も
の

に
な

る
よ

う
努

め
て

い
き

ま
す
。

・
部

活
動

地
域

移
行

（
展

開
）

を
実

現
す

る
た

め
の

保
護

者
・

子
供

・
教

職
員

・
地

域
の

方
々

へ
の

中
長

期
的

な
丁

寧
な

説
明

に
努

め
て

い
き
ま

す
。

・
今

後
も

外
部

指
導

者
の

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

部
活

動
指

導
員

の
活

用
に

関
し

て
調

査
・

研
究

を
進

め
て

い
き

ま
す
。

・
計

画
的

及
び

効
果

的
な

実
施

を
目

指
し

、
各

校
に

お
い

て
継

続
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○
児

童
対

象
の

運
動

教
室

の
開
催

・
器

械
体

操
や

陸
上

競
技

、
水

泳
等
の

専
門

家
を

講
師

に
招

き
、

児
童

の
運
動

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

高
め

る
と
と

も
に

、
技

能
等

の
基

礎
・

基
本

の
定
着

を
図

り
ま

す
。

・
市

内
小

学
校

３
年

生
か

ら
５

年
生

を
対

象
と

し
て

「
投

げ
て

打
っ

て～
だ

れ
で

も
楽

し
め

る
！

！
～

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル

体
験

」
を

実
施

し
ま

し
た。

講
師

：
埼

玉
武

蔵
ヒ

ー
ト

ベ
ア

ー
ズ

選
手

学 教

・
プ

ロ
野

球
選

手
か

ら
の

専
門

的
な

指
導

に
よ

り
、

児
童

の
興

味
・

関
心

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

投
げ

る
運

動
技

能
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

今
後

も
内

容
を

検
討

し
、

本
市
の

児
童

の
体

育
的

活
動

の
課

題
に

応
じ

た
専

門
家

を
講

師
に

招
き

、
運

動
教

室
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

施
策

８
　

安
全

教
育

の
推

進
と

安
全

管
理

の
徹
底

P
4
9

○
交

通
安

全
の

推
進

・
通

学
路

の
安

全
点

検
と

学
校

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
等

と
連

携
し

た
登

下
校

時
の
安

全
指

導
、

定
期

的
な

安
全

点
検

を
は
じ

め
、

保
護

者
と

連
携

し
て

の
点

検
等
を

き
め

細
か

に
実

施
し

、
改

善
し

ま
す
。

・
各

校
で

通
学

路
の

合
同

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

当
該

点
検

で確
認

し
た

改
善

す
べ

き
箇

所
に

つ
い

て
、

現
場

の
状

況
確

認
を

行
っ

た
上で

関
係

部
署

と
連

携
し

、
対

策
を

計
画

し
て

可
能

な
箇

所
か

ら
改

善
を

図り
ま

し
た
。

・
自

転
車

の
正

し
い

乗
り

方
等

を
学

習
す

る
た

め
、

各
小

学
校

で
自

転車
安

全
教

室
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

中
学

校
で

は
自

転
車

登
校

の
生徒

を
対

象
に

、
安

全
点

検
や

交
通

安
全

指
導

を
実

施
し

ま
し

た。

学 教

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
と

連
携

し
な

が
ら

、
各

小
学

校
の

通
学

路
の

安
全

を
再

確
認

す
る

と
と

も
に

、
児

童
及

び
教

員
の

安
全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
交

通
安

全
教

室
等

で
学

ん
だ

内
容

を
日

常
的

に
指

導
し

、
児

童
生

徒
の

交
通

安
全

に
対

す
る

意
識

を
高

め
ま

し
た
。

ｂ

・
青

色
回

転
灯

装
備

車
両

に
よ

る
下

校
時

間
の

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
を

計
画

的
に

実
施

し
、

児
童

生
徒

の
見

守
り

を
強

化
し

て
い

き
ま

す
。

・
自

転
車

運
転

の
法

改
正

、
自

転
車

の
ヘ

ル
メ

ッ
ト

着
用

に
つ

い
て

さ
ら

に
指

導
を

し
な

が
ら

、
自

転
車

の
安

全
強

化
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す
。
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○
防

災
教

育
の

推
進

・
災

害
時

に
適

切
な

行
動

を
取

る
こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
児

童
生

徒
の

育
成
を

目
指

し
、

避
難

訓
練

を
充

実
し

ま
す
。

・
災

害
時

に
適

切
か

つ
安

全
に

避
難

で
き

る
よ

う
、

各
校

で
避

難
訓

練を
実

施
し

ま
し

た
。

・
各

校
に

お
い

て
、

児
童

生
徒

が
帰

宅
困

難
な

場
合

を
想

定
し

た
対

応や
竜

巻
や

雷
雨

等
の

緊
急

災
害

に
お

け
る

対
応

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、そ

の
対

応
の

見
直

し
を

図
り

ま
し

た
。

学 教

・
各

校
で

避
難

訓
練

を
実

施
す

る
こ
と

で
、

災
害

時
に

迅
速

か
つ

安
全

に
避

難
す

る
意

識
が

高
ま

り
ま

し
た
。

・
児

童
生

徒
が

帰
宅

困
難

な
場

合
を

想
定

し
た

対
応

や
保

護
者

へ
の

引
き

渡
し

を
確

認
す

る
こ

と
で

対
応

に
つ

い
て

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
児

童
生

徒
が

災
害

時
に

避
難

す
る

場
合

の
避

難
経

路
の

確
認

と
避

難
方

法
に

つ
い

て
、

あ
ら

ゆ
る

場
面

を
想

定
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。
ま

た
、

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

も
引

き
続

き
指

導
し

て
ま

い
り

ま
す
。

○
生

活
安

全
の

推
進

・
不

審
者

対
応

等
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
た

児
童

生
徒

の
安

全
確
保

を
徹

底
し

ま
す
。

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
不

審
者

情
報

が
あ

っ
た

際
、

各
校

に
Ｆ

Ａ
Ｘ

等
で

連
絡

し
、

各
校

から
の

メ
ー

ル
配

信
に

よ
り

保
護

者
へ

情
報

提
供

・
周

知
を

行
う

よ
う

指
導し

ま
し

た
。

ま
た

、
不

審
者

情
報

が
入

り
次

第
、

速
や

か
に

青
パ

ト
（

青色
回

転
灯

装
備

車
両

）
に

よ
る

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
ま

し
た。

学 教

・
青

色
回

転
灯

装
備

車
両

に
よ

る
定

期
的

な
見

回
り

活
動

を
行

い
、

市
内

の
安

全
情

報
を

キ
ャ

ッ
チ

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

ｂ
・

不
審

者
情

報
の

共
有

や
青

色
回
転

灯
装

備
車

両
で

の
見

守
り

を
継
続

し
、

児
童

生
徒

の
安

全
を

守
る

活
動

を
継

続
し

ま
す
。
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施
策

１
　

小
中

一
貫
教

育
（

学
校

４
・

３
・

２
制

）
を

は
じ

め
と

し
た

異
校

種
間

連
携

の
推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

地
域

に
開
か

れ
た

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
、

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

の
推
進

　
　

　
　

施
策

３
　

教
職

員
の
資

質
の

向
上

　
　

　
　

施
策

４
　

教
育

環
境
の

整
備

・
充

実

　
　

　
　

施
策

５
　

学
校

経
営
の

改
革

推
進

基
本

目
標

Ⅲ
質

の
高

い
学

校
教

育
の

推
進

　
各

小
・

中
学

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を

利
用

し
た

情
報

発
信

や
学

校
運

営
協

議
会

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ス
ク

ー
ル

）
等

の
効

果
的

な
活

用
に

よ
り

、
地

域
に

開
か

れ
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
、

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
研

修
の

一
層
の
充

実
、

人
事

配
置

の
改

善
、

人
事

評
価

制
度

の
活

用
等

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
一

人
一

人
の

教
職

員
の

資
質

の
向

上
や

総
合

的
な

学
校

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

学
校

施
設

を
は

じ
め

と
し

た
、

安
全

で
快

適
な

教
育

環
境

の
整

備
を

推
進

し
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
幼

稚
園

・
保

育
園

・
小

学
校

及
び

小
・

中
学

校
の

連
携

や
小

中
一

貫
教

育
、

ま
た

、
小

中
高
連
携

事
業

（
Ｋ

Ｉ
Ｓ

Ｅ
Ｐ

）
を

推
進

し
、

子
供

た
ち

の
幼

児
期

か
ら

義
務

教
育

９
年

間
を

見
通

し
た

教
育

活
動

を
行

い
ま

す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４

・
３

・
２
制

）
を

は
じ

め
と

し
た

異
校

種
間

連
携

の
推
進

P
5
2

○
小

中
一

貫
教

育
（

学
校

４
・

３
・

２
制

）
に

係
る
教

育
活

動
の

推
進

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
小

・
中

学
校

に
お

い
て

、
小

学
校
１

～
４

年
の

４
年

間
、

小
学

校
５

・
６
年

と
中

学
校

１
年

の
３

年
間

、
中

学
校

２
・

３
年

の
２

年
間

を
く

く
り

と
し
た

そ
れ

ぞ
れ

の
発

達
の

段
階

に
応

じ
た
教

育
活

動
を

柱
に

、
９

年
間

を
見

通
し
た

教
育

課
程

を
編

成
す

る
と

と
も

に
、
児

童
生

徒
の

交
流

な
ど

を
と

お
し

、
中
１

ギ
ャ

ッ
プ

や
発

達
の

早
期

化
に

対
応
す

る
施

設
分

離
型

の
小

中
一

貫
教

育
を
推

進
し

ま
す
。

・
各

中
学

校
区

毎
に

研
究

体
制

組
織

づ
く

り
を

充
実

さ
せ

、
交

流
行

事、
一

部
の

授
業

形
態

の
小

・
中

統
一

化
、

教
室

掲
示

の
統

一
化

等
、

各
校に

お
い

て
特

色
あ

る
研

究
主

題
を

設
定

し
、

小
中

一
貫

教
育

を
さ

ら
に

推進
し

ま
し

た
。

・
校

区
毎

の
合

同
研

修
会

や
小

・
中

学
校

教
員

の
相

互
授

業
等

支
援

を実
施

し
ま

し
た

。
そ

れ
ら

の
特

色
を

義
務

教
育

９
年

間
を

見
通

し
た

教
育課

程
の

工
夫

、
生

徒
指

導
等

に
生

か
し

ま
し

た
。

学 教

・
各

中
学

校
区

で
の

児
童

生
徒

の
交

流
を

は
じ

め
、

教
職

員
合

同
研

修
や

研
究

、
兼

務
教

員
に

よ
る

授
業

や
相

互
授

業
参

観
等

を
重

ね
た

こ
と

で
、

学
級

満
足

度
調

査
で

全
学

年
が

全
国

平
均

を
上

ま
わ

る
結

果
が

得
ら

れ
、

小
中

一
貫

教
育

（
学

校
４
・

３
・

２
制

）
の

取
組

の
成

果
が

確
認

で
き

ま
し

た
。

ａ

・
各

中
学

校
区

で
成

果
の

出
た

取
組

を
さ

ら
に

深
化

で
き

る
よ

う
、

各
校

区
の

実
態

に
合

わ
せ

て
市

内
全

体
で

共
有

し
、

精
査

し
た

取
組

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
学

校
４

・
３

・
２

制
推

進
非

常
勤

講
師

の
活
用

・
小

学
校

５
～

６
年

生
に

お
い

て
教
科

担
任

制
を

導
入

し
、

学
力

向
上

や
「
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
の

軽
減

」
等

を
図

り
ま

す
。

・
小

学
校

５
校

と
中

学
校

２
校

に
計

８
名

の
非

常
勤

講
師

を
配

置
し

、小
学

校
５

・
６

年
生

に
お

け
る

教
科

担
任

制
を

実
施

す
る

こ
と

で
学

力
向上

を
図

る
と

と
も

に
、

小
・

中
学

校
教

員
が

相
互

に
乗

り
入

れ
授

業
等

を実
施

し
、

生
徒

指
導

上
の

課
題

解
決

や
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
の

軽
減

に
努

め
まし

た
。

学 教

・
正

規
の

教
員

の
持

ち
授

業
数

が
減

り
、

そ
の

時
間

を
小

・
中

学
校

教
員

が
相

互
に

授
業

を
し

た
り

学
校

４
・

３
・

２
制

推
進

の
た

め
の

研
究

を
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

ｂ

・
今

後
も

講
師

を
活

用
す

る
こ

と
で

学
校

４
・

３
・

２
制

及
び

教
科

担
任

制
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
県

の
加

配
教

員
を

活
用

し
な

が
ら

少
人

数
授

業
や

テ
ィ

ー
ム

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

等
の

指
導

法
工

夫
改

善
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

○
幼

保
小

連
携

及
び

小
中

高
連

携
（

Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｅ

Ｐ
）
等

、
異

校
種

間
連

携
の

推
進

・
幼

稚
園

・
保

育
園

（
所

）
・

小
学
校

間
の

連
携

を
深

め
る

こ
と

に
よ

り
小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
の

解
消

を
目

指
し

た
り
、

Ｋ
Ｉ

Ｓ
Ｅ

Ｐ
の

活
動

を
と

お
し

て
、

小
・

中
学

校
と

高
等

学
校

と
の

連
携
を

図
り

ま
す
。

・
幼

保
小

連
携

教
育

を
推

進
し

、
小

学
校

教
員

に
よ

る
保

育
参

観
を

実施
し

ま
し

た
。

・
中

丸
小

と
北

本
高

校
と

の
交

流
事

業
（

あ
い

さ
つ

運
動

・
授

業
支

援を
実

施
し

ま
し

た
。

・
中

学
校

に
お

い
て

、
北

本
高

等
学

校
教

員
に

よ
る

出
前

授
業

を
実

施し
ま

し
た

。
ま

た
、

高
校

生
が

小
学

校
の

教
室

で
授

業
支

援
を

行
う

「
まな

び
あ

い
交

流
」

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
小

・
中

学
校

と
高

校
の

実
態

に
応

じ
て

交
流

を
行

い
ま

し
た

。
異

校
種

間
の

連
携

を
進

め
、

双
方

に
と

っ
て

教
育

的
効

果
を

上
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
一

部
の

教
員

の
担

当
と

な
ら

な
い

よ
う

教
職

員
が

一
体

と
な

っ
て

連
携

を
図

っ
た

り
、

各
校

の
実

態
に

応
じ

て
重

要
性

と
有

用
性

を
啓

発
、

働
き

か
け

を
し

た
り

し
て

い
き

ま
す
。

基
本

目
標

Ⅲ
　

質
の

高
い

学
校

教
育

の
推
進

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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施
策

２
　

地
域

に
開

か
れ

た
魅

力
あ

る
学

校
づ
く

り
、

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

の
推
進

P
5
4

○
教

育
課

程
の

積
極

的
な

公
開

と
学

校
・

家
庭

・
地
域

が
一

体
と

な
っ

た
教

育
の

推
進

・
教

育
課

程
の

計
画

・
実

施
・

評
価
の

段
階

を
積

極
的

に
公

開
し

、
学

校
と
し

て
の

説
明

責
任

を
果

た
し

ま
す
。

・
各

校
に

お
い

て
、

学
校

運
営

協
議

会
を

開
催

し
て

教
育

課
程

の
公

開を
行

い
、

学
校

評
価

を
と

お
し

て
毎

年
度

教
育

課
程

の
計

画
・

実
施

に
つい

て
の

評
価

や
見

直
し

を
行

い
、

そ
の

評
価

結
果

等
を

公
開

し
ま

し
た。

学 教

・
児

童
生

徒
、

家
庭

、
地

域
の

実
態

に
即

し
た

教
育

課
程

を
各

校
で

計
画

し
、

保
護

者
や

地
域

の
理

解
を

得
な

が
ら

教
育

活
動

を
実

施
し

ま
し

た
。

ｂ

・
保

護
者

や
地

域
へ

情
報

を
積

極
的

に
公

開
す

る
と

と
も

に
、

連
携

・
協

働
の

観
点

か
ら

も
「

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

」
の

実
現

に
向

け
、

教
育

課
程

の
編

成
や

地
域

と
の

連
携

に
つ

い
て

指
導

し
て

い
き

ま
す
。

〇
学

校
・

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

学
力

向
上

・
生
徒

指
導

対
策

の
推
進

・
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

や
地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

を
目

指
し
、

特
色

を
生

か
し

た
教

育
課

程
を

編
成
し

ま
す
。

・
各

校
に

お
い

て
、

学
校

応
援

団
と

の
連

携
を

図
り

、
教

育
活

動
に

地域
の

教
育

力
を

取
り

入
れ

る
取

組
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

校
だ

よ
り

等
を

学
校

Ｈ
Ｐ

で
公

開
し

、
地

域
へ

学
校

の
運

営
方

針や
教

育
活

動
を

積
極

的
に

発
信

し
ま

し
た
。

学 教

・
各

小
・

中
学

校
と

も
学

習
指

導
要

領
に

則
り

、
創

意
工

夫
し

な
が

ら
、

学
校

応
援

団
や

学
校

運
営

協
議

会
委

員
と

の
連

携
を

図
り

、
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

ｂ

・
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
推

進
に

努
め

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
指

導
・

助
言

を
行

い
、

各
校

が
地

域
の

力
を

学
校

の
教

育
活

動
に

生
か

す
よ

う
促

し
て

い
き

ま
す
。

〇
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
利

用
し

た
情

報
発

信
の

推
進

・
保

護
者

や
地

域
に

対
し

て
学

校
の
活

動
に

係
る

情
報

を
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
等

を
利

用
し

て
積

極
的

に
発

信
し

、
学
校

運
営

の
改

善
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に
、

学
校

公
開

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
で
、

地
域

へ
教

育
活

動
に

つ
い

て
発

信
し
ま

す
。

・
各

校
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
学

校
の

情
報

や
児

童
生

徒
の

活
動

状
況

につ
い

て
掲

載
し

、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
い

ま
し

た。
・

学
校

だ
よ

り
や

学
年

だ
よ

り
等

の
定

期
的

な
発

行
を

促
し

、
保

護
者や

地
域

に
情

報
発

信
を

行
い

ま
し

た
。

学 教

・
学

校
公

開
を

工
夫

し
て

行
う

と
と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
各

種
た

よ
り

に
よ

る
積

極
的

な
情

報
発

信
を

促
し

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

家
庭

や
地

域
と

の
共

通
理

解
を

図
り

な
が

ら
教

育
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
今

後
も

、
時

代
や

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
情

報
発

信
の

在
り

方
を

検
討

し
な

が
ら

、
保

護
者

や
地

域
に

向
け

た
情

報
発

信
の

方
法

に
つ

い
て

指
導

・
助

言
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

〇
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

の
研

究
・

推
進

・
「

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

」
の
実

現
に

向
け

、
学

校
運

営
協

議
会

に
お
い

て
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

総
掛

か
り
で

当
事

者
意

識
を

も
っ

て
取

り
組

め
る
よ

う
熟

議
を

重
ね

、
新

し
い

時
代

に
求
め

ら
れ

る
学

校
教

育
の

充
実

と
発

展
を
図

り
ま

す
。

・
各

小
・

中
学

校
に

お
い

て
、

年
間

５
回

程
度

（
書

面
開

催
を

含
む

）学
校

運
営

協
議

会
を

実
施

し
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

で
目

指
す

児
童

生
徒像

を
共

有
し

、
課

題
等

に
つ

い
て

協
議

・
議

論
を

重
ね

ま
し

た。
※

石
戸

小
・

西
中

は
合

同
開

催
　

学
校

に
よ

っ
て

は
教

職
員

も
参加

・
各

校
の

管
理

職
及

び
学

校
運

営
協

議
会

委
員

を
対

象
に

、
北

本
市コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

研
修

会
を

実
施

し
ま

し
た。

学 教

・
学

校
運

営
協

議
会

を
計

画
的

に
実
施

し
、

各
委

員
か

ら
学

校
の

教
育

活
動

に
つ

い
て

意
見

や
助

言
を

い
た

だ
き

、
各

校
の

教
育

活
動

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
全

校
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

を
推

進
す

る
た

め
、

先
行

導
入

校
の

取
組

を
全

校
で

共
有

し
、

よ
り

よ
い

在
り

方
や

進
め

方
を

引
き

続
き

検
討

し
て

い
き

ま
す
。
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施
策

３
　

教
職

員
の

資
質

の
向
上

P
5
5

○
教

職
員

研
修

の
充
実

・
各

校
の

教
職

員
間

で
の

研
修

を
推
進

し
、

教
職

員
相

互
の

連
携

と
指

導
力
を

高
め

ま
す
。

・
小

中
一

貫
教

育
に

よ
り

合
同

研
修

会
や

校
種

間
の

交
流

を
複

数
回

実施
し

ま
し

た
。

・
若

手
教

員
の

た
め

の
教

師
力

ビ
ル

ド
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

、
生

徒
指

導教
育

相
談

中
級

研
修

会
、

「
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
研

究
（

年
間５

回
実

施
）

を
実

施
し

ま
し

た
。

学 教

・
教

職
員

の
相

互
連

携
と

指
導

力
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
９

年
間

を
見

通
し

た
系

統
性

を
意

識
し

た
授

業
を

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

・
小

・
中

学
校

の
教

員
が

チ
ー

ム
を
組

み
、

義
務

教
育

９
年

間
に

お
け

る
発

達
の

段
階

や
系

統
性

を
重

視
し

て
研

究
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
中

学
校

区
で

の
研

究
を

進
め

る
こ

と
で

、
学

区
内

の
児

童
生

徒
の

実
態

に
あ

わ
せ

た
課

題
を

発
見

し
、

解
決

の
た

め
に

小
中

学
校

両
教

員
が

協
同

し
て

研
修

で
き

る
よ

う
に

努
め
ま

す
。

特
に

、
教

職
員

の
負

担
軽

減
や

不
登

校
等

、
教

育
課

題
に

即
し

た
研

究
を

さ
ら

に
推

進
し

ま
す
。

○
教

職
員

の
人

事
交

流
の

推
進

・
広

域
的

か
つ

計
画

的
な

人
事

交
流
や

兼
務

に
よ

り
、

教
職

員
の

視
野

を
広

め
、

職
務

経
験

を
豊

か
に

す
る

こ
と

で
、

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
を

推
進
し

ま
す
。

・
学

校
運

営
の

活
性

化
と

教
職

員
の

資
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
当

初人
事

方
針

に
係

る
計

画
を

定
め

、
他

市
町

と
積

極
的

に
広

域
的

か
つ

計
画的

な
人

事
交

流
を

実
施

す
る

と
共

に
、

英
語

専
科

教
員

や
小

中
一

貫
教

育等
に

係
る

兼
務

教
員

を
配

置
し

ま
し

た
。

学 教

・
人

事
方

針
に

基
づ

く
計

画
的

な
人

事
交

流
推

進
、

兼
務

発
令

の
充

実
に

よ
り

、
教

職
員

の
資

質
向

上
と

学
校

運
営

の
活

性
化

を
よ

り
一

層
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
退

職
者

や
再

任
用

教
員

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

の
教

職
員

の
年

齢
構

成
等

に
十

分
配

慮
し

た
上

で
、

人
事

交
流

を
積

極
的

に
推

進
し

ま
す
。

○
校

内
に

お
け

る
教

職
員

間
の

学
び

あ
い

研
修

、
学
び

ジ
ョ

ン
研

修
の

推
進

・
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
、

ベ
テ

ラ
ン

教
職

員
を

手
本

と
し
た

若
手

教
職

員
へ

の
教

育
技

術
の

伝
承
を

推
進

す
る
。

・
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

特
別

支
援

教
育

に
焦

点
を

当
て

、ベ
テ

ラ
ン

と
中

堅
・

若
手

、
特

別
支

援
学

級
担

当
と

通
常

学
級

担
当

と
が積

極
的

に
情

報
共

有
を

し
ま

し
た

。
５

回
の

研
修

の
中

で
研

究
を

深
め

、最
終

回
で

は
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

テ
ー

マ
を

設
け

発
表

会
を

行
い

、
市

内
教員

に
披

露
し

ま
し

た
。

学 教

・
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
報

告
を

全
校

で
共

有
し

、
成

果
を

市
内

に
広

め
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

新
し

い
時

代
に

求
め

れ
る

教
職
員

の
資

質
・

能
力

の
向

上
に

向
け

、
引

き
続

き
学

び
ジ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
効

果
的

に
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

○
働

き
方

改
革

の
推

進
及

び
教

職
員

事
故

防
止

の
徹
底

【
令

和
６

年
度

重
点

項
目
】

・
教

職
員

の
倫

理
確

立
に

係
る

委
員
会

の
実

効
性

を
高

め
、

教
職

員
事

故
絶
無

を
目

指
し

、
研

修
会

の
実

施
や

ス
テ
ッ

カ
ー

作
成

等
の

啓
発

活
動

を
行

い
、
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

・
教

職
員

の
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

教
職

員
事

故
防

止
強

化
期

間を
設

け
、

各
校

で
研

修
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
４

月
全

校
実

施
）

・
倫

理
確

立
に

係
る

委
員

会
で

事
故

防
止

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

活
用

し、
教

職
員

事
故

防
止

の
啓

発
活

動
を

行
い

ま
し

た
。

全
校

に
お

い
て

、
ＩＣ

カ
ー

ド
に

よ
る

客
観

的
な

方
法

に
よ

る
在

校
時

間
の

把
握

を
行

い
、

市教
委

に
お

い
て

集
計

し
た

個
票

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

に
よ

り
、各

教
職

員
に

各
自

の
在

校
時

間
を

意
識

さ
せ

ま
し

た
。

学 教

・
倫

理
確

立
委

員
会

を
中

心
に

、
事

故
防

止
の

事
例

研
究

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
教

職
員

の
意

識
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
各

校
独

自
の

工
夫

し
た

取
組

や
教

育
委

員
会

の
取

組
で

、
月

あ
た

り
の

勤
務

時
間

外
在

校
時

間
が

４
５

時
間

以
下

の
教
員

が
、

小
学

校
で

は
月

平
均

約
３

４
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

て
約

７
９
%
に

、
中

学
校

で
は

約
７

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
て

約
５

５
%
と

な
り

、
大

幅
な

成
果

を
得

る
こ

と
が

で
き
ま

し
た
。

b

・
教

職
員

事
故

絶
無

を
目

指
し

、
教

職
員

一
人

一
人

の
当

事
者

意
識

を
高

め
、

教
育

公
務

員
と

し
て

の
自

覚
を

も
っ

た
行

動
を

促
す

た
め

の
取

組
を

継
続

し
て

い
き

ま
す
。

・
在

校
時

間
の

正
確

な
把

握
に
努

め
、

業
務

を
整

理
し

、
教

職
員

に
在

校
時

間
に

係
る

意
識

を
高

め
る

こ
と

で
、

子
供

と
向

き
合

う
時

間
が

確
保

で
き

る
よ

う
に

努
め

ま
す
。
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○
学

校
衛

生
管

理
の

充
実

・
衛

生
推

進
者

の
資

質
の

向
上

を
図
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
健

康
診

断
結
果

へ
の

適
切

な
指

導
し

、
心

身
の

健
康
管

理
に

努
め

ま
す
。

・
管

理
職

及
び

教
職

員
へ

心
の

健
康

に
つ

い
て

意
識

づ
け

す
る

た
め

、県
か

ら
の

資
料

を
各

校
へ

適
宜

情
報

提
供

し
ま

し
た
。

・
各

校
に

お
い

て
、

学
校

医
（

健
康

管
理

医
）

と
連

携
を

図
り

、
教

職員
の

健
康

診
断

結
果

か
ら

適
切

な
指

導
を

受
け

ら
れ

る
機

会
を

設
定

す
ると

と
も

に
、

悩
み

を
共

有
で

き
る

職
場

づ
く

り
に

努
め

ま
し

た。
・

研
修

会
を

実
施

し
、

職
場

の
衛

生
管

理
を

推
進

し
て

い
け

る
人

材
の育

成
に

努
め

ま
し

た
。

学 教

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

会
を

実
施

す
る

な
ど

し
、

管
理

職
及

び
教

職
員

へ
心

の
健

康
に

つ
い

て
意

識
付

け
が

で
き

ま
し

た
。

・
教

職
員

の
健

康
診

断
結

果
を

も
と

に
、

学
校

医
の

協
力

の
も

と
、

面
談

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
安

心
し

て
働

け
る

環
境

づ
く

り
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
引

き
続

き
、

研
修

会
等

を
実
施

し
、

管
理

職
及

び
教

職
員

の
心

の
健

康
を

守
れ

る
よ

う
努

め
て

い
き
ま

す
。

・
今

後
も

学
校

医
と

の
連

携
を

密
に

し
、

教
職

員
が

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
が

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
き

ま
す
。

○
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
適

切
な

利
活

用
に

関
す

る
研

修
の

推
進

・
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現
に

向
け

た
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

等
の

環
境

整
備
を

受
け

、
求

め
ら

れ
て

い
る

『
「

先
進
的

な
学

び
」

の
可

能
性

を
開

く
、

形
に
す

る
、

そ
し

て
、

も
の

に
す

る
』

こ
と
を

目
的

と
し

、
利

活
用

に
つ

い
て

研
究
を

行
い

ま
し

た
。

・
「

先
進

的
な

学
び

の
推

進
と

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
学

び
の

継
承

」に
つ

い
て

、
従

来
の

教
育

活
動

に
い

か
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

効
果

的
に

活
用し

て
教

育
活

動
を

す
る

か
、

と
い

う
視

点
で

積
極

的
な

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

活用
し

た
教

育
実

践
を

推
進

し
ま

し
た
。

学 教

・
教

員
の

教
育

力
向

上
と

負
担

軽
減

の
両

面
に

焦
点

を
当

て
、
1
人

１
台

端
末

の
機

能
や

特
性

、
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

を
活

用
し

た
個

別
最

適
な

学
び

や
協

働
的

な
学

び
の

推
進

を
行

う
こ

と
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
引

き
続

き
本

市
の

課
題

で
あ

る
教

員
に

よ
る

活
用

度
合

い
の

差
の

是
正

に
向

け
、

よ
い

実
践

を
共

有
し

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
利

活
用

を
前

向
き

に
取

り
組

め
る

よ
う

支
援

し
て

い
き
ま

す
。

施
策

４
　

教
育

環
境

の
整

備
・

充
実

P
5
7

○
安

全
に

配
慮

し
た

学
校

施
設

の
管

理
と

整
備

の
推
進

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項

目
】

・
施

設
内

外
の

危
険

箇
所

や
老

朽
化
し

た
施

設
・

設
備

の
把

握
に

努
め

、
適
切

な
改

修
を

推
進

し
ま

す
。

・
西

小
学

校
Ａ

棟
４

階
に

位
置

す
る

外
国

語
教

室
（

ハ
ロ

ー
ル

ー
ム

）に
空

調
設

備
を

新
設

し
ま

し
た
。

・
東

小
学

校
に

お
い

て
、

老
朽

化
し

た
高

架
水

槽
を

更
新

し
ま

し
た。

・
宮

内
中

学
校

に
あ

る
プ

ー
ル

外
周

の
ブ

ロ
ッ

ク
塀

を
撤

去
し

、
フ

ェン
ス

に
交

換
し

ま
し

た
。

・
西

中
学

校
Ａ

棟
４

階
に

位
置

す
る

地
域

活
動

室
に

空
調

設
備

を
新

設し
ま

し
た
。

教 総

・
適

切
な

施
設

運
営

の
た

め
に

、
計

画
的

な
設

備
工

事
を

進
め

ま
し

た
。

・
学

校
施

設
の

危
険

箇
所

の
除

去
及

び
老

朽
化

し
た

設
備

更
新

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

引
き

続
き

、
施

設
の

老
朽

化
の
状

況
を

確
認

し
、

改
修

・
更

新
の

優
先

性
を

見
極

め
な

が
ら

進
め

て
い

き
ま

す
。

○
学

校
施

設
の

有
効

活
用

の
推
進

・
各

小
学

校
の

余
裕

教
室

や
地

域
活
動

室
で

放
課

後
子

ど
も

教
室

を
実

施
し
ま

す
。

・
子

供
た

ち
が

地
域

社
会

の
中

で
心

豊
か

に
健

や
か

に
育

ま
れ

る
よ

う、
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
協

力
の

も
と

、
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

を
利用

し
て

、
放

課
後

に
自

主
的

な
学

習
活

動
や

体
験

活
動

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動な
ど

を
全

て
の

小
学

校
で

行
い

ま
し

た
。

生 学

・
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

で
「

放
課

後
子

ど
も

教
室

」
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

子
供

た
ち

の
健

全
育

成
を

図
る

と
と
も

に
、

学
校

施
設

を
有

効
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b

・
ス

タ
ッ

フ
の

人
材

確
保

及
び

質
の

向
上

に
向

け
、

広
報

と
研

修
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
持

続
可

能
な

運
営

体
制

や
方

法
の

再
構

築
に

努
め

ま
す
。
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○
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

し
た

学
習

形
態

の
工
夫

・
研
究

・
開

放
的

で
明

る
い

施
設

を
用

い
て
、

子
供

た
ち

の
元

気
な

活
動

を
充

実
さ
せ

ま
す
。

・
各

校
の

施
設

に
お

い
て

、
必

要
性

に
合

わ
せ

多
目

的
室

等
の

オ
ー

プン
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

し
、

学
習

形
態

の
工

夫
を

す
る

な
ど

、
学

習
環

境
を整

え
な

が
ら

、
学

習
活

動
を

展
開

し
ま

し
た
。

学 教

・
学

年
集

会
等

の
各

行
事

や
発

表
や

活
動

中
心

の
授

業
等

に
お

い
て

、
開

放
的

な
環

境
の

中
、

意
欲

的
に

の
び

の
び

活
動

す
る

子
供

た
ち

の
姿

が
見

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

子
供

た
ち

一
人

一
人

に
合

っ
た
課

題
を

明
確

に
し

、
適

切
な

指
導
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

○
高

等
学

校
等

の
入

学
準

備
金

貸
付

事
業

の
推
進

・
経

済
的

な
支

援
を

必
要

と
す

る
家
庭

に
対

し
、

高
校

、
大

学
等

の
入

学
金
を

無
利

子
で

貸
し

付
け

る
こ

と
で

、
就
学

の
機

会
を

得
や

す
く

し
ま

す
。

・
入

学
準

備
金

に
つ

い
て

、
大

学
等

３
件

、
高

等
学

校
１

件
、

計
４

件、
1
,
4
0
0
,
0
0
0円

の
貸

し
付

け
を

行
い

ま
し

た
。

・
入

学
準

備
金

貸
付

事
業

に
つ

い
て

、
市

の
広

報
紙

に
よ

り
周

知
を

行い
ま

し
た

。
（

１
１

月
号
）

学 教

・
入

学
準

備
金

の
貸

し
付

け
に

よ
り

、
進

学
に

係
る

支
出

の
一

部
を

希
望

ど
お

り
に

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
貸

し
付

け
に

つ
い

て
、

今
後

も
広

報
紙

に
よ

る
周

知
を

行
い

ま
す
。

・
貸

付
金

の
回

収
に

つ
い

て
は

、
返

済
が

滞
納

し
て

い
る

家
庭

へ
の

勧
奨

を
行

い
ま

す
。

○
私

立
幼

稚
園

助
成

金
補

助
事

業
の

推
進

・
幼

稚
園

の
教

材
費

に
助

成
金

を
支
給

す
る

こ
と

で
、

社
会

環
境

の
変

化
に
よ

り
、

重
要

な
位

置
に

あ
る

幼
児

教
育
の

振
興

と
幼

稚
園

で
の

学
習

内
容

を
更
な

る
充

実
を

図
り

ま
す
。

・
私

立
幼

稚
園

助
成

金
に

つ
い

て
、

市
内

３
園

の
私

立
幼

稚
園

（
対

象園
児

数
：
6
1
7人

）
に

対
し

、
総

額
1
5
6
,
6
8
0円

を
支

給
し

ま
し

た
。

学 教
・

助
成

金
の

支
給

に
よ

り
、

幼
児

教
育
に

必
要

な
教

材
の

充
実

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

ｂ
・

私
立

幼
稚

園
に

対
し

、
今

後
も
同

様
に

助
成

金
を

交
付

し
、

幼
児

教
育

の
充

実
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
就

学
援

助
制

度
の

周
知

及
び

支
援

・
経

済
的

な
理

由
に

よ
っ

て
教

育
の
機

会
が

失
わ

れ
な

い
よ

う
に

、
保

護
者
に

対
し

て
、

学
用

品
費

や
給

食
費

等
の
一

部
を

助
成

し
、

経
済

的
な

負
担

の
軽
減

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
制

度
の

周
知
に

努
め

ま
す
。

・
就

学
援

助
費

に
つ

い
て

、
小

学
校

１
５

７
人

、
1
2
,
8
8
4
,
8
5
8円

、
中
学

校
１

１
８

人
、
9
,
2
7
2
,
6
3
2円

の
支

給
を

し
ま

し
た
。

・
新

入
学

児
童

・
生

徒
に

対
し

、
新

入
学

学
用

品
費

を
入

学
前

に
支

給し
ま

し
た
。

学 教

・
就

学
援

助
費

の
支

給
に

よ
り

、
就

学
に

係
る

保
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
制

度
の

周
知

を
図

る
た

め
、

新
入

学
説

明
会

時
や

在
校

生
に

対
し

、
通

知
を

配
布

し
ま

す
。

・
広

報
紙

及
び

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
ま

す
。

○
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
事

業
の

推
進

・
小

・
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に
在

籍
す

る
児

童
生

徒
の

保
護

者
に

対
し
、

学
用

品
費

や
給

食
費

等
の

一
部

を
助
成

し
経

済
的

な
負

担
を

軽
減

し
、

特
別
支

援
教

育
の

振
興

を
図

り
ま

す
。

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

に
つ

い
て

、
小

学
校

４
８

人、
1
,
6
5
8
,
4
8
9円

、
中

学
校

２
２

人
、
5
2
1
,
0
6
0円

を
支

給
し

ま
し

た
。

学 教

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

事
業

の
推

進
に

よ
り

、
就

学
に

係
る

経
済

的
負

担
を

十
分

に
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

特
別

支
援

教
育

学
級

に
在

籍
す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
制

度
の

案
内

を
実

施
し

ま
す
。
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○
大

学
進

学
等

に
お

け
る

給
付

型
奨

学
金

給
付

事
業
の

実
施

【
新

規
】

・
新

た
な

学
び

に
対

し
て

意
欲

が
あ
る

学
生

や
ス

ポ
ー

ツ
や

文
化

的
活

動
に
お

い
て

資
質

能
力

の
向

上
を

目
指

す
学
生

に
対

し
、

経
済

的
理

由
に

よ
り

進
学
を

断
念

す
る

こ
と

な
く

修
学

の
機

会
を
得

ら
れ

る
よ

う
給

付
型

奨
学

金
制

度
を
実

施
い

た
し

ま
す

。
【

新
規
】

・
給

付
型

奨
学

金
に

つ
い

て
、

令
和

６
年

度
入

学
・

在
学

者
３

件、
1
,
0
2
5
,
4
0
0円

、
令

和
７

年
度

入
学

者
７

件
、
1
,
4
0
0
,
0
0
0円

を
支

給
し
ま

し
た
。

学 教

・
給

付
型

奨
学

金
制

度
の

導
入

に
よ

り
、

大
学

等
へ

の
進

学
に

係
る

経
済

的
負

担
を

十
分

に
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

制
度

の
周

知
を

図
る

た
め

、
広
報

紙
及

び
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

し
て

制
度

の
案

内
を

実
施

し
ま

す
。

施
策

５
　

学
校

経
営

の
改

革
推
進

P
5
9

○
学

校
の

組
織

体
制

の
整

備
・

充
実

・
校

長
に

よ
る

学
校

経
営

ビ
ジ

ョ
ン
の

明
確

な
提

示
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の
発

揮
に

よ
り

、
教

職
員

の
共

通
理

解
の
も

と
、

学
校

経
営

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

教
職

員
集

団
を

取
り

ま
と

め
る
主

幹
教

諭
や

中
堅

教
職

員
な

ど
の

ミ
ド
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

つ
い

て
支

援
し
ま

す
。

・
特

色
あ

る
学

校
経

営
を

推
進

す
る

た
め

、
各

校
長

が
学

校
教

育
目

標の
具

現
化

・
具

体
策

を
示

し
、

特
色

あ
る

取
組

等
を

示
し

た
グ

ラ
ン

ド
デザ

イ
ン

を
作

成
し

ま
し

た
。

そ
し

て
、

教
職

員
に

明
示

し
て

目
標

及
び

目標
具

現
化

の
た

め
の

具
体

策
を

共
有

し
ま

し
た
。

・
責

任
あ

る
役

職
を

任
せ

る
こ

と
で

リ
ー

ダ
ー

の
自

覚
を

高
め

る
た

め、
小

・
中

学
校

に
主

幹
教

諭
（

９
名

）
を

配
置

す
る

と
と

も
に

中
堅

教
職員

を
校

務
分

掌
の

主
担

当
と

し
て

配
置

し
、

力
量

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、校
長

や
教

頭
に

ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
促

し
ま

し
た。

学 教

・
校

長
が

経
営

ビ
ジ

ョ
ン

と
運

営
計

画
を

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

で
明

示
し

、
教

職
員

が
共

通
理

解
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

と
し

て
教

育
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
学

校
課

題
研

究
で

主
幹

教
諭

や
教

務
主

任
、

各
主

任
が

中
心

と
な

り
、

組
織

的
な

課
題

解
決

に
向

け
て

着
実

に
取

り
組

ま
れ

ま
し

た
。

ｂ

・
今

後
も

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、

学
校

組
織

と
し

て
特

色
あ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

・
若

手
教

職
員

が
急

増
し

、
年

齢
構

成
の

二
極

化
が

顕
著

な
た

め
、

引
き

続
き

主
幹

教
諭

や
中

堅
教

職
員

等
の

ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
育

成
を

充
実
さ

せ
、

組
織

力
の

向
上

を
目

指
し
ま

す
。

○
学

校
運

営
に

係
る

情
報

公
開

の
推
進

・
学

校
公

開
、

学
校

だ
よ

り
、

Ｈ
Ｐ
等

に
よ

り
、

各
小

・
中

学
校

の
様

子
を
発

信
し

、
学

校
経

営
に

つ
い

て
、

保
護
者

等
へ

積
極

的
に

情
報

発
信

を
行

い
ま

す
。

・
各

校
で

、
学

校
だ

よ
り

や
Ｈ

Ｐ
の

活
用

、
保

護
者

会
、

学
級

懇
談

会、
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

や
役

員
会

、
学

校
公

開
日

等
の

開
催

の
機

会
を

活
用

し
、学

校
経

営
に

関
す

る
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
い

ま
し

た。
・

教
育

活
動

全
般

に
つ

い
て

、
学

校
評

価
と

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い、

そ
の

結
果

を
公

開
し

ま
し

た
。

学 教

・
様

々
な

媒
体

・
機

会
を

活
用

し
、

学
校

評
価

・
学

校
経

営
・

日
々

の
教

育
活

動
の

様
子

を
、

計
画

的
に

情
報

発
信

・
公

開
し

ま
し

た
。

ｂ

・
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

を
進

め
、

メ
ー

ル
配

信
（

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

機
能

）
や

学
校

Ｈ
Ｐ

で
随

時
情

報
発

信
す

る
こ

と
、

分
か

り
や

す
く

一
貫

性
の

あ
る

情
報

発
信

に
つ

い
て

指
導

し
、

積
極

的
に

情
報

を
発

信
す

る
よ

う
促

し
ま

す
。

○
全

職
員

を
対

象
に

し
た

人
事

評
価

制
度

の
活
用

・
様

々
な

教
育

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

す
べ

て
の

教
職

員
の

力
を

結
集
し

て
目

指
す

学
校

像
の

実
現

を
図

り
ま

す
。

・
教

職
員

一
人

一
人

が
教

育
課

題
の

解
決

に
向

け
教

科
指

導
、

学
年

・学
級

経
営

、
生

徒
指

導
、

そ
の

他
の

校
務

等
の

年
度

の
目

標
と

そ
の

方
策を

立
て

る
と

と
も

に
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

行
動

の
重

点
項

目
を

設
定

し
、

達成
度

の
評

価
と

課
題

の
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
校

長
、

教
頭

と
の

面
談を

と
お

し
て

校
長

の
目

指
す

学
校

像
の

実
現

に
全

教
職

員
で

取
り

組
み

まし
た

。

学 教

・
教

職
員

が
校

長
の

目
指

す
学

校
像

の
実

現
と

連
鎖

し
た

目
標

を
定

め
、

校
長

が
計

画
的

に
人

事
評

価
を

行
う

こ
と

で
、

教
職

員
が

自
ら

の
教

育
活

動
を

評
価

し
資

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

各
校

の
教

育
課

題
を

明
確

に
し
、

目
指

す
学

校
像

の
実

現
に

向
け

、
今

後
も

よ
り

丁
寧

に
人

事
評

価
制

度
を

活
用

し
て

い
き

ま
す
。
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施
策

１
　

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充

実
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

　
　

　
　

施
策

３
　

子
供

の
読

書
活

動
の

推
進

　
　

　
　

施
策

４
　

地
域

活
動

室
事

業
と

学
校

応
援

団
の

活
用

の
推

進

基
本

目
標

Ⅳ
家

庭
・

地
域

の
教

育
力

の
向

上

　
主

に
保

護
者

が
子

供
た

ち
に

基
本
的

な
生

活
習

慣
や

倫
理

観
、

自
制

心
や

自
立

心
な

ど
を

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
に

行
う

、
家

庭
教

育
に

関
す

る
学

習
機

会
の

充
実

と
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

　
ま

た
、

こ
ど

も
図

書
館

等
を

活
用
し

て
、

親
子

で
読

書
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

な
ど

、
子

供
の

読
書

活
動

の
推

進
を

図
り

ま
す
。

　
さ

ら
に

、
地

域
活

動
室

事
業

と
学
校

応
援

団
の

活
動

の
推

進
を

と
お

し
て

地
域

と
の

絆
を

深
め

、
地

域
の

教
育

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

の
充

実
を

図
り
ま

す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

の
充
実

と
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推
進

P
6
1

○
家

庭
教

育
支

援
の

講
座

事
業

の
充

実
【

※
令

和
６
年

度
重

点
項

目
】

・
家

庭
の

教
育

力
を

よ
り

向
上

さ
せ
る

た
め

、
入

学
前

児
童

の
保

護
者

対
象
の

子
育

て
講

演
会

等
を

実
施

し
ま

す
。

・
子

供
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
子

育
て

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

いた
だ

く
た

め
、

小
学

校
入

学
前

の
子

供
を

持
つ

保
護

者
を

対
象

に
「

新
入学

児
童

を
も

つ
親

と
し

て
の

心
が

ま
え

」
「

子
ど

も
の

権
利

を
大

事
に

する
子

供
と

の
か

か
わ

り
方

」
な

ど
の

子
育

て
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
（計

7
回

開
催

、
延

べ
4
1
6人

参
加
）

生 学

・
小

学
校

の
就

学
時

健
診

の
実

施
時

間
に

合
わ

せ
て

、
子

育
て

講
座

を
実

施
し

、
多

く
の

保
護

者
に

講
座

を
受

け
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
子

育
て

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b

・
子

供
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
子

育
て

を
一

層
理

解
し

て
い

た
だ

く
た

め
、

子
育

て
講

座
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
当

該
講

座
に

つ
い

て
時

代
の

要
請

な
ど

を
踏

ま
え

、
よ

り
充

実
し

た
内

容
に

し
て

い
き

ま
す
。

○
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推
進

・
教

育
講

演
会

等
、

事
業

の
活

性
化
を

図
る

と
と

も
に

、
各

小
・

中
学

校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ

が
相

互
に

情
報

交
換

し
、

協
力
で

き
る

よ
う

、
北

本
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会
に

対
す

る
支

援
を

行
い

ま
す
。

・
家

庭
教

育
セ

ミ
ナ

ー
「

ハ
ー

ト
ピ

ア
2
1
」

（
ハ

ー
ト

ピ
ア
2
1
実

行
委
員

会
主

催
／

市
教

委
と

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

で
組

織
）

の
開

催
に

あ
た

り
、

会場
の

提
供

及
び

企
画

・
運

営
を

支
援

し
ま

し
た

。
（
1
1
月

3
0
日

、
G
.
G
.佐

藤
氏

「
失

敗
の

な
い

人
生

に
成

功
は

な
い

〜
念

の
先

に
あ

る
も

の
〜

」
、9
2

人
参

加
）

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
員

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

、
各

小
・

中
学

校
の

Ｐ
Ｔ

Ａに
お

い
て

テ
ー

マ
を

定
め

て
企

画
・

運
営

す
る

家
庭

教
育

学
級

を
補

助
金交

付
に

よ
り

支
援

し
ま

し
た

。
（
6
回

開
催

、
延

べ
2
0
1人

参
加
）

・
北

本
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会
(
安

全
活

動
、

文
化

教
養

活
動

、
研

修
な

ど
)
を

支
援

す
る

た
め

、
補

助
金
2
9
0
,
0
0
0円

を
交

付
し

ま
し

た
。

生 学

・
事

業
の

共
催

や
委

託
、

補
助

金
の

交
付

な
ど

、
様

々
な

方
法

で
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

を
支

援
し

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ハ

ー
ト

ピ
ア
2
1
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
「

失
敗

を
お

そ
れ

ず
に

何
事

に
も

挑
戦

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま
し

た
。

気
持

ち
が

と
て

も
前

向
き

に
な

り
、

元
気

が
出

る
セ

ミ
ナ

ー
で

し
た

。
」

な
ど

の
意

見
が

あ
り

、
成

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
・

よ
り

主
体

的
な

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の
推

進
を

図
る

た
め

、
助

言
や

情
報

提
供

等
の

支
援

を
充

実
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

２
　

地
域

の
教

育
推

進
体

制
の

充
実

P
6
2

○
自

然
体

験
活

動
等

の
推
進

・
地

域
性

を
生

か
し

た
自

然
体

験
活
動

等
の

取
組

を
推

進
し

ま
す
。

・
春

の
自

然
観

察
(
5
月

1
日

～
3
1
日

)
4
0名

、
夏

の
自

然
観

察
(
7
月

1
日

～
8

月
3
1
日

)
1
1
4名

、
秋

の
自

然
観

察
(
1
0月

1
日

～
1
1
月

3
0
日

)
6
8名

、
冬
の

自
然

観
察

ビ
ン

ゴ
(
1
月

4
日

～
2
月

2
8
日

)
3
6名

、
遊

歩
道

や
せ

せ
ら

ぎ
な

ど
場

内
を

く
ま

な
く

回
り

、
季

節
毎

に
見

ら
れ

る
昆

虫
や

植
物

を
観

察す
る

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
野

草
の

リ
ー

ス
づ

く
り

や
門

松
づ

く
り

な
ど

、
様

々
な

イ
ベ

ン
ト、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
ま

し
た
。

生 学

・
野

外
活

動
、

体
験

学
習

な
ど

を
と

お
し

て
環

境
保

護
へ

の
意

識
啓

発
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
野

外
活

動
、

体
験

学
習

な
ど

を
と

お
し

て
健

康
増

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

b
・

今
後

も
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

、
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

と
と
も

に
、

多
く

の
方

に
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
広

く
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

基
本

目
標

Ⅳ
　

家
庭

・
地

域
の

教
育

力
の

向
上

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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○
放

課
後

子
ど

も
教

室
事

業
の

推
進

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
と

学
童

保
育
室

の
児

童
が

北
本

市
放

課
後

子
ど

も
総
合

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

共
通

プ
ロ

グ
ラ
ム

に
参

加
す

る
活

動
を

推
進

し
て

い
き
ま

す
。

・
全

て
（
7
小

学
校

）
の

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
、

学
童

保
育

室
と

の共
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

各
１

回
ず

つ
実

施
し

ま
し

た
（

延
べ

参
加

者
数2
8
0

人
、

放
課

後
1
1
5人

、
学

童
1
6
5人

）
。

生 学

・
放

課
後

子
ど

も
教

室
と

学
童

保
育

室
の

児
童

の
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

b
・

地
域

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

）
と
の

連
携

を
密

に
し

、
事

業
へ

の
理

解
・

関
心

を
深

め
て

、
継

続
的

に
地

域
の

人
材

の
参

画
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
青

少
年

の
健

全
育

成
活

動
の

促
進

・
青

少
年

の
健

全
育

成
に

係
る

情
報
交

換
会

を
設

け
る

な
ど

、
関

係
団

体
の
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

・
県

の
青

少
年

非
行

・
被

害
防

止
特

別
強

調
月

間
に

合
わ

せ
て

、
北

本駅
を

中
心

に
非

行
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

し
、

啓
発

活
動

を
行

い
まし

た
。

（
7
月

3
日

実
施
）

・
北

本
市

青
少

年
育

成
市

民
会

議
の

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

補
助金

7
5
0
,
0
0
0円

を
交

付
し

ま
し

た
。

・
「

郷
土

き
た

も
と

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

活
動

を
通

し
て

、
青

少
年

の健
全

育
成

及
び

青
少

年
の

ふ
る

さ
と

意
識

の
高

揚
を

図
る

た
め

、
青

少
年ふ

る
さ

と
学

習
事

業
を

北
本

市
青

少
年

育
成

市
民

会
議

に
委

託
し

ま
し

た。

生 学

・
北

本
駅

を
中

心
に

非
行

防
止

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
効

果
的

な
啓

発
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
青

少
年

ふ
る

さ
と

学
習
(
北

本
太

鼓
か

ば
ざ

く
ら

、
少

年
少

女
合

唱
団
)
を

と
お

し
て

、
ふ

る
さ

と
意

識
の

高
揚

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

さ
ら

に
幅

広
い

参
加

を
募

り
、
青

少
年

の
健

全
育

成
の

啓
発

を
深

め
る

た
め

に
助

言
や

情
報

提
供

等
の

支
援

を
充

実
し

て
い

き
ま

す
。

○
学

校
公

開
の

実
施

・
学

校
公

開
の

実
施

を
と

お
し

て
、
教

育
に

対
す

る
地

域
の

理
解

を
深

め
、
関

心
を

高
め

ま
す
。

・
学

校
教

育
に

対
し

て
の

理
解

を
深

め
て

い
た

だ
く

た
め

、
各

校
で

保護
者

や
地

域
の

方
を

対
象

に
、

児
童

生
徒

の
様

子
や

学
校

の
環

境
を

公
開す

る
学

校
公

開
を

行
い

ま
し

た
。

・
学

校
運

営
協

議
会

で
は

、
委

員
で

あ
る

地
域

の
方

に
も

授
業

を
参

観し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

学 教

・
学

校
公

開
に

よ
り

、
教

職
員

が
工

夫
し

て
教

育
実

践
を

行
う

様
子

や
、

児
童

生
徒

が
学

習
し

た
り

発
表

し
た

り
す

る
姿

を
保

護
者

や
地

域
の

方
々

に
ご

覧
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

学
校

や
地

域
の

実
態

に
合

わ
せ

て
、

適
切

な
時

期
と

回
数

を
検

討
し

な
が

ら
、

開
か

れ
た

学
校

を
目

指
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

３
　

子
供

の
読

書
活

動
の

推
進

P
6
3

○
読

書
に

親
し

む
機

会
の

提
供

と
充
実

・
お

は
な

し
会

を
定

期
的

に
実

施
す
る

と
と

も
に

、
季

節
毎

の
各

種
行

事
に
お

い
て

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

や
読

み
聞

か
せ
を

実
施

し
ま

す
。

・
絵

本
の

読
み

き
か

せ
（
2
1
回

）
、

定
例

お
は

な
し

会
等

（
1
5
5回

）
を

実
施

し
ま

し
た
。

生 学

・
お

は
な

し
会

を
行

い
、

利
用

者
に

読
書

へ
の

動
機

付
け

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

他
に

も
出

前
お

は
な

し
会

な
ど

、
で

き
る

限
り

の
事

業
を

実
施

し
ま

し
た
。

ｂ

・
子

供
の

読
書

活
動

を
推

進
す

る
市

民
団

体
と

連
携

し
て

、
お

は
な

し
会

や
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

子
供

が
読

書
に

親
し

む
機

会
を

増
や

し
て

い
き

ま
す
｡
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○
読

書
環

境
の

整
備

・
充
実

　

・
子

供
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

た
読
書

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

、
気

兼
ね
な

く
乳

幼
児

を
図

書
に

親
し

ま
せ

る
こ
と

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
、

こ
ど

も
図

書
館

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

・
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
を

年
間
2
1
回

（
参

加
者
5
3
人

）
、

お
は

な
し

会
・

イ
ベ

ン
ト

を
年

間
1
5
5回

（
参

加
者
1
,
5
5
2人

）
開

催
す

る
と

と
も

に
、

テ
ー

マ
ご

と
に

図
書

の
展

示
会

を
年

間
1
1
8回

開
催

し
ま

し
た
。

・
図

書
を

新
規

に
1
,
8
7
9点

購
入

し
、

蔵
書

の
充

実
を

図
り

ま
し

た
。

生 学

・
各

団
体

と
調

整
を

図
り

、
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

お
は

な
し

会
・

イ
ベ

ン
ト

等
に

子
供

や
保

護
者

が
参

加
す

る
こ

と
が
で

き
、

本
に

親
し

み
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

蔵
書

を
増

や
し

、
よ

り
多

く
の

本
に

親
し

め
る

機
会

を
提

供
し

ま
し

た
。

ｂ

・
こ

ど
も

図
書

館
の

蔵
書

構
成

に
注

意
を

払
い

、
子

供
や

保
護

者
が

興
味

関
心

を
持

っ
て

様
々

な
分

野
の

図
書

に
ふ

れ
ら

れ
る

よ
う

、
指

定
管

理
者

と
協

力
し

て
選

書
に

取
り

組
み
ま

す
。

・
北

本
市

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

読
書

活
動

の
推

進
と

環
境

整
備

に
努

め
て

い
き

ま
す
。

施
策

４
　

地
域

活
動

室
事

業
と

学
校

応
援

団
の
活

動
の

推
進

P
6
4

○
地

域
活

動
室

事
業

の
推
進

・
地

域
活

動
室

に
関

す
る

周
知

を
行

い
、

地
域

住
民

の
参

加
を

促
す

と
と
も

に
、

児
童

生
徒

と
地

域
住

民
の

交
流
を

支
援

し
て

地
域

活
動

室
の

活
性

化
を
図

り
ま

す
。

・
令

和
６

年
度

は
、

市
内

各
小

・
中

学
校

に
お

い
て

、
４

５
７

回
の

活用
が

あ
り

ま
し

た
。

・
地

域
活

動
室

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

地
域

と
学

校
と

の連
絡

調
整

を
行

い
ま

し
た
。

学 教

・
地

域
活

動
室

の
活

用
に

つ
い

て
地

域
住

民
へ

周
知

を
行

い
、

積
極

的
な

活
用

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
引

き
続

き
地

域
活

動
室

の
効

果
的

な
活

用
が

で
き

る
よ

う
、

学
校

だ
よ

り
等

に
よ

る
周

知
の

工
夫

と
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

用
に

よ
り

、
地

域
交

流
を

促
進

し
ま

す
。

○
学

校
応

援
団

の
活

動
の

推
進

【
※

令
和

６
年

度
重
点

項
目
】

・
児

童
生

徒
の

学
習

支
援

、
安

全
の
見

守
り

、
学

校
清

掃
活

動
や

美
化

活
動

等
、

地
域

の
教

育
力

の
活

用
を

図
り
ま

す
。

・
各

校
の

実
態

に
応

じ
、

学
習

支
援

、
見

守
り

活
動

、
美

化
活

動
等

に地
域

の
方

に
参

加
し

て
い

た
だ

く
な

ど
、

積
極

的
に

活
用

し
ま

し
た。

学 教

・
地

域
の

方
の

経
験

に
基

づ
く

指
導

に
児

童
生

徒
が

意
欲

を
も

っ
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

見
守

り
活

動
や

美
化

活
動

へ
参

加
い

た
だ

い
た

こ
と

で
、

安
全

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
負

担
軽

減
に

も
つ

な
が

っ
て

い
ま

す
。

ｂ

・
今

後
も

、
継

続
的

に
地

域
の

教
育

力
を

学
校

教
育

に
取

り
入

れ
て

い
く

た
め

に
「

開
か

れ
た

学
校

づ
く

り
」

を
推

進
し

、
地

域
の

理
解

と
協

力
を

得
ら

れ
る

よ
う

努
め

て
い

き
ま

す
。

40



　
　

　
　

施
策

１
　

生
涯

学
習

に
よ

る
生

涯
学

習
の

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

　
　

　
　

施
策

２
　

学
習

施
設

の
整

備
・

運
営

の
充

実

　
　

　
　

施
策

３
　

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進

　
　

　
　

施
策

４
　

文
化

芸
術

活
動

の
推

進

基
本

目
標

Ⅴ
生

涯
学

習
と

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興

　
市

民
が

生
涯

を
通

じ
て

学
習

・
ス
ポ

ー
ツ

を
す

る
こ

と
が

で
き

、
学

習
・

活
動

を
し

た
成

果
が

適
切

に
評

価
さ

れ
、

社
会

に
還

元
さ

れ
る

よ
う

な
生

涯
学

習
に

よ
る

生
涯

学
習

の
ま

ち
づ
く

り
の

実
現

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

活
動

の
拠

点
と

な
る

学
習

施
設

の
整

備
・

運
営

の
充

実
に

努
め

ま
す

。
　

ま
た

、
市

民
へ

の
文

化
芸

術
活

動
の

発
表

の
場

の
提

供
や

地
域

文
化

の
振

興
を

と
お

し
て

、
市

民
の

文
化

芸
術

活
動

を
推

進
し

ま
す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

生
涯

学
習

に
よ

る
生

涯
学

習
の

ま
ち
づ

く
り

の
推

進
P
6
7

○
生

涯
学

習
啓

発
活

動
の

充
実

・
市

の
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
を
活

用
し

た
、

生
涯

学
習

啓
発

活
動

の
充
実

に
努

め
ま

す
。

・
市

の
広

報
紙

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

、
市

民
大

学
き

た
も

と
学

苑
、

大学
公

開
講

座
、

市
役

所
出

前
講

座
、

き
た

も
と

ピ
ア

ノ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ルの

開
催

案
内

を
掲

載
し

、
参

加
を

募
り

ま
し

た
。

・
市

内
で

活
動

す
る

グ
ル

ー
プ

・
サ

ー
ク

ル
情

報
を

掲
載

し
ま

し
た

。ま
た

、
大

学
公

開
講

座
、

き
た

も
と

ピ
ア

ノ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
お

い
て、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

申
込

を
実

施
し

ま
し

た
。

生 学

・
市

内
外

か
ら

多
く

の
参

加
者

を
募

集
す

る
こ

と
が

で
き

、
生

涯
学

習
の

学
習

環
境

に
つ

い
て

、
Ｐ

Ｒ
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
広

報
紙

及
び

市
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
利

用
し

た
生

涯
学

習
啓

発
活

動
に

努
め

る
と

と
も

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

た
参

加
申

込
を

実
施

し
、

参
加

し
や

す
い

環
境

整
備

を
継

続
し

ま
す
。

○
学

習
情

報
の

収
集

及
び

相
談

体
制

の
整
備

・
市

民
や

関
係

団
体

の
様

々
な

学
習

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

学
習

情
報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
学

習
機

会
や
講

師
に

関
す

る
相

談
に

対
し

適
切

に
紹
介

で
き

る
よ

う
、

人
財

情
報

バ
ン

ク
の
充

実
を

図
り

相
談

体
制

の
整

備
を

行
い
ま

す
。

・
市

民
の

生
涯

学
習

活
動

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
た

め
、

市
内

で
活

動す
る

グ
ル

ー
プ

・
サ

ー
ク

ル
の

情
報

、
刊

行
物

の
案

内
、

公
民

館
等

の
案内

を
ま

と
め

た
生

涯
学

習
に

係
る

総
合

的
な

情
報

誌
を

発
行

（5
0
0部

作
成

）
し

、
公

民
館

等
の

生
涯

学
習

拠
点

施
設

に
お

い
て

配
布

し
ま

し
た。

ま
た

、
人

財
情

報
バ

ン
ク

へ
の

登
録

者
数

は
、
8
4
人

と
な

り
、

昨
年

か
ら

7
人

減
少

し
て

い
ま

す
。

生 学

・
市

内
で

活
動

す
る

団
体

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
市

民
に

生
涯

学
習

活
動

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
、

人
材

情
報

バ
ン

ク
登

録
者

増
加

に
努

め
、

講
師

を
人

材
情

報
バ

ン
ク

か
ら

紹
介

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

生
涯

学
習

情
報

誌
を

適
宜

見
直

し
、

新
鮮

な
情

報
を

発
信

す
る

と
と

も
に

人
財

情
報

バ
ン

ク
の

更
新

を
行

い
ま

す
。

○
市

民
大

学
き

た
も

と
学

苑
の

充
実

・
市

民
一

人
一

人
が

ラ
イ

フ
ス

タ
イ
ル

に
合

わ
せ

て
学

習
機

会
を

選
び

参
加
で

き
る

市
民

大
学

き
た

も
と

学
苑

の
充
実

を
図

り
ま

す
。

・
市

民
が

互
い

に
学

び
、

支
え

合
い

、
交

流
を

深
め

る
た

め
、

市
民

大学
き

た
も

と
学

苑
の

運
営

に
助

言
と

支
援

を
行

い
、

市
民

の
学

習
機

会
の拡

充
を

図
り

ま
し

た
。
(
市

民
大

学
き

た
も

と
学

苑
、
1
9
5講

座
、
2
,
0
3
9人

受
講

　
※

前
年

比
で
2
0
講

座
の

増
加

、
1
7
2人

の
増

加
）

生 学

・
様

々
な

分
野

の
講

座
を

幅
広

く
開

催
で

き
た

こ
と

で
、

市
民

に
生

涯
学

習
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

多
彩

な
講

座
を

開
催

す
る

こ
と
に

努
め

る
と

と
も

に
、

多
く

の
方

に
受

講
し

て
も

ら
え

る
よ

う
広

く
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

○
市

役
所

出
前

講
座

の
開
設

・
市

民
団

体
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き
、

団
体

が
主

催
す

る
学

習
会

に
市

職
員
を

講
師

と
し

て
派

遣
す

る
市

役
所

出
前
講

座
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
ま

ち
づ

く
り

・
行

政
関

係
で
2
2
講

座
、

健
康

や
介

護
制

度
関

係
で
7
講

座
、

教
育

関
係

で
6
講

座
な

ど
の

合
計
3
5
講

座
を

開
設

し
、

市
民

か
ら
の

要
望

に
よ

り
3
5
回

の
講

座
を

実
施

し
、

昨
年

度
よ

り
3
講

座
増

加
し

ま
し

た
。

生 学

・
様

々
な

分
野

の
講

座
を

幅
広

く
開

催
で

き
た

こ
と

で
、

市
民

に
生

涯
学

習
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

幅
広

い
ジ

ャ
ン

ル
の

講
座

が
開
設

で
き

る
よ

う
に

関
係

部
署

と
の

調
整

を
図

っ
て

い
き

ま
す
。

基
本

目
標

Ⅴ
　

生
涯

学
習

と
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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○
大

学
公

開
講

座
の

開
催

及
び

内
容

の
充
実

・
市

民
に

高
度

で
専

門
的

な
学

習
機
会

を
提

供
す

る
大

学
公

開
講

座
の

充
実
に

努
め

ま
す
。

・
市

民
に

高
度

で
専

門
的

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

大
学

公
開

講
座

を実
施

し
ま

し
た

。
（

日
本

薬
科

大
学

公
開

講
座

（
2
回

）
、

武
蔵

丘
短

期
大

学
（
1
回

・
健

康
寿

命
を

延
ば

す
　

　
　

　
　
6
0
人

・
痛

み
を

和
ら

げ
る

　
　

　
　

　
　
3
8
人

・
防

災
に

ソ
ナ

エ
ル

　
　

　
　

　
　
1
7
人

生 学
・

専
門

的
な

学
習

機
会

を
市

民
に

提
供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

講
座

参
加

者
か

ら
の

意
見

を
参
考

に
し

な
が

ら
、

市
民

の
ニ

ー
ズ
に

合
っ

た
講

座
の

開
催

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○
子

ど
も

大
学

き
た

も
と

の
充
実

・
大

学
・

専
門

学
校

の
教

員
や

学
習
施

設
の

指
導

者
に

よ
る

専
門

的
な

講
義
や

体
験

活
動

を
通

じ
て

、
児

童
の

知
的
好

奇
心

を
引

き
出

す
学

習
の

機
会

を
提
供

し
ま

す
。

・
市

内
の

小
学
4
～

6
年

生
を

対
象

に
4
0
人

を
定

員
と

し
て

、
7
月

3
0
日

（
火

）
、
8
月

5
日

（
月

）
、
8
月

1
9
日

（
月

）
、
8
月

2
9
日

（
木

）
の
4
日

間
で
4
講

座
の

開
催

を
予

定
し

ま
し

た
。

1
日

目
「

仲
間

づ
く

り
ゲ

ー
ム

に
挑

戦
し

よ
う

！
」

2
日

目
「

３
６

０
度

カ
メ

ラ
と

あ
そ

ぼ
う

！
」

3
日

目
「

ゲ
ー

ム
で

学
ぼ

う
！

　
お

金
の

大
切

さ
」

4
日

目
「

相
手

の
魅

力
を

引
き

出
す

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
や

っ
て

みよ
う

！
」

・
2
0
人

の
参

加
が

あ
り

ま
し

た
。

生 学

・
子

供
た

ち
の

知
的

好
奇

心
を

刺
激

す
る

学
び

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

子
供

た
ち

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た
魅

力
あ

る
講

義
の

企
画

・
提

案
及

び
協

力
者

（
企

業
や

教
育

機
関

）
の

開
拓

に
努

め
ま

す
。

○
国

際
理

解
学

習
・

交
流

事
業

の
推
進

・
国

際
理

解
学

習
・

国
際

交
流

の
普
及

奨
励

と
、

国
際

交
流

の
場

の
創

出
を
目

的
と

し
た

国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

事
業
を

推
進

し
ま

す
。

・
国

際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
事

業
を

国
際

交
流

ラ
ウ

ン
ジ

委
員

会
に

委
託

し、
学

習
セ

ン
タ

ー
を

会
場

に
実

施
し

ま
し

た
。

＜
国

際
交

流
ラ

ウ
ン

ジ
委

員
会

実
施

事
業
＞

　
「

も
っ

と
知

ろ
う

友
達

の
国

」
3
回

開
催

　
日

本
語

指
導

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座
3
回

開
催

　
ふ

れ
あ

い
パ

ー
テ

ィ
ー

　
1
回

開
催

生 学
・

日
本

語
学

習
会

を
中

心
に

、
国

際
交
流

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ
・

今
後

も
日

本
語

学
習

会
を

中
心

に
、

国
際

交
流

の
普

及
を

目
的

と
し

た
国

際
ラ

ウ
ン

ジ
事

業
を

推
進

し
ま

す
。

施
策

２
　

学
習

施
設

の
整

備
・

運
営

の
充
実

P
6
9

○
中

央
公

民
館

・
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
運

営
の

充
実

・
だ

れ
も

が
幅

広
く

学
ぶ

学
習

機
会
の

充
実

を
図

り
、

生
涯

学
習

へ
の

意
識
を

高
め

ま
す
。

・
児

童
・

生
徒

、
高

齢
者

、
女

性
等

あ
ら

ゆ
る

年
齢

、
種

別
を

対
象

にし
た

各
種

講
座

、
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

生
涯

学
習

の
機

会
の

提
供

を
図り

ま
し

た
。

　
文

化
セ

ン
タ
ー

　
　

公
民

館
事

業
　

　
1
3
9日

　
3
,
2
9
3人

参
加

　
　

自
主

文
化

事
業

　
 
4
4日

　
3
,
1
7
7人

参
加

　
地

区
公

民
館

　
　

主
催

、
共

催
及

び
支

援
事

業
 
8
5
4日

　
3
9
,
0
0
2人

参
加

生 学

・
高

齢
者

学
級

に
つ

い
て

は
、

高
齢

者
の

意
欲

向
上

と
生

涯
学

習
の

推
進

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
親

子
参

加
の

講
座

を
実

施
す

る
こ
と

で
、

様
々

な
方

に
生

涯
学

習
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
高

齢
者

学
級

に
お

い
て

、
新

た
な

参
加

者
を

増
や

す
た

め
、

講
座

の
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

ま
す
。

・
若

い
世

代
の

参
加

を
増

や
す

た
め

に
、

休
日

の
講

座
の

実
施

な
ど

運
営

方
法

に
つ

い
て

研
究

し
て

い
き
ま

す
。
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○
各

種
文

化
事

業
の

充
実

と
展
開

・
地

域
文

化
の

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
、

本
市

の
文

化
事

業
の

理
念

や
市
民

ニ
ー

ズ
を

反
映

さ
せ

た
自

主
文

化
事
業

を
開

催
し

ま
す
。

・
市

民
が

優
れ

た
芸

術
・

文
化

に
触

れ
合

い
、

楽
し

む
機

会
を

創
出

する
た

め
、

星
ま

つ
り

コ
ン

サ
ー

ト
2
0
2
4、

東
京

音
楽

大
学

提
携

コ
ン

サ
ー
ト

等
を

開
催

し
、

市
民

に
良

質
な

音
楽

を
提

供
し

ま
し

た。
・

市
民

が
落

語
を

身
近

に
楽

し
め

る
「

き
た

も
と

　
さ

く
ら

亭
」

を
開催

し
ま

し
た
。

・
幼

児
と

子
育

て
世

代
を

対
象

に
、

情
操

を
育

成
す

る
子

ど
も

劇
場

を開
催

し
ま

し
た
。

生 学

・
落

語
を

楽
し

み
に

し
て

い
る

年
齢
層

に
、

楽
し

む
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
子

育
て

世
代

に
、

親
子

で
参

加
で

き
る

子
ど

も
劇

場
を

開
催

し
、

身
近

に
情

操
教

育
の

機
会

を
提

供
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

あ
ら

ゆ
る

世
代

の
市

民
が

優
れ
た

芸
術

文
化

に
直

接
ふ

れ
ら

れ
る
よ

う
、

様
々

な
企

画
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

○
野

外
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

の
充

実
【

※
令

和
６
年

度
重

点
項

目
】

・
野

外
活

動
や

体
験

活
動

を
行

う
た
め

の
施

設
と

し
て

有
効

活
用

さ
れ

る
よ

う
、

適
切

な
施

設
の

整
備

と
管

理
運
営

に
努

め
ま

す
。

・
適

切
な

施
設

の
維

持
管

理
を

図
る

た
め

、
施

設
設

備
の

日
常

・
定

期・
緊

急
点

検
等

を
適

切
に

実
施

し
、

破
損

箇
所

等
の

修
理

を
迅

速
に

行
うと

と
も

に
照

明
の
L
E
D化

・
緊

急
避

難
誘

導
灯

の
更

新
を

実
施

し
ま

し
た
。

生 学

・
設

備
点

検
及

び
迅

速
な

修
繕

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
や

体
験

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
で

施
設

が
有

効
活

用
さ

れ
ま

し
た
。

ｂ

・
施

設
の

一
部

で
経

年
劣

化
に

よ
る

不
具

合
が

発
生

し
て

い
る

た
め

、
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う
日

常
点

検
と

適
切

な
修

理
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

・
施

設
を

有
効

利
用

し
、

さ
ら

な
る

集
客

を
図

れ
る

よ
う

Ｐ
Ｒ

の
方

法
、

イ
ベ

ン
ト

内
容

な
ど

を
工

夫
し

て
い

き
ま

す
。

○
視

聴
覚

資
料

の
有

効
活
用

・
視

聴
覚

機
材

・
機

器
及

び
資

料
的
価

値
の

あ
る

映
像

の
有

効
活

用
を

図
り
ま

す
。

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
Ｄ

Ｖ
Ｄ

ソ
フ

ト
な

ど
の

視
聴

覚
機

器
・

ソ
フ

トに
つ

い
て

、
貸

し
出

し
を

行
い

ま
し

た
。

（
貸

出
件

数
　

機
器

：
1
件

、
ソ

フ
ト

：
1
4
4件

）

生 学

・
視

聴
覚

機
器

、
ソ

フ
ト

の
貸

し
出

し
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

学
習

活
動

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

引
き

続
き

図
書

館
で

資
料

的
価
値

の
あ

る
映

像
ソ

フ
ト

の
貸

し
出

し
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。

○
プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

の
運

営
の

充
実

・
幼

児
・

児
童

に
対

し
、

豊
か

な
情
操

を
は

ぐ
く

む
こ

と
を

目
的

と
し

て
実
施

す
る

団
体

投
影

の
内

容
の

充
実

を
図
り

ま
す
。

・
特

別
投

影
を

実
施

し
ま

し
た
。

　
忍

た
ま

乱
太

郎
～

土
星

め
ぐ

り
で

シ
ャ

ッ
タ

ー
チ

ャ
ン

ス
の

段～
9
3
人

　
ト

ビ
ー

と
虹

色
の

海
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　1
,
0
8
4人

生 学
・

リ
ク

エ
ス

ト
に

対
応

し
た

投
影

内
容
の

充
実

を
図

り
ま

し
た
。

ｂ
・

来
場

者
を

増
や

す
た

め
、

魅
力
あ

る
番

組
作

成
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

広
報

活
動

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○
図

書
館

運
営

の
充
実

・
市

民
の

読
書

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

地
域

や
市

民
の

課
題

解
決

に
必
要

な
各

種
資

料
や

情
報

の
整

備
・

充
実
に

努
め

ま
す
。

・
図

書
館

資
料

の
整

備
・

充
実

を
図

り
ま

し
た

。
（

新
規

購
入

図
書

資料
中

央
図

書
館
6
,
8
4
0点

、
こ

ど
も

図
書

館
1
,
8
7
9点

）
・

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
中

央
図

書
館2
,
8
26

件
、

こ
ど

も
図

書
館
5
,
0
6
1件

）

生 学

・
図

書
資

料
の

整
備

・
充

実
を

図
っ

た
ほ

か
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
こ

と
で

利
用

者
の

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

ｂ

・
蔵

書
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

他
の

公
立

図
書

館
と

の
相

互
貸

借
の

制
度

等
を

活
用

し
、

充
実

し
た

読
書

活
動

が
行

え
る

よ
う

支
援

し
て

い
き

ま
す
。
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施
策

３
　

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推
進

P
7
1

○
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推
進

市
民

が
年

齢
や

性
別

、
障

が
い

の
有
無

に
関

係
な

く
、

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
ス

ポ
ー

ツ
関

係
団
体

と
連

携
を

図
り

、
様

々
な

大
会

や
教
室

の
開

催
に

努
め

ま
す
。

多
く

の
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

大
会

や
教

室
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

指
導

者
で

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

を
活

用し
て

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
開

催
す

る
等

、
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

機
会を

提
供

し
ま

し
た
。

生 学
市

民
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
す

る
機

会
を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
多

く
の

大
会

や
教

室
が

開
催

で
き
る

よ
う

引
き

続
き

関
係

団
体

の
支

援
を

し
て

い
き

ま
す
。

○
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
環

境
の

整
備
・

充
実

・
体

育
セ

ン
タ

ー
が

ス
ポ

ー
ツ

施
設
と

し
て

有
効

活
用

さ
れ

る
よ

う
、

適
切
な

整
備

と
管

理
運

営
に

努
め

ま
す

。
ま

た
、

学
校

体
育

施
設

を
多

く
の

市
民
が

身
近

な
ス

ポ
ー

ツ
の

場
と

し
て

活
用
で

き
る

よ
う

に
施

設
開

放
の

充
実

に
取
り

組
み

ま
す
。

体
育

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

特
定

天
井

等
改

修
工

事
の

実
施

に
よ

り、
利

用
者

数
が

減
少

し
ま

し
た
。

ま
た

、
市

内
の

小
中

学
校

の
屋

内
、

屋
外

運
動

場
を

開
放

し
、

多
く

の団
体

が
利

用
し

ま
し

た
。

生 学

体
育

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

あ
た

っ
て

は
、

安
全

安
心

な
利

用
を

市
民

に
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

学
校

の
施

設
開

放
に

あ
た

っ
て

は
、

市
民

に
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

す
る

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b
引

き
続

き
市

民
に

安
全

安
心

な
利
用

を
い

た
だ

け
る

よ
う

に
努

め
ま

す
。

○
ス

ポ
ー

ツ
体

制
の

支
援

【
※

令
和

６
年

度
重

点
項
目

】

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
関

係
団

体
を

育
成
す

る
と

と
も

に
、

活
動

を
支

え
る

指
導
者

の
育

成
・

支
援

に
努

め
ま

す
。

北
本

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
、

北
本

市
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

、
北

本
市

レ
クリ

エ
ー

シ
ョ

ン
協

会
に

補
助

金
を

交
付

し
、

活
動

を
支

援
す

る
よ

う
努

めま
し

た
。

北
本

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
　

加
盟

団
体

数
1
0
9団

体
、

加
盟

人
数
2
,
6
3
1名

北
本

市
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

　
加

盟
団

体
数
1
4
団

体
、

加
盟

人
数
3
9
3名

北
本

市
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
協

会
　

加
盟

団
体

数
6
団

体
、

加
盟

人
数
2
1
4

名

生 学

各
団

体
が

活
動

す
る

こ
と

で
本

市
の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

普
及

が
推

進
さ

れ
ま
し

た
。

b
引

き
続

き
支

援
を

継
続

し
て

い
き
ま

す
。
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施
策

４
　

文
化

芸
術

活
動

の
推
進

P
7
3

○
市

民
文

化
祭

の
開
催

・
市

民
に

文
化

芸
術

の
発

表
の

場
を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

文
化

芸
術

に
親
し

む
人

々
の

輪
を

広
げ

る
た

め
、

市
民
文

化
祭

を
開

催
し

ま
す
。

・
第
5
8
回

市
民

文
化

祭
芸

術
展

を
開

催
し

ま
し

た
。

　
1
0
月

2
5
日

～
2
7
日

、
出

品
点

数
6
4
4点

、
来

場
者

数
1
,
8
8
5人

・
第
5
9
回

市
民

文
化

祭
文

化
の

つ
ど

い
を

開
催

し
ま

し
た
。

　
1
1
月

9
日

、
1
0
日

、
2
4
日

　
出

演
団

体
4
6
団

体
、

来
場

者
数
2
,
4
3
4人

生 学

・
「

芸
術

展
」

に
お

い
て

は
、

市
民

の
文

化
意

識
を

高
め

る
と

と
も

に
、

出
品

者
相

互
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

・
「

文
化

の
つ

ど
い

」
に

お
い

て
は

、
出

演
す

る
全

団
体

が
運

営
委

員
会

に
参

加
し

な
が

ら
、

市
民

の
文

化
活

動
の

育
成

及
び

相
互

の
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

ｂ

・
よ

り
多

く
の

方
か

ら
の

出
品

と
来

場
し

て
い

た
だ

く
た

め
、

企
画

及
び

広
報

活
動

を
さ

ら
に

充
実

し
て

い
き

ま
す
。

・
文

化
の

つ
ど

い
の

運
営

方
法

に
つ

い
て

、
出

演
団

体
が

よ
り

参
画

し
や

す
い

検
討

を
行

い
ま

す
。

○
文

化
団

体
等

の
活

動
の

支
援

・
文

化
団

体
等

が
行

う
事

業
活

動
に
つ

い
て

名
義

後
援

等
を

行
い

、
団

体
等
の

活
動

を
支

援
し

ま
す
。

・
各

種
文

化
団

体
等

が
主

催
す

る
発

表
会

等
に

つ
い

て
、

名
義

後
援

を実
施

し
ま

し
た
。

生 学

・
事

前
連

絡
や

各
種

団
体

と
の

調
整

を
密

に
と

り
、

各
文

化
団

体
が

そ
の

特
徴

を
生

か
し

た
活

動
を

行
う

こ
と

を
促

す
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b
・

文
化

団
体

が
さ

ら
に

幅
広

く
活
動

で
き

る
よ

う
に

配
慮

し
て

い
き
ま

す
。
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施
策

１
　

文
化

財
保

護
の

調
査

と
研

究

　
　

　
　

施
策

２
　

文
化

財
の

保
存

と
管

理

　
　

　
　

施
策

３
　

文
化

財
の

啓
発

と
活

用

　
　

　
　

施
策

４
　

郷
土

芸
能

の
継

承
と

支
援

基
本

目
標

Ⅵ
文

化
財

保
護

の
推

進

　
地

域
で

長
く

培
わ

れ
て

き
た

北
本
の

歴
史

・
伝

統
・

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
、

次
の

世
代

に
守

り
伝

え
る

た
め

、
貴

重
な

重
要

遺
跡

や
石

造
物

、
古

文
書

、
民

具
な

ど
の

各
種

文
化

財
の
調

査
・

保
存

を
進

め
る

と
と

も
に

、
郷

土
芸

能
の

保
存

と
継

承
、

振
興

に
努

め
ま

す
。

　
ま

た
、

文
化

財
へ

の
理

解
を

深
め
、

こ
れ

を
活

用
す

る
た

め
、

文
化

財
の

情
報

の
発

信
と

啓
発

事
業

の
充

実
に

努
め

ま
す
。
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事 業
個

別
取

組
令

和
６

年
度

取
組

状
況

・
実

績

施
策

１
　

文
化

財
保

護
の

調
査

と
研
究

P
7
5

○
文

化
財

の
調

査
・

研
究

・
市

内
の

文
化

財
や

自
然

、
歴

史
文
化

に
ま

つ
わ

る
文

化
資

源
等

に
つ

い
て
、

学
識

経
験

者
や

専
門

機
関

等
と

連
携
し

な
が

ら
調

査
を

行
い

、
文

化
財

の
保
存

と
活

用
に

関
す

る
総

合
計

画
で

あ
る
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

の
策

定
に
取

り
組

み
ま

す
。

・
計

画
案

の
作

成
に

当
た

り
、

市
内

に
所

在
す

る
未

指
定

の
石

造
物

や、
近

代
の

歴
史

的
建

造
物

に
つ

い
て

現
地

調
査

を
行

い
、

結
果

を
ま

と
めた

リ
ス

ト
を

作
成

し
ま

し
た
。

・
文

化
財

に
対

す
る

市
民

の
意

識
調

査
の

た
め

、
市

内
の

小
学3
～

6
年

生
や

、
北

本
市

の
公

式
L
I
N
Eア

カ
ウ

ン
ト

登
録

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ
ー

ト
調

査
や

、
市

民
団

体
を

対
象

に
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

まし
た

。

文 化 財

・
市

民
等

の
視

点
や

意
見

を
踏

ま
え
つ

つ
、

市
や

文
化

財
等

に
関

す
る

現
状

や
課

題
を

把
握

・
整

理
す

る
こ

と
が

で
き

、
令

和
7
年

度
中

の
文

化
庁

へ
の

提
出

に
向

け
、

計
画

案
の

作
成

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

文
化

財
保

存
活

用
地

域
計

画
の
策

定
に

向
け

、
引

き
続

き
文

化
財

等
に

関
す

る
調

査
・

研
究

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○
埋

蔵
文

化
財

の
調
査

・
開

発
行

為
等

で
失

わ
れ

る
埋

蔵
文
化

財
に

つ
い

て
は

、
発

掘
調

査
を

行
い
、

調
査

報
告

書
を

刊
行

し
ま

す
。

・
個

人
専

用
住

宅
の

建
設

、
分

譲
住

宅
の

建
設

、
ア

パ
ー

ト
等

の
開

発事
業

に
伴

う
範

囲
確

認
調

査
を
3
5
件

実
施

し
、

遺
跡

の
範

囲
の

確
認

に
努
め

ま
し

た
。

・
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
に

お
け

る
開

発
事

業
に

先
立

ち
、4
件

（
庚

塚
遺

跡
第
3
次

、
勝

林
遺

跡
、

諏
訪

山
南

遺
跡

第
2
次

、
堀

ノ
内

館
跡

第
4
次

）
の

発
掘

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

文 化 財

・
文

化
財

保
護

法
に

則
り

、
事

業
者

・
地

権
者

と
協

議
・

調
整

を
行

い
、

開
発

事
業

等
に

対
し

て
埋

蔵
文

化
財

の
適

切
な

取
扱

い
を

求
め

、
文

化
財

の
保

護
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
開

発
に

伴
う

発
掘

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
消

滅
し

て
し

ま
う

埋
蔵

文
化

財
に

つ
い

て
記

録
保

存
の

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
今

後
も

開
発

事
業

等
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

文
化

財
保

護
法

に
則

り
適

切
に

対
応

し
て

い
き

ま
す
。

・
試

掘
及

び
発

掘
調

査
が

増
加

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

専
門

職
員

の
採

用
に

つ
い

て
人

事
所

管
課

と
協

議
し

て
い

き
ま

す
。

基
本

目
標

Ⅵ
　

文
化

財
保

護
の

推
進

施 策

■
主

な
取

組
所 管 課

教
育

委
員

会
の

自
己

評
価

取 組 評 価

課
題

・
方

向
性

計 画 書
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○
指

定
文

化
財

に
か

か
る

調
査

研
究

・
指

定
文

化
財

の
候

補
と

な
る

リ
ス
ト

を
作

成
し

、
記

載
さ

れ
た

文
化

財
に
つ

い
て

の
重

要
性

や
希

少
性

を
評

価
し
、

指
定

に
向

け
て

取
り

組
み

ま
す
。

・
指

定
候

補
で

あ
る

「
石

戸
小

学
校

日
誌

」
及

び
「

田
島

家
文

書
」

につ
い

て
、

指
定

範
囲

の
検

討
に

向
け

て
調

査
を

進
め

、
文

化
財

保
護

審
議会

で
の

審
議

に
よ

り
こ

れ
ら

を
市

指
定

文
化

財
に

指
定

し
ま

し
た。

文 化 財

・
指

定
候

補
で

あ
る

文
化

財
の

調
査

を
進

め
、

新
た

に
2
件

を
市

指
定

文
化

財
と
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b

・
今

後
も

、
市

内
に

所
在

し
て

い
る

文
化

財
の

調
査

を
実

施
し

、
新

た
な

市
指

定
文

化
財

と
し

て
保

存
・

活
用

で
き

る
よ

う
に

努
め

ま
す
。

・
指

定
文

化
財

の
う

ち
、

破
損

や
劣

化
が

認
め

ら
れ

る
も

の
に

つ
い
て

は
、

修
復

及
び

復
元

し
、

適
切

に
保

存
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

○
重

要
遺

跡
の

調
査

・
研

究
【

※
令

和
６

年
度

重
点
項

目
】

・
国

指
定

史
跡

に
指

定
さ

れ
た

「
デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
」

＊
や

、
そ

の
関

連
遺
跡

に
関

す
る

内
容

確
認

調
査

等
を

継
続
し

て
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

に
つ

い
て

、
縄

文
時

代
後

期
前

半
の

集
落

の
範

囲を
確

認
す

る
た

め
の

内
容

確
認

調
査

を
実

施
し

ま
し

た。
・

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
及

び
宮

岡
氷

川
神

社
前

遺
跡

の
低

湿
地

部
で

土
壌調

査
を

実
施

し
ま

し
た

。
ま

た
、

今
回

の
調

査
の

土
壌

サ
ン

プ
ル

か
ら

得ら
れ

た
試

料
に

つ
い

て
分

析
調

査
を

行
い

ま
し

た
。

文 化 財

・
こ

れ
ま

で
調

査
で

き
て

い
な

か
っ

た
場

所
の

調
査

に
入

る
こ

と
が

で
き

、
集

落
が

現
在

想
定

し
て

い
る

範
囲

よ
り

も
さ

ら
に

北
側

に
広

が
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た
。

・
両

遺
跡

と
も

泥
炭

層
が

残
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

、
当

時
の

環
境

等
の

復
元

に
寄

与
す

る
デ

ー
タ

を
得

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
両

遺
跡

に
関

し
て

、
遺

跡
範

囲
や

年
代

に
関

す
る

新
た

な
知

見
を

得
る

な
ど

、
遺

跡
の

構
造

や
内

容
を

さ
ら

に
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
今

回
の

調
査

で
得

ら
れ

た
試

料
や

調
査

結
果

を
元

に
、

さ
ら

に
調

査
・

研
究

を
進

め
る

と
と

も
に

、
遺

跡
の

価
値

や
評

価
に

つ
い

て
、

市
民

に
向

け
て

広
く

啓
発

し
て

い
き

ま
す
。

・
「

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
」

や
「

御
茶

屋
」

跡
、

「
石

戸
城

跡
」

な
ど

の
重

要
遺

跡
に

つ
い

て
、

引
き

続
き
調

査
・

研
究

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

○
民

俗
文

化
財

の
調

査
・

研
究

・
教

育
委

員
会

が
所

有
し

て
い

る
民
俗

文
化

財
に

つ
い

て
、

そ
の

価
値

と
評
価

を
確

立
し

て
い

き
ま

す
。

・
人

々
の

生
活

を
伝

え
る

民
俗

文
化

財
(
民

具
)
に

つ
い

て
、

教
育

委
員
会

が
収

集
保

管
し

て
い

る
資

料
の

取
扱

い
方

針
を

文
化

財
保

護
審

議
会

と共
有

し
、

今
後

の
保

存
・

活
用

に
関

す
る

方
針

を
定

め
ま

し
た。

文 化 財

・
収

集
業

務
に

特
化

し
て

き
た

民
俗

文
化

財
の

取
扱

い
に

つ
い

て
、

市
の

有
識

者
で

構
成

さ
れ

る
文

化
財

保
護

審
議

会
と

方
針

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b

・
民

俗
文

化
財

の
具

体
的

な
分

類
作

業
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

・
体

系
化

を
図

り
資

料
化

が
完

了
し

た
民

具
に

つ
い

て
、

そ
の

価
値

と
評

価
を

行
い

、
市

指
定

文
化

財
候

補
と

し
て

検
討

を
行

い
ま

す
。

＊
デ

ー
ノ
タ

メ
遺

跡
・

・
・

「
デ
ー
ノ
タ
メ
」
は
、
北

本
市

を
南
北
に
流
れ

る
江

川
の
支

流
付
近

に
、
昭
和
４
０
年
代

ま
で
あ
っ
た
約
1
,0
0
0㎡

の
湧
水
池

の
名
前

。
遺

跡
は
縄

文
時
代

中
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
約
1
,5
0
0年

続

い
た
集

落
跡
で
、
中

期
の

環
状

集
落
は

関
東
最
大
級

。
低

地
遺
跡

を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
、
1
つ
の

遺
跡
で
環
境

と
生
活
様

式
の
変

化
を
見

通
せ
る
と
し
て
、
令
和

6年
10
月
1
1
日
に
国

指
定
史

跡
に
指

定
さ
れ

た
。
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施
策

２
　

文
化

財
の

保
存

と
管
理

P
7
6

○
郷

土
資

料
室

所
蔵

の
史
(
資

)
料

の
整

理
と

台
帳
化

・
市

民
の

求
め

に
応

じ
た

レ
フ

ァ
レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
に

対
応

で
き

る
管

理
を
行

い
ま

す
。

・
北

本
中

学
校

旧
B
棟

で
保

管
し

て
い

た
収

蔵
資

料
や

備
品

等
を

旧
栄
保

育
所

へ
移

し
、

郷
土

資
料

室
の

移
転

を
行

い
ま

し
た。

・
市

内
で

収
集

さ
れ

た
古

文
書

、
行

政
文

書
に

つ
い

て
リ

ス
ト

化
し

、閲
覧

等
に

対
応

で
き

る
よ

う
整

理
作

業
を

続
け

ま
し

た。

文 化 財

・
建

物
の

耐
震

性
の

不
足

や
老

朽
化

が
問

題
と

な
っ

て
い

た
北

本
中

学
校

旧
Ｂ

棟
か

ら
旧

栄
保

育
所

に
、
3
4
万

点
を

超
え

る
史

(
資

)
料

や
、

什
器

等
を

移
設

す
る

な
ど
、

郷
土

資
料

室
の

機
能

移
転

を
す

る
こ

と
が

で
き

、
収

蔵
資

料
や

備
品

等
の

保
護

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
リ

ス
ト

化
と

同
時

に
収

蔵
に

つ
い

て
も

工
夫

し
、

適
正

な
保

存
管

理
に

努
め

ま
し

た
。

a
・

移
転

の
完

了
し

た
郷

土
資

料
室
に

つ
い

て
、

適
切

に
市

民
の

利
用

に
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
引

き
続

き
資

料
の

整
理

等
を

図
り

ま
す
。

○
文

化
財

資
料

の
寄

贈
、

寄
託

の
対
応

・
積

極
的

な
対

応
に

努
め

、
資

料
の
散

逸
を

防
ぎ

ま
す
。

・
計
2
5
1点

か
ら

な
る

細
田

家
文

書
を

収
集

し
、

内
容

を
整

理
・

分
類し

た
目

録
を

作
成

し
ま

し
た
。

文 化 財

・
古

文
書

の
解

読
を

行
い

、
失

わ
れ

つ
つ

あ
る

民
俗

資
料

の
保

存
・

整
理

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
保

管
す

る
文

化
財

資
料

の
目

録
化

を
進

め
て

い
る

中
、

今
後

も
資

料
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
保

存
・

管
理

施
設

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
資

料
の
保

存
・

管
理

に
あ

た
っ

て
は

、
引

き
続

き
適

切
な

収
蔵

方
法

や
収

蔵
先

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

○
指

定
文

化
財

の
現

況
調

査
の

実
施

・
保

存
状

態
、

管
理

状
況

な
ど

を
把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

所
有

者
へ

の
助

言
、

修
繕

へ
の

補
助

な
ど

を
行

い
ま

す
。

・
個

人
所

有
の

指
定

文
化

財
に

つ
い

て
、

文
化

財
の

保
存

状
況

の
確

認を
行

い
ま

し
た
。

文 化 財

・
指

定
文

化
財

の
適

切
な

管
理

等
に

つ
い

て
、

文
書

に
よ

る
調

査
を

行
い

、
指

定
文

化
財

の
管

理
状

況
の

把
握

と
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ
・

指
定

文
化

財
の

適
正

な
保

存
・
管

理
・

活
用

を
図

る
た

め
、

指
定

文
化

財
の

現
状

を
確

認
す

る
た

め
の

調
査

を
行

い
ま

す
。

○
天

然
記

念
物

の
保

存
・

管
理

・
「

石
戸

蒲
ザ

ク
ラ

」
や

「
高

尾
カ
タ

ク
リ

自
生

地
」

な
ど

の
天

然
記

念
物
の

現
況

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要
に

応
じ

て
、

樹
木

医
な

ど
の

専
門

家
に
よ

る
診

断
な

ど
に

基
づ

き
、

適
切

な
管
理

を
行

い
ま

す
。

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

保
護

と
環

境
整

備
の

た
め

、
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
保

存検
討

委
員

会
を

開
催

し
、

専
門

家
に

意
見

を
あ

お
ぎ

な
が

ら
、

消
毒

作
業や

枯
損

木
の

処
理

、
老

朽
化

し
た

囲
柵

の
交

換
な

ど
、

適
切

な
管

理
を

行い
ま

し
た
。

・
「

高
尾

カ
タ

ク
リ

自
生

地
」

に
お

い
て

授
粉

作
業

や
採

種
と

と
も

に、
雑

木
林

の
管

理
を

年
間

を
通

じ
て

行
い

、
育

成
環

境
の

維
持

に
努

め
まし

た
。

文 化 財

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

老
朽

化
し

た
囲

柵
を

交
換

す
る

こ
と

に
よ

り
、

根
張

り
の

保
護

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
高

尾
の

カ
タ

ク
リ

に
つ

い
て

、
株

数
の

維
持

や
自

生
地

の
保

全
と

整
備

に
努

め
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

b

・
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
の

観
察

や
周

辺
整

備
を

実
施

し
、

本
木

の
樹

勢
維

持
に

努
め

ま
す
。

・
カ

タ
ク

リ
を

は
じ

め
と

す
る

植
物

文
化

財
の

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
市

内
で

新
た

な
天

然
記

念
物

の
指

定
候

補
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

図
り

ま
す
。
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○
民

俗
文

化
財

の
整

理
・

保
存

・
活
用

・
市

内
に

分
散

し
て

収
蔵

し
て

い
る
民

俗
文

化
財

を
1
ヶ

所
に

ま
と

め
て

管
理
し

ま
す
。

・
市

内
2
カ

所
に

分
散

し
て

い
た

民
俗

文
化

財
に

つ
い

て
、

郷
土

資
料室

の
移

転
に

合
わ

せ
て

移
設

を
行

い
、

旧
給

食
セ

ン
タ

ー
に

ま
と

め
て

収蔵
し

ま
し

た
。

文 化 財

・
民

俗
文

化
財

に
つ

い
て

、
資

料
の

全
て

を
1
カ

所
に

収
蔵

す
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

b

・
現

在
の

収
蔵

施
設

に
は

建
物

の
老

朽
化

等
の

問
題

が
あ

る
た

め
、

民
俗

文
化

財
の

保
存

に
あ

た
っ

て
は

、
引

き
続

き
適

切
な

収
蔵

先
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

○
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
史

跡
指

定
【

※
令

和
６

年
度
重

点
項

目
】

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
史

跡
指

定
に
つ

い
て

、
関

係
部

署
と

連
携

し
な

が
ら
、

実
現

に
向

け
て

事
業

を
実

施
し

て
い
き

ま
す
。

・
令

和
6
年

1
0
月

1
1
日

に
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

が
国

指
定

史
跡

に
指

定
さ
れ

ま
し

た
。

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

の
国

指
定

史
跡

へ
の

指
定

を
記

念
し

、
記

念
フ

ラッ
グ

や
懸

垂
幕

、
横

断
幕

を
設

置
し

、
遺

跡
の

周
知

を
図

り
ま

し
た

。ま
た

、
令

和
6
年

1
1
月

3
0
日

に
は

近
隣

市
町

首
長

や
関

係
者

等
を

招
き
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
国

史
跡

指
定

記
念

式
典

を
開

催
し

ま
し

た。

文 化 財

・
地

域
住

民
や

関
係

各
課

と
の

連
携

に
よ

り
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
を

国
指

定
史

跡
と

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
記

念
フ

ラ
ッ

グ
等

の
設

置
や

記
念

式
典

の
開

催
に

よ
り

、
遺

跡
に

つ
い

て
市

内
外

の
人

々
に

広
く

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
国

指
定

史
跡

と
な

っ
た

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
に

つ
い

て
、

保
存

活
用

計
画

の
策

定
や

普
及

啓
発

活
動

、
史

跡
の

整
備

な
ど

を
行

い
、

引
き

続
き

保
存

と
活

用
を

図
り

ま
す
。

施
策

３
　

文
化

財
の

啓
発

と
活
用

P
7
7

○
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
に

よ
る

文
化

財
の

情
報

発
信

・
文

化
財

の
情

報
や

最
新

の
調

査
成
果

に
つ

い
て

情
報

を
発

信
し

ま
す
。

・
「

広
報

き
た

も
と

」
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
デ

ー
ノ

タ
メ

遺跡
の

国
史

跡
指

定
特

集
記

事
や

、
企

画
展

・
縄

文
ま

つ
り

・
デ

ー
ノ

タ
メ遺

跡
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

案
内

を
掲

載
し

ま
し

た。
・

北
本

市
の

ふ
る

さ
と

納
税

型
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
活

用
して

実
施

さ
れ

た
事

業
で

あ
る

「
北

本
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

ズ
事

業
」

につ
い

て
、

事
業

提
案

者
の

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

埼
玉S
O
H
Oと

協
定

を
更

新
し

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

の
収

蔵
資

料
の

公
開

や
情

報
更

新
を

図り
ま

し
た
。

文 化 財

・
市

民
や

全
国

の
人

々
に

対
し

て
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
を

は
じ

め
と

す
る

縄
文

遺
跡

や
、

北
本

の
文

化
財

等
の

魅
力

を
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

b

・
今

後
も

「
広

報
き

た
も

と
」

な
ど

に
お

い
て

、
市

の
歴

史
や

自
然

に
つ

い
て

周
知

し
て

い
き

ま
す
。

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

や
石

戸
蒲

ザ
ク

ラ
な

ど
の

市
内

文
化

財
に

対
す

る
認

知
度

を
上

げ
て

い
き

ま
す
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
の

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
ン

ツ
の

活
用

を
研

究
し

て
い

き
ま

す
。
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○
文

化
財

の
展

示
・

公
開

・
活
用

・
市

内
の

貴
重

な
文

化
財

に
つ

い
て
展

示
な

ど
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に
、

発
掘

調
査

の
成

果
等

の
現

地
説

明
会
を

開
催

す
る

な
ど

、
地

域
学

習
に

寄
与
し

て
い

き
ま

す
。

・
市

庁
舎

１
階

に
展

示
ス

ペ
ー

ス
を

設
け

、
ス

ポ
ッ

ト
展

示
「

デ
ー

ノタ
メ

遺
跡

が
語

る
も

の
」

展
を

年
間

を
通

し
て

開
催

し
ま

し
た。

・
市

内
の

縄
文

遺
跡

に
関

す
る

子
ど

も
向

け
の

企
画

展
や

、
一

般
向

けの
縄

文
ま

つ
り

を
開

催
し

ま
し

た
。

・
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

に
関

す
る

国
指

定
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

しま
し

た
。

・
企

画
展

「
み

ん
な

で
知

ろ
う

！
き

た
も

と
の

縄
文

時
代

～
キ

ミ
も

未来
の

縄
文

博
士

！
？

～
」

　
　
8
月

2
0
日

～
2
9
日

　
延

べ
来

場
者

数
1
,
2
7
2名

・
き

た
も

と
縄

文
ま

つ
り
2
0
2
4　

　
1
1
月

3
0
日

・
国

指
定

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
デ

ー
ノ

タ
メ

遺
跡

―
巨

大
集

落
は

なぜ
継

続
で

き
た

の
か

―
」

　
　
3
月

9
日

　
延

べ
来

場
者

数
6
0
9名

文 化 財

・
常

設
の

展
示

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
こ

と
で

、
市

民
に

郷
土

の
歴

史
や

文
化

財
に

ふ
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

・
初

開
催

と
な

る
縄

文
ま

つ
り

や
、

企
画

展
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

を
通
じ

て
、

デ
ー

ノ
タ

メ
遺

跡
や

市
内

の
縄

文
遺

跡
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
る

と
と
も

に
、

文
化

財
保

護
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

a

・
今

後
も

、
文

化
財

の
普

及
啓
発

（
広

報
掲

載
・

周
知

）
の

機
会

を
増

や
せ

る
よ

う
、

関
係

課
と

連
携

し
な

が
ら

、
広

報
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

等
に

取
り

組
み

ま
す
。

○
文

化
財

の
学

習
支

援
・

啓
発

活
動

【
※

令
和

６
年
度

重
点

項
目
】

・
市

内
小

・
中

学
校

へ
の

出
張

授
業
事

業
や

フ
ィ

ー
ル

ド
学

習
の

充
実

に
努

め
、

学
校

教
育

支
援

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、

地
域

の
文

化
財

を
活

用
し

た
「
出

前
講

座
」

、
「

歴
史

講
座

」
等

の
開

催
・

支
援

に
努

め
、

生
涯

学
習

支
援
を

行
い

ま
す
。

・
学

校
と

の
連

携
に

よ
る

学
習

支
援

と
し

て
、

小
学

校
お

よ
び

中
学

校の
授

業
に

お
い

て
、

歴
史

散
策

に
よ

る
現

地
解

説
や

総
合

的
な

学
習

の
時間

で
の

講
座

な
ど

を
行

い
ま

し
た
。

・
地

域
と

の
連

携
に

よ
る

学
習

支
援

と
し

て
、

市
役

所
出

前
講

座
、

公民
館

等
が

主
催

す
る

歴
史

講
座

、
歴

史
探

訪
会

に
お

い
て

、
講

義
や

現
地解

説
等

を
行

い
ま

し
た
。

・
学

校
教

育
支

援
：

計
7
講

座
　

延
べ

参
加

者
数
3
5
5名

・
生

涯
学

習
支

援
：

計
3
6
講

座
　

延
べ

参
加

者
数
1
,
0
5
9名

文 化 財

・
学

校
と

連
携

を
図

り
、

体
験

学
習

や
出

前
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

児
童

生
徒

に
郷

土
の

歴
史

や
文

化
財

に
ふ

れ
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
市

内
の

文
化

財
に

つ
い

て
、

市
民

向
け

の
講

座
や

散
策

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
が

親
し

む
機

会
を

多
く

設
け

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

a

・
学

校
教

育
支

援
に

関
し

て
は

、
今

後
も

、
歴

史
的

資
料

や
文

化
財

等
を

活
用

し
た

体
験

学
習

、
出

前
講

座
等

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

・
生

涯
学

習
支

援
に

関
し

て
は

、
今

後
も

、
収

集
し

た
地

域
史

料
等

を
活

用
し

、
市

民
向

け
の

講
座

等
を

実
施

し
て

い
き

ま
す
。
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施
策

４
　

郷
土

芸
能

の
継

承
と

支
援

P
7
8

○
郷

土
芸

能
団

体
の

支
援

と
後

継
者

育
成

・
国

、
県

、
財

団
等

の
補

助
に

つ
い
て

情
報

を
集

め
、

団
体

の
支

援
に

つ
な
げ

る
よ

う
努

め
る

と
と

も
に

、
市

内
の

小
・

中
学

校
と

郷
土

芸
能

団
体

と
の
連

携
に

努
め

ま
す
。

・
国

、
県

の
補

助
制

度
に

加
え

て
、

民
間

団
体

か
ら

の
活

動
補

助
な

どの
情

報
を

各
団

体
へ

伝
え

、
申

請
等

の
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
後継

者
育

成
の

た
め

の
新

会
員

募
集

や
宣

伝
の

支
援

を
行

っ
て

き
ま

し
た。

・
小

中
学

校
へ

「
北

本
市

郷
土

芸
能

保
存

団
体

連
合

会
」

の
情

報
提

供を
行

い
ま

し
た
。

文 化 財

・
補

助
金

申
請

に
つ

い
て

、
定

例
の

理
事

会
な

ど
で

、
情

報
の

提
供

を
行

い
、

各
団

体
の

活
動

支
援

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
市

内
小

・
中

学
校

へ
、

郷
土

芸
能

保
存

団
体

連
合

会
な

ど
の

告
知

な
ど

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ｂ

・
補

助
金

の
申

請
対

象
は

指
定

文
化

財
で

あ
る

こ
と

を
条

件
と

す
る

こ
と

が
多

く
、

未
指

定
の

団
体

の
活

動
に

つ
い

て
も

補
助

金
の

情
報

を
収

集
し

て
い

き
ま

す
。

・
会

員
の

募
集

範
囲

に
つ

い
て

、
広

域
化

す
る

こ
と

を
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

へ
提

案
し

て
い

き
ま

す
。

・
小

中
学

校
へ

の
授

業
支

援
を

検
討

し
ま

す
。

○
郷

土
芸

能
の

記
録

と
情

報
の

発
信

・
郷

土
芸

能
の

活
動

を
映

像
で

記
録
す

る
と

と
も

に
、

市
内

で
活

動
す

る
郷
土

芸
能

の
魅

力
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で
発

信
し

ま
す
。

・
郷

土
芸

能
団

体
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

て
、

各
小

中
学

校
・

公民
館

等
へ

配
布

し
ま

し
た
。

・
郷

土
芸

能
大

会
の

映
像

を
動

画
配

信
サ

イ
ト

で
放

映
す

る
こ

と
が

でき
ま

し
た
。

文 化 財

・
郷

土
芸

能
の

歴
史

や
活

動
に

つ
い

て
、

市
民

に
向

け
て

周
知

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

ｂ

・
郷

土
芸

能
の

映
像

の
上

映
機

会
や

写
真

展
な

ど
の

企
画

を
考

え
て

い
き

ま
す
。

・
今

後
も

積
極

的
に

各
種

メ
デ

ィ
ア

に
働

き
か

け
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

の
情

報
掲

載
を

検
討

し
て

い
き

ま
す
。

○
郷

土
芸

能
保

存
団

体
連

合
会

へ
の

支
援

【
※

令
和
６

年
度

重
点

項
目
】

・
郷

土
芸

能
大

会
を

継
続

的
に

開
催
す

る
た

め
こ

れ
を

共
催

し
て

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
市

外
で

活
動

す
る

郷
土
芸

能
団

体
と

の
交

流
に

つ
い

て
支

援
し
ま

す
。

・
2
月

1
6
日

に
北

本
市

郷
土

芸
能

大
会

を
開

催
し

、
3
7
2名

に
御

参
加

い
た

だ
く

な
ど

、
郷

土
芸

能
へ

の
興

味
・

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
そ

の魅
力

を
広

く
周

知
し

ま
し

た
。

・
ポ

ス
タ

ー
の

作
成

や
イ

ベ
ン

ト
周

知
サ

イ
ト

へ
の

記
事

の
掲

載
な

ど、
郷

土
芸

能
大

会
開

催
の

支
援

を
行

い
ま

し
た
。

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
作

成
に

よ
り

、
市

内
の

学
校

や
社

会
教

育
施

設
に

おい
て

、
啓

発
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

文 化 財

・
郷

土
芸

能
団

体
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

維
持

・
向

上
に

も
資

す
る

、
北

本
市

郷
土

芸
能

大
会

の
実

施
に

つ
い

て
、

支
援

を
行

い
、
1
8
年

ぶ
り

に
大

会
に

参
加

で
き

た
団

体
が

あ
り

ま
し

た
。

・
郷

土
芸

能
の

啓
発

に
つ

い
て

の
支

援
を

行
い

ま
し

た
が

、
後

継
者

不
足

に
よ

り
活

動
休

止
状

態
と

な
る

団
体

が
出

て
し

ま
い

ま
し

た
。

ｂ

・
後

継
者

育
成

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
維

持
・

向
上

の
た

め
、

郷
土

芸
能

大
会

等
の

活
動

支
援

だ
け

で
は
な

く
、

日
常

的
な

交
流

や
各

団
体

の
市

外
へ

の
派

遣
な

ど
を

支
援

し
て

い
き

ま
す
。

・
郷

土
芸

能
大

会
の

観
客

の
年

代
層

を
広

げ
、

後
継

者
育

成
に

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う

、
市

内
小

・
中

学
校

、
高

校
等

へ
の

宣
伝

に
努

め
ま

す
。
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「ｓ」 「ａ」 「ｂ」 「ｃ」 「－」

施策１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善 7 0 3 4 0 0

施策２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 4 0 0 4 0 0

施策３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組 2 0 0 2 0 0

施策４ 進路指導・キャリア教育の推進 4 0 1 3 0 0

施策５ 本物にふれる事業の推進 4 0 0 4 0 0

施策６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 7 0 3 4 0 0

施策１ 基本的人権を尊重する教育の推進 3 0 0 3 0 0

施策２ 人権啓発活動の推進 3 0 2 1 0 0

施策３ 心の教育の推進 7 0 0 7 0 0

施策４ ボランティア・福祉教育の推進 2 0 0 2 0 0

施策５ 生徒指導・教育相談体制の充実 5 0 1 4 0 0

施策６ 児童生徒の健康の保持増進 5 0 1 4 0 0

施策７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 5 0 0 5 0 0

施策８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 3 0 0 3 0 0

施策１ 学校４・３・２制（小中一貫教育）をはじめとした異校種間連携の推進 3 0 1 2 0 0

施策２ 地域に開かれた特色ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進 4 0 0 4 0 0

施策３ 教職員の資質の向上 6 0 0 6 0 0

施策４ 教育環境の整備・充実 8 0 0 8 0 0

施策５ 学校経営の改革推進 3 0 0 3 0 0

施策１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進 2 0 0 2 0 0

施策２ 地域の教育推進体制の充実 4 0 0 4 0 0

施策３ 子供の読書活動の推進 2 0 0 2 0 0

施策４ 地域活動室事業と学校応援団の活用の推進 2 0 0 2 0 0

施策１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 7 0 0 7 0 0

施策２ 学習施設の整備・運営の充実 6 0 0 6 0 0

施策３ 文化芸術活動の推進 3 0 0 3 0 0

施策４ スポーツ活動の推進 2 0 0 2 0 0

施策１ 文化財保護の調査と研究 5 0 1 4 0 0

施策２ 文化財の保存と管理 6 0 2 4 0 0

施策３ 文化財の啓発と活用 3 0 2 1 0 0

施策４ 郷土芸能の継承と支援 3 0 0 3 0 0

基本
目標
Ⅱ

【参考】令和６年度事業の個別取組にかかる自己評価（取組評価）の集計表

施策名
個別取組

の数

左記の個別取組の評価内訳

基本
目標
Ⅰ

　・「ａ」期待水準を上まわる成果を挙げている。
　・「ｂ」期待する成果を挙げている。
　・「ｃ」期待する成果が十分に得られていない。
　・「－」止むを得ない事情（新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための事業中止等）により評価対象外。

基本
目標
Ⅲ

基本
目標
Ⅳ

基本
目標
Ⅴ

基本
目標
Ⅵ

＊個別取組にかかる評価（取組評価）の凡例
　・「ｓ」期待水準を大幅に上まわる成果を挙げている。
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６ 評  価 

 

【評価基準】 

評価記号 評 価 要 素 
Ａ 期待水準を大幅に上まわる成果を挙げている。 
Ｂ 期待する成果を挙げている。 
Ｃ 期待する成果が十分に得られていない。 

 

【点検・評価の集計結果】 

評価記号 自己評価 
外部評価者評価 

山田委員 石井委員 
Ａ 6 施策 19.4％ 6 施策 19.4％ 6 施策 19.4％ 

Ｂ 25 施策 80.6％ 25 施策 80.6％ 25 施策 80.6％ 

Ｃ 0 施策 0.0％ 0 施策 0.0％ 0 施策 0.0％ 

合  計 31 施策 100.0％ 31 施策 100.0％ 31 施策 100.0％ 

 ＊第３期北本市教育振興基本計画に定める３１の施策に対する点検・評価となります。 

 ＊各個別取組の「取組評価」におけるｓ及び a 評価の割合を基に、「施策単位」による評

価を行いました。 
 ＊各事務事業の評価に関することは、各担当課にお問合せください。 
 
【点検・評価の施策ごとの結果】 

基本目標及び施策 自己 
評価 

外部評価者 
評価 

主管課 

施策の

取組状

況掲載

ページ 
山田 
委員 

石井 
委員 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 
１ 確かな学力の育成と指導方法の工夫・改善  Ａ Ａ Ａ 学校教育課 9 
２ 時代の変化や社会の変化に対応する教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 10 
３ 「知・徳・体」の基礎の確実な習得の取組  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 12 
４ 進路指導・キャリア教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 13 
５ 本物にふれる事業の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 14 
６ 共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 Ａ Ａ Ａ 学校教育課 15 
Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 
１ 基本的人権を尊重する教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 19 
２ 人権啓発活動の推進 Ａ Ａ Ａ 生涯学習課 20 
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３ 心の教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 21 
４ ボランティア・福祉教育の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 22 
５ 生徒指導・教育相談体制の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 23 
６ 児童生徒の健康の保持増進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 24 
７ 運動習慣の形成と体力向上の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 26 
８ 安全教育の推進と安全管理の徹底 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 28 
Ⅲ 質の高い学校教育の推進 
１ 小中一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携の推進  Ａ Ａ Ａ 学校教育課 31 
２ 地域に開かれた魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりの推進  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 32 
３ 教職員の資質の向上 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 33 
４ 教育環境の整備・充実 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 34 
５ 学校経営の改革推進 Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 36 
Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 
１ 家庭教育に関する学習機会の充実とＰＴＡ活動の推進  Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 38 
２ 地域の教育推進体制の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 38 
３ 子供の読書活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 39 
４ 地域活動室事業と学校応援団の活動の推進  Ｂ Ｂ Ｂ 学校教育課 40 
Ⅴ 生涯学習とスポーツの振興 
１ 生涯学習による生涯学習のまちづくりの推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 42 
２ 学習施設の整備・運営の充実 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 43 
３ スポーツ活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 45 
４ 文化芸術活動の推進 Ｂ Ｂ Ｂ 生涯学習課 46 
Ⅵ 文化財保護の推進 
１ 文化財保護の調査と研究 Ｂ Ｂ Ｂ 文化財保護課 48 
２ 文化財の保存と管理 Ａ Ａ Ａ 文化財保護課 50 
３ 文化財の啓発と活用 Ａ Ａ Ａ 文化財保護課 51 
４ 郷土芸能の継承と支援 Ｂ Ｂ Ｂ 文化財保護課 53 

 
 
   



57 
 

【主管課における自己評価のまとめ】 

教育総務課 

食育の推進に係る取組みでは、北本産食材の生産者を招いて野菜

を育てる際の苦労等の話を伺い、一緒に給食を食べる「生産者招待給

食」を実施し、「食と農」への関心を高めました。 

安全に配慮した学校施設の管理と整備の推進での取組みとして

は、西小学校外国語教室と西中学校地域活動室に空調設備を新設す

るとともに、東小の老朽化した高架水槽を更新しました。 

また、宮内中学校プールブロック塀について撤去しました。 

引き続き、施設・設備の改修・更新を実施してまいります。 
 

学校教育課 

中学校への学習支援室非常勤講師を全校に配置し、不登校対策の

強化を図ったため、基本目標Ⅰ-５の施策を「Ａ」評価としました。 

しかしながら、不登校対策には課題が残るため、教室への段階的な

復帰を促す等、相談体制の充実に引き続き努めてまいります。また、

小中一貫教育（学校４・３・２制）を基軸とした研究を市内全校で実

施し、一定の成果が得られていることから、基本目標Ⅲ－１の施策を

「Ａ」評価としました。 

 

生涯学習課 

基本目標Ⅱでは、施策２において、各種人権教育啓発資料を作成・

配布するとともに、人権教育啓発講座を開催し、市民の人権意識の啓

発を図ることができたことから「Ａ」評価としました。 

基本目標Ⅴでは、「子ども大学きたもと」や「市民文化祭（芸術展、

文化のつどい）」、学校運動施設や体育センターの運用などについて、

計画どおり実施できたことから「Ｂ」評価としました。 

 

文化財保護課 

基本目標 VI‐１では、重要遺跡の内容確認調査を実施し、貴重な

成果を上げています。 

VI‐２では、地域住民や関係各課と連携し、デーノタメ遺跡を国指

定史跡とすることができました。 

VI‐３では、イベントや講座等の開催により、文化財に触れる機会

をより多くの人々に提供することができました。 

VI‐４では、郷土芸能大会の実施により、郷土芸能の魅力を広く周

知することができました。 

（注１）学校保健体育に関する事務の主管課は「学校教育課」となります。   
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【外部評価者講評】 
 
淑徳大学教育学部学部長 山 田 晋 治 （敬称略） 

 第３期北本市教育振興基本計画に基づき教育委員会が取り組んだ事務に 
関する点検評価に携わることにあたり、改めて過年度の報告書の概要等も 
確認しながら令和６年度教育行政の重点施策にかかる事業について点検評価した。点

検にあたっては特に当該年度の重点項目に位置付けている取組を中心に確認してい

ったが、どの施策においても概ね期待どおりの成果を挙げることができたことは大い

に評価できると考える。中でも基本計画Ⅰ施策６「共生社会の形成に向けた特別支援

教育の推進」や基本計画Ⅱ施策２「人権啓発活動の推進」、基本計画Ⅲ施策１「小中

一貫教育（学校４・３・２制）をはじめとした異校種間連携」については前年度同様

に期待水準を上回る成果を挙げていることを確認できた。また、基本計画Ⅵ「文化財

保護の推進」の各施策でも、北本市ならではの貴重な文化財の保護やその活用等にお

いて大きな成果を挙げていることも確認できた。 
 全体として各施策にかかる取組に対する教育委員会の自己評価も妥当であると思

われる。ここに示された成果と課題を第３期教育振興基本計画の推進に活かすととも

に、今後も北本市教育委員会が各学校、保護者、市民等と連携を図りながら子供たち

の未来づくりに資する教育行政に期待したい。 
 

 
共栄大学教育学部教授 石 井 宏 明 （敬称略） 

 第３期北本市教育振興基本計画に基づき、令和６年度に教育委員会が推 
進した３１の施策について点検評価を行った。全ての施策が目標達成に向 
けて、現状の課題認識を踏まえ、計画的・組織的に推進され、概ね期待どおりに成果

を挙げていることは大いに評価できる。特に基本目標Ⅰ施策１「確かな学力の育成と

指導方法の工夫・改善」では、ＩＣＴを効果的に活用した指導方法の研究・実践に大

きな成果が確認できた。また、基本目標Ⅲ施策１「小中一貫教育（学校４・３・２制）

をはじめとした異校種間連携の推進」において、学級満足度調査で全国平均を上回る

など大きな成果を挙げていることが確認できた。基本目標Ⅵ施策１「文化財保護の調

査と研究」では、重要遺跡の調査研究とともに国指定に伴う様々な事業展開がなされ

大きな成果を挙げていることが確認できた。 
 今後も北本市教育委員会が、各施策の成果と課題を踏まえ、第３期北本市教育振興

基本計画の６つの基本目標の実現を目指した教育行政の推進に大いに期待する。 
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７ 指標一覧 

  第３期北本市教育振興基本計画において定められている各指標の数値目標について、

令和６年度末におけるその状況は次のとおりでした。 

関連 

施策 
指標 

令和５年度末 

 

令和６年度末 

(太字は達成) 

第３期教育振興 

基本計画の目標 

(令和９年度末) 

Ⅰ１ 

ほか 

県学習状況調査の各学年の平均正答

率が県平均を上回る教科の割合 
６４．３％ ７１．４％ １００.０％ 

Ⅱ７ 
新体力テスト総合評価５ランク中上

位３ランクである児童生徒の割合 
７６．３％ ７３．７％ ８７．０％ 

Ⅱ６ 
学校給食における地場産食材の使用

量（児童生徒１人あたり） 
２．２８㎏ １．５６㎏ ２．５㎏ 

Ⅲ４ 

Ⅳ２ 

放課後子ども教室における学童との

共通プログラムの実施頻度 
各教室 

１回／年 

各教室 

１回／年 

各教室 

３回／年 

ⅢⅠ 

（Ⅰ１・Ⅱ５

学校４・３・２制における児童生徒の

交流活動実施回数 
７２回／年 ７１回／年 ２４０回／年 

Ⅳ４ 
学校応援団の年間支援活動日数（１校

平均） 
１１５日 １１５日 １８０日 

Ⅴ１ 市民大学きたもと学苑の講座数 １７５講座 １８９講座 ２００講座 

Ⅴ１ 人財情報バンク登録者数 ９１人 ８４人 １９０人 

Ⅴ１ 市役所出前講座 ３２件／年 ３８件／年 ３５件／年 

Ⅴ２ 
市民１人当たりの公民館年間利用回

数 
５．７回 ６．０回 ７．３回 

Ⅳ３ 

Ⅴ２ 

市民１人当たりの図書資料年間貸出

点数 
４．６冊 ４．６冊 ５．６冊 

Ⅴ２ 
市民１人当たりの野外活動センター

年間利用回数 
１．０回 １．１回 １．０回 

Ⅴ３ 
市民１人当たりの社会体育施設（学校

体育施設開放を含む）年間利用回数 
４．９３回 ４．３３回 ５．００回 

Ⅵ１ 
保護されている指定・登録文化財件数

（国・県指定文化財を含む） 
５４件 ５７件 ５５件 

Ⅵ３ 
文化財学習講座及び小・中学校学習支

援講座数 
４０講座 ４３講座 ３０講座 
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８ 教育委員会の活動状況 

 

（１）教育委員会会議 

区分 日付 
報告・議案 

件数 
議事内容 

定例 4 月 24 日 
報告１８件 

令和６年度北本市立学校の適正化対象校の調査につい

て等の報告。 

議案 ４件 北本市文化センター基本計画について等の議決。 

定例 5 月 22 日 

報告 ６件 
要保護及び準要保護児童生徒の認定状況について等の

報告。 

議案 ２件 
北本市文化財保存活用地域計画策定協議会の設置につ

いて等の議決。 

定例 6 月 27 日 

報告 ５件 
北本市体育センター特定天井等改修工事について等の

報告。 

議案 ３件 
北本市人権教育推進委員会委員の委嘱及び任命につい

て等の議決。 

臨時 7 月 17 日 議案 １件 
令和７年度使用中学校用教科用図書採択についての議

決。 

定例 7 月 25 日 

報告 ６件 
令和６年度北本市教育委員会教育委員の学校訪問のま

とめについて等の報告。 

議案 ２件 
令和７年度使用中学校用教科用図書採択（決議）につい

て等の議決。 

定例 8 月 22 日 

報告 ２件 
令和６年度各小・中学校第１学期状況報告について等の

報告。 

議案 １件 
教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検評価報

告書についての議決。 

臨時 9月 5 日 議案 １件 教職員（管理職）の人事内申についての議決。 

定例 9 月 26 日 

報告 ３件 
令和６年第３回北本市議会定例会一般質問答弁につい

て等の報告。 

議案 ４件 
令和７年度当初教職員人事異動の方針について等の議

決。 

定例 10月 24 日 

報告 ４件 
埼玉県学力・学習状況調査の分析結果について等の報

告。 

議案 １件 
北本市スポーツ大会出場奨励金交付要綱の一部改正に

ついての議決。 
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定例 11月 26 日 

報告 ５件 令和７年北本市成人式開催概要について等の報告。 

議案 ６件 
北本市立小・中学校職員服務規程別表様式の一部改正に

ついて等の議決。 

定例 12月 26 日 

報告 ６件 
第５９回北本市市民文化祭「文化のつどい」の実施報告

について等の報告。 

議案 １件 
学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱についての議

決。 

定例 1 月 16 日 

報告 ４件 令和７年北本市成人式の実施報告について等の報告。 

議案 １件 
市指定文化財候補「石戸小学校日誌」及び「田島家文書」

の文化財指定について（諮問）の議決。 

定例 2 月 18 日 

報告 １件 教育長の決裁処分（共催・後援）の報告についての報告。 

議案 ４件 
令和７年度予算案に関する意見の聴取について等の議

決。 

定例 3 月 18 日 

報告１０件 
北本市立教育センター令和７年度事業計画等について

等の報告。 

議案１２件 令和７年度指導の重点について等の議決。 

 
（２）総合教育会議 

日付 議案件数 議事内容 

２月 18日 １件 
北本市立学校の適正規模等に関する基本方針につ

いて 

 
（３）学校訪問・社会教育施設等訪問 

区分 日付 概要 

学校訪問 ７月４日 北本中学校、西小学校、南小学校 

社会教育施設等 

訪問 
11 月 21日 

文化センター、こども図書館、野外活動センタ

ー、堀の内集会所、放課後子ども教室 
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９ 資  料 

 

（１）教育委員会教育長・教育委員            （令和７年３月３１日現在） 
職   名 氏   名 教育長・教育委員の任期 
教 育 長 宮 尾   孝 令和 ６年１０月１日～令和 ９年 ９月３０

日 
職務代理者 黒 川 範 子 令和 ４年１０月１日～令和 ８年 ９月３０

日 
委   員 久保田 篤 正 平成２９年 ７月１日～令和 ７年 ６月３０

日 
委   員 関 根 桂 子 令和 ４年１０月１日～令和 ８年 ９月３０

日 
委   員 森 田 高 正 令和 ５年１０月１日～令和 ９年 ９月３０

日 
 
（２）教育委員会の組織                  （令和７年３月３１日現在） 
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（３）公立学校施設 

ア 小学校                   （令和６年５月１日現在） 
学 校 名 児童数（人） 学級数 
中丸小学校 ４０５ １６ 
石戸小学校 ２２１ １２ 
南小学校 ４７０ １９ 
北小学校 ３７０ １５ 
西小学校 ５３９ ２０ 
東小学校 ３８０ １５ 

中丸東小学校 １７５ ８ 
小学校合計 ２，５６０ １０５ 

  
イ 中学校                   （令和６年５月１日現在） 

学 校 名 生徒数（人） 学級数 
北本中学校 ４９９ １５ 
東中学校 ３５１ １１ 
西中学校 １２０ ６ 
宮内中学校 ３４６ １１ 
中学校合計 １，３１６ ４３ 
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（４）北本市教育施策大綱 

北本市教育施策大綱 
（令和５年度～令和９年度） 

 

 

 教育基本法において、教育は「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会

の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行わなければ

ならない」（第１条）と示されています。 

  先行きが不透明な社会の中で、北本の子供たちが夢と志を持ち、困難な時代を乗り越

えるため、基礎的な知識・技能を確実に習得し、それらを活用して、自らの人生を切り

拓き、たくましく生きるための力をはぐくみ、豊かな人間関係を築きながら、幸福な生

涯を実現するとともに、北本市の将来を担い、社会の中で役割を果たすことのできる人

材を育成するため、教育は重要な使命を担っています。 

この使命を果たすため、平成２５年２月に策定しました、第１期及び第２期北本市教

育振興基本計画では、本市の教育行政を進めていく上での基本理念として、「共に学び 

未来を拓く 北本の教育」を掲げて、計画を推進してまいりました。 

第３期計画においても、色あせることのない次の基本理念を継承してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成  

 主体的で対話的な深い学び（いわゆるアクティブ・ラーニング）の視点から、指導方法

の工夫・改善を行うことにより、児童生徒の学習過程を質的に高めます。 

 また、時代や社会の変化に対応した教育、義務教育９年間における学びと育ちの連続性

を重視した教育及び進路指導・キャリア教育を推進することにより、児童生徒の「生きる

力」をはぐくみ、一人一人の自己実現を支援します。 

 さらに、地域の特色及び様々な専門家にふれる事業を推進することにより、児童生徒の

○基本理念 

○基本目標 
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豊かな感性をはぐくむとともに、特別な教育的支援を必要とする子供たちへの支援、指導

体制等の整備を推進します。 

 

Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成  

幅広い世代において多様性を認め合う心、相手を思いやる心など、人権を尊重する意識

を育て、差別のない社会を目指すため、人権啓発の推進を図ります。 

学校においても、こうした他人を思いやる心や公共の精神を養うため、心の教育やボラ

ンティア・福祉教育の充実を図るとともに、いじめや不登校、暴力行為などの問題解決に

積極的に取り組みます。また、児童生徒の健康の保持増進、体力向上などを図るととも

に、交通安全や防災などの安全教育の推進に努めます。 

 

Ⅲ 質の高い学校教育の推進  

安全で快適な教育環境の整備を推進するとともに、各小・中学校の積極的な情報発信や

学校運営協議会の開催等により、地域に開かれた魅力ある学校づくり、信頼される学校づ

くりを目指します。 

また、教職員の働き方改革に取り組むとともに、研修の充実や適正な人事配置、人事評

価制度の活用等により、一人一人の教職員の資質や総合的な学校力の向上を図ります。 

さらに、幼稚園・認定こども園・保育園・小学校の連携、小・中学校の連携や小中一貫

教育を推進し、子供たちの幼児期から義務教育９年間を見通した教育活動を行います。 

 

Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上  

子供たちに基本的な生活習慣や倫理観、自制心や自立心等を養うため、家庭教育に関す

る学習機会の充実やＰＴＡ活動を推進するとともに、地域の教育推進体制の充実を図りま

す。 

また、こども図書館等を活用して、親子で読書に親しむ機会を提供するなど、子供の読

書活動を推進します。 

さらに、地域活動室の事業と学校応援団の活動の推進をとおして地域との絆を深め、地

域の教育力の向上を図ります。 

 

Ⅴ 生涯学習とスポーツの振興  

市民が生涯を通じて学習することができ、学習した成果が適切に評価され、社会に還元

されるような生涯学習による生涯学習のまちづくりの実現を推進するとともに、生涯学習

の活動の拠点となる学習施設の整備・運営の充実に努めます。 

また、市民がそれぞれの体力や年齢、興味・関心に応じて、主体的にスポーツ活動に取

り組むことができるよう、県や関係団体等と連携して、機会の創出や情報の提供に努めま

す。 
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さらに、文化芸術活動の支援や発表の場の提供をとおして、市民の文化芸術活動を推進

します。 

 

Ⅵ 文化財保護の推進  

北本で長く培われてきた歴史・伝統・文化への理解を深め、次の世代に守り伝えるため、

貴重な文化財の調査・保存を進めるとともに、郷土芸能の保存と振興に努めます。 

また、文化財への理解を深め、これを活用するため、文化財の情報の発信と啓発事業の

充実に努めます。 

 

北本市教育施策大綱と北本市教育振興基本計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

○基本理念 

「共に学び 未来を拓く 北本の教育」 

○基本目標 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 

Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 

Ⅲ 質の高い学校教育の推進 

Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 

Ⅴ 生涯学習とスポーツの振興 

Ⅵ 文化財保護の推進 

 

実行計画 

 

 

 

北本市・北本市教育委員会 

 

 

北本市教育施策大綱 

第３期北本市教育振興基本計画 

（令和５年度～令和９年度） 

（令和５年度～令和９年度） 
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（令和６年度実施事業） 

教育委員会の事務に関する点検評価報告書 

 発    行 令和７年８月 
 編    集 北本市教育委員会 
 〒364-8633 埼玉県北本市本町１丁目１１１番地 
 Ｔ Ｅ Ｌ ０４８－５９１－１１１１ 
 Ｆ Ａ Ｘ ０４８－５９２－５９９７ 
 Ｕ Ｒ Ｌ http://www.city.kitamoto.lg.jp 

 Ｅ-mail   a04400@city.kitamoto.lg.jp 
 

http://www.city.kitamoto.lg.jp
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